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　　超まえがき




　───『アリアンロッド』リプレイ、新シリーズ開幕!!



　えー、毎度おなじみきくたけでございます。

　二〇〇五年五月、番外編「死者の花嫁」によって幕を閉じた前シリーズリプレイより半年ちょい。新たなプレイヤーを迎えての新出発、これまで『アリアンロッド』リプレイを知らなかったってあなたも、ぜひぜひ手にとってくださいませ！



　また表紙に惹かれ、本書を小説だと思って手にとったあなた。

　最初に言っておきますと───本書に収録されているのは、富士見書房から発売されているＴＲＰＧ『アリアンロッド』を使用した“〝リプレイ”〟と呼ばれるものです。

　ＴＲＰＧ？

　ありあんろっど？

　りぷれい？

　こんな言葉に耳慣れないって人のために、ちょっと解説をば。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Roleplaying Game）の略称で、文字通りゲームの一種です。

　『ラグナロクオンライン』や『ファイナルファンタジーXI』のような、大規模ネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創って（これをＰＣ……プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操り、仲間といっしょに冒険や物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機は必要なく、かわりに参加者のひとりがゲームマスター（ＧＭ）という立場になり、物語の進行を管理します。

　……今、ＰＣたちがどういうシチュエーションにあるか？

　……どんなイベントが発生したか？

　……出現したモンスターは、誰をどのように攻撃するか？

　ストーリーの途中、ＧＭはＰＣたちを助ける脇役キャラを演じ、また時にはモンスターを操り、ＰＣたちの行く手をふさぎます。敵も味方も、ＧＭの担当となるわけです。

　戦闘の勝敗や、ＰＣの取った行動が成功するかどうかは、ＧＭの指示のもと、ダイスによって判定されます。

　強いて言えば、このＧＭがゲーム機役と考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動をさせるかを決め、それをまたＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭは再びプレイヤーたちに返していく。

　この積み重ねにより、みんなでストーリーを進めていくのです。

　仲間同士で楽しむためにアドリブで演劇をするよーな雰囲気が近いかもしれません。

　シミュレーションゲームのように勝ち負けはなく、参加者のみんながそのストーリーや扱ったキャラクターを楽しめれば“〝勝ち”〟と言えましょう。



　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが“〝リプレイ”〟です。

　ちょっと口では説明しにくいこの遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるために最適の手段なのです。

　本書を読んで、「面白い！」と思った方、なにより「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひとも友人にこの本を読ませて遊び仲間を開拓してやってください（笑）。

　今回のリプレイでは、ゲームの参加者にバリバリのＴＲＰＧ初心者が混ざっており、彼女がだんだんゲームにハマっていく様子が描かれています（笑）。

　そういう意味でも、「はじめて読むリプレイ」として、「友人に読ませてＴＲＰＧにハメるためのリプレイ」として「最適の一冊」であります！



　このリプレイで使用されているＴＲＰＧルールは、富士見書房から発売されている文庫判ＴＲＰＧ『アリアンロッド』および、ゲーム・フィールド社から発売されている『アリアンロッドＲＰＧ上級ルールブック』です。

　また、セッション中に使用しているゲームデータは、関連するサプリメント類から選び、使用しているものがあります。

　もし、本書を読んで興味を持ったら、ぜひともルールブックも手にとってやってくださいませ。全国書店、並びにゲームショップで絶賛発売中でございます（笑）。

　関連書籍については富士見書房および、F.E.A.R.社のサイトを見て頂けると幸いです。



富士見書房

　　http://www.kadokawa.co.jp/fujimi/

F.E.A.R. On-line

　　http://www.fear.co.jp/

アリアンロッド公式サイト

　　http://www.fear.co.jp/ari/



　では、説明が終わったところで、そろそろ本編の方に参りましょう!!



    

  
    
      　　　PREPLAY




◆Preplay 01◆四人目のプレイヤー




　時に二〇〇五年三月。

　アリアンロッドリプレイ、前シリーズの完結編へん「金色の鍵かぎの英えい雄ゆう」が発売されて、半月ほどたったある日……。

　あいもかわらず、私きくたけは会社で仕事をしておりました。

　そんな私の背はい後ごに近づく、黒い人ひと影かげ。

　会社で、仕事の進行管理を担たん当とう（原げん稿こうを取り立てる係……と思ってくれればよし）する男・たのあきらである。



　背せ筋すじが、ぞくりとした。



「菊きく池ちさん、ちょっとお話があります」

「嫌いやです」

「…………。まだなにも言ってませんが」

「ま、また無理難なん題だいを言うつもりでしょう」

「僕ぼくが今までそんなことを言ったことありますか？」

「今回のリプレイで『リインフォース』（『アリアンロッド』のサプリメント。この当時、まだ企画段階だった）に掲載するライフパスをテストしようと言ったりとか」

「テストは大事じゃないですか。まあ、使うだけ使ってみましょう」

「…………」

「まじめな話、無理難題を言うわけではなくですね……ほら、アリアンロッドリプレイの次シリーズ、そろそろプレイヤーを決めないといけないなあと思って。その相談ですよ」

「ああ、そーいやそーですね。えっと、今回は矢や野の、田た中なかは前シリーズから続投で……あなたが新たに加わる、と。あとひとり決めなきゃいけないんでしたな。さて、誰だれに……」

「ああ、プレイヤーを選ぶのはおまかせしますが……仕様があります」

「仕様？　四人目のプレイヤーの？」

「ええ。あまりムリは言いませんが……できれば読者が喜びそうな、面おも白しろい人がいいですね。それと、初心者……ＴＲＰＧが初めてって人を希望します。ああ、もちろん常じよう識しきを持った、仕事にまじめな方というのは必ひつ須すです」

「思いっきり無理難題じゃねーかっ!?」

「誰か知り合いにいませんか」

「ンな生物がいたら、とっくに使ってるわっ!?」

「そこをなんとか」

「いないもんは、なんともなら……ん…っ…………ん？」



　ここでおもむろに、あるひとりの人物の名が私の脳のう裏りに浮うかんだ。



「……いないことも……ない気がしてきた」

「おお、言ってみるもんだ。誰です？　僕の知ってる人ですか？」

「会ったことはないけど、知ってるはずです」

「……はい？」

「知り合いに、力りき丸まる乃のりこさんとゆー人がいまして」

「…………」

「…………」

「力丸さんって……声せい優ゆうの？」

「うん」

「『ローゼンメイデン』やら『To Heart２』で声をあててる……あの人？」

「うん。前に、ＷＥＢラジオ収しゆう録ろくの時に知りあった。えらくいい人。面白い人なのは保ほ証しようします。常識もあって、仕事に対してもまじめ。しかもＴＲＰＧ未み経けい験けん。ぴったりだ」

「……や、やってくれますかね。プレイヤー」

「どーでしょ（笑）。まあ、ダメでもともと、ちょっと連れん絡らくしてみますわ（笑）」



　そこで、おもむろに電話をかけ……あいさつののちに企き画かくについて説明する。

　そもそもこれは、声の仕事でもなければ、イベント仕事でもない。

　ただ単たん純じゆんに、ＴＲＰＧのプレイヤーとして参加してもらえないか、というお願いである。

　まさにダメモトで聞いたわけだが……電話口の向こうで、彼女は笑いながらこう言った。



「……あ、それって英え麻まちゃんがやってたあれですよね～？

　やりますやります～よろしくお願いします～」



　なお、彼女が“〝英麻ちゃん”〟と言っているのは、声優の小こ暮ぐれ英麻さんのこと。他社の話でもうしわけないのだが、ここ数年、私は『ナイトウィザード』というＴＲＰＧの企画において、声優プレイヤー（そのひとりが小暮さん）のリプレイ記事を書いているのである。



◆Preplay 02◆はてさていったい、なにをやろう？




　プレイヤーが決まったその日の深夜。

　私は会社で再ふたたび、頭を悩なやましていた。



「ＴＲＰＧが初めてって人がいるんだし、せっかくだから力丸さんがＴＲＰＧという名の泥どろ沼ぬまに転がり落ちていく……もとい。だんだん成長していく姿すがたは描かいてみたい。

　ＴＲＰＧというものを、一から味わってもらいたい。

　でもそれはそれとして、前のシリーズではＰＣレベル１からスタートしたキャンペーンだったから今回は、高レベル……せめてレベル４スタートくらいでプレイしたいぞ。

　……いかん、思いっきり矛む盾じゆんしている。

　レベル４～５でスタートすると、扱あつかえるスキルの数も多くなって大変だし、そもそも一から味わうということにならないではないか。

　このふたつの矛盾を、一挙に解かい決けつする手しゆ段だんはないものか───」



　熟じゆつ考こう（三分くらい）の末……“〝ぽん”〟。

　のーみその奥おくで、光が閃ひらめいた。

「パワーレベリングをしよう」



“〝パワーレベリング”〟とは、ＭＭＯ─ＲＰＧの用語のひとつで、レベルの低いキャラクターを、高レベルキャラがサポートしつつ、むりやり強い敵てきのいる場所に狩かりに連れて行くなどして……強ごう引いんに経けい験けん値ちを稼かせがせる行こう為いである。

　これを実じつ現げんするには、どんなシナリオにするべきか？

　頭の中で構こう想そうを練ってみる。

「……力丸さんのキャラは１レベル、他の三人は４レベルとかからスタート。

　ベテランＰＣたちは力丸キャラが持つなんらかの特とく殊しゆな力……そーだな、世界各地にあるダンジョンの奥にある謎なぞの封ふう印いんを解とく能のう力りよくとか……を必要としている。

　だが、高レベルエネミーが待ち受けるダンジョンを踏とう破はするには、彼女はあまりに弱すぎた。そこで、他の三人が彼女を守りつつ、経験値を稼がせ強引にレベルを引き上げる……と。

　……い、いかんっ、これだっ！

　いける……なんかいけるような気がしてきたぞっ!?

　深夜、ひとり自室で騒さわぎつつ───。



　今回のキャンペーンの方ほう針しんは、決まったのである。



◆Preplay 03◆そして当日はやってきたわけで。




　二〇〇五年某ぼう月某日。

　F.E.A.R.社の会議室に、今回のセッションの参加メンバー……力丸さんをのぞいた四人が、待っていた。

　時じ刻こくは十時五十分。

　集合時間、十分前───。



クレバー矢野：‥……そろそろ時間ですね。ちなみに、力丸さんってどんな人です？

きくたけ：‥まじめでいい人。

クレバー矢野：‥も、もーちょっとくわしく。

きくたけ：‥「すみませんっ」「なるほどー」な人。

かわたな：‥なんだそれはっ!?（笑）

きくたけ：‥あ、会えばわかる。



　と、その時。

　おもむろに玄げん関かんのドアが開かれ……透とう明めい感のあるきれいな女じよ性せいの声が、あがった。

「おはようございます～っ、本日はよろしくお願いします～！」



　　　＊　　＊　　＊



「おーなるほどー、そうなんですか～。えーと、すみませんっ……わたし、まだＴＲＰＧのこと、ちゃんと理解してなくて……ホントすみませんでもがんばります～」



　セッション参加者が集合して数分後。

　仕事やＴＲＰＧ話をネタとして、場はいきなり妙みような盛もり上がりを見せていた。



力丸：‥……なるほどぉ。すみません、初心者ですけどみなさんに頑がん張ばってついていきます～。いたらないとこがあったら、なんでもおっしゃってください～もうしわけありません～。

きくたけ：‥（クレバー矢野の方を見て）……な？

クレバー矢野：‥よくわかりました……（笑）。

力丸：‥え？　え？　すみません、あたしなんかおかしなこと言いました？

クレバー矢野：‥あの、力丸さんって一日に何回「すみません」って言います？（笑）

力丸：‥これがもうですねっ、人が驚おどろくほど言うんです！　びっくりですよ～。

きくたけ：‥やりとりしたメール見ても、ひとつのメールに三回くらい「すみません」、って書いてあるよね、いつも……（笑）。

力丸：‥す、すみません（笑）。

きくたけ：‥……さて。力丸さん、どんなキャラクラスをやりたいか、なんか考えてきました？　あと、送ったルールブックとか、持ってきてます？

力丸：‥もちろん、持ってきましたっ（と、鞄かばんからルールブックを取り出す）。

一同：‥……うおっ!?



　力丸さんが手にしたルールブックを見て、一同はどよめく。

　彼女の『アリアンロッド』には、色とりどりの……無数の付ふ箋せんが立てられていた。



クレバー矢野：‥す、すげえっ……（笑）。

力丸：‥え、え……？

きくたけ：‥い、いや……その付箋だらけのルールブックは……。

クレバー矢野：‥もしかしてルールの項目別に色ちがいの付箋を立ててる……？

力丸：‥ちゃんと予習してきましたっ。昨日考えたんですけど……剣けんでガンガンなぐれる戦士をやってみたいな～と思いまして～……。

かわたな：‥うわ……ウォーリアのスキルにも、ペンでチェックが入ってるし……（笑）。

力丸：‥こ、細かいところはきっと理り解かいできていないと思いますが（笑）。

たの：‥まじめでいい人だ……菊池さんにこんなまともな知り合いがいるなんて……。

きくたけ：‥失礼な。

たの：‥こんないい人を菊池さんの餌え食じきにするなんて……心が痛いたむ……。

力丸：‥え、餌食ですかっ!?

きくたけ：‥（さらりと）ただ単に記事のネタにする、って意味ですよ。

力丸：‥なるほど～問題ないです～。

一同：‥ダマされてるダマされてるっ!!（笑）

クレバー矢野：‥い、いや……この人のリプレイは、参加したプレイヤーの人生を破は壊かいしかねない場合が……人に妙なあだ名をつけたり……そのせいで俺おれは妙な部分だけ有名に……。

きくたけ：‥矢野くん。キミは言葉をまちがっている。「せい」ではなく「おかげ」だろう。

クレバー矢野：‥……………………。

きくたけ：‥まあ、なんだ。話を戻もどそう。……考えてみればこれが初顔合わせ。読者の方への説明もふまえ……ここらで自じ己こ紹しよう介かいをしておこうか（笑）。

かわたな：‥そーいえば自己紹介、してなかった（笑）。じゃ、俺からいきまーす。



●かわたなの場合



　本名は田中信しん二じ。

　会社においては、仕事の進行役、ＤＴＰデザイン、原げん稿こう書き……なんでもこなす、パーフェクトソルジャー。でも、なぜかいつもかわいそう。

　首の横に三つのボタンがついており、一番上の青いボタンを押おすと、かっこいいセリフを砂すなを吐はくように垂たれ流し、二番目の黄色いボタンを押すとあやしい頭の悪い言葉を垂れ流す。三番目の赤いボタンは未いまだ押されたことはない。今は、その秘ひ密みつを明かす時ではないらしい



かわたな：‥私は、かわたな。「かわいそうな田中」を略りやくして、かわたなです。

力丸：‥かわいそうなんですか～（笑）。

かわたな：‥菊池さんのリプレイでは、よく男主人公キャラを担たん当とうしています。

きくたけ：‥ただし女性キャラをやると、いつもへんな女になります。

たの：‥かわたなは、男でもいつだって変だ。

かわたな：‥そこはほら、俺の本ほん質しつをついているということで……。

力丸：‥なるはどー、なるほどぉ……。

かわたな：‥……って、そこは「なるほど」って言うところじゃないですよ!?



●たのあきらの場合



　システムエンジニアから転てん職しよくしてF.E.A.R.に入社した古参社員である。

　ゲームデザインの他ほか、声せい優ゆう雑ざつ誌しやアニメ雑誌に記事を書いたり、ゲームの攻こう略りやく記事を書いたり、編へん集しゆうしたり、あまつさえＤＴＰまでやるマルチライター。基き本ほん的に社内で誰だれもやらないことや難むずかしい仕事に率そつ先せんして手をつける係。現げん在ざいは、菊池の原稿取り立て人である（おい）。

　一見すると怖こわそうだが、実は本当に鬼おにのような男である（注：‥ライター陣じんにとって）。

　で、でもいい人ですよ？（最高の笑え顔がお）



たの：‥えー……たのあきらです。菊池さんのリプレイに出るのは実は初めてですね。菊池さんの足をひっぱらないよう、がんばります。

きくたけ：‥その笑顔がこわいです。

たの：‥……。

きくたけ：‥い、いい人です。

たの：‥…………。

きくたけ：‥や、矢野くんもなにかツッコんでくれ。

クレバー矢野：‥ど、どうツッコめと……てゆーか、こっちに振ふらないでくださいよ!!



●クレバー矢野の場合



　本名は矢野俊しゆん策さく。

　ＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition』のデザイナーにして、ライターだ。

　三〇〇万平方メートルの敷しき地ちに建てられた自じ宅たく（のうちのひとつ）に三十六人のメイドを住まわせていることからか、愛あい称しようは「王子」。

　薔ば薇らをこよなく愛し、彼の歩いた足あし跡あとには色とりどりの薔薇が咲さき乱みだれるという。

　……実にスカポンタンな設せつ定ていだが、すべて真実であるところがおそろしい（たぶん）。



　ところで、『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』巻とも、大好評発売中なのでよろしくお願いします。



きくたけ：‥……では、次は矢野くんどうぞ。

クレバー矢野：‥矢野俊策と申します。

きくたけ：‥クレバーと申します。

クレバー矢野：‥クレバーじゃないです。

きくたけ：‥王子でもあります。

クレバー矢野：‥王子でもないです。

きくたけ：‥ウメボシが嫌きらいです。

クレバー矢野：‥それはほんとです。

きくたけ：‥ピーナッツも嫌いです。

クレバー矢野：‥それもほんとです…………って！　まともにしゃべらせてくださいよっ!?

力丸：‥なんでクレバーで王子さまなんですか～？

クレバー矢野：‥それは横においときましてっ。

力丸：‥おいとかれます～。

クレバー矢野：‥えー……ゲームデザインやライターをやってまして、菊池さんのリプレイにはちょくちょく出させてもらっています。ここ三年くらい、ほんとにたくさん出てる……。

きくたけ：‥ツッコミ体質のクセに、ボケというか“〝いぢられ”〟もできるという希有な才さい能のうの持ち主なので……つい……。

力丸：‥ふつう、ボケかツッコミのどっちかですよね……。

きくたけ：‥だからどんどんいぢってください。

力丸：‥わかりました～！

クレバー矢野：‥わかんなくていいですからそこはっ!?



●力丸乃りこの場合



　フリーで声優・ナレーションのお仕事を務つとめる女じよ性せい。

　全身からあふれ出る“〝いい人オーラ”〟と、透とう明めい感のあるきれいな声が魅み力りよくだ。

　ところで、趣しゆ味みの「消しゴム収しゆう集しゆう」「映えい画が鑑かん賞しよう」はわかるとして、「バンジージャンプ」っていったい……。

　必殺のセリフは、「なるほどー」「す、すいませんっ」「わかりました～」。



　最近の代表的な出しゆつ演えん作さくは……



　アニメ　　　　　　『ローゼンメイデン・トロイメント』　　　　桜さくら田だのり役

　ゲーム／アニメ　　『To Heart2』　　　　　　　　　　　　　　　小こ牧まき愛まな佳か役　　……など。



きくたけ：‥では力丸さんお願いします。

力丸：‥今回初参加させていだきます、力丸乃りこと申します。よろしくお願いします～。

一同：‥よろしくお願いします～（笑）。

力丸：‥で……すいません、あのー……あの、本をきくたけさんからいただいてあの……ちょ、ちょっと理り解かいがその～……予習はしたんですが～理解できていなくて、はい。あ、リプレイのほうはたいへん面おも白しろかったんですがその、ルールのほうはいまいち理解がすみません、その～……してないんですがっ……。

きくたけ：‥い、いや、そんなにあわてなくてもいいですから（笑）。

たの：‥ええ、わからないところは、周囲の人に聞けば優やさしく教えてくれますので（笑）。でもヘタなことしゃべると、菊池が原げん稿こうにありのまま書いちゃいます。発言には最さい低てい限げんの注意は払はらった方がいいですよ。

力丸：‥なるほどぉっ、わかりましたっ。

きくたけ：‥わからんでいいからっ!?……と、オチがついたところでセッションに入りましょうか（笑）。

一同：‥はーい！



　こーして。

　それぞれの思おも惑わくを胸むねに抱だきつつ───。



　セッションは開始されたのであった。



◆Preplay 04◆今回予告とハンドアウト




　自じ己こ紹しよう介かいを終えて、セッションは開始された。

　なお、今回のセッションは『アリアンロッド上級ルールブック』から、「ハンドアウト」のルールを導どう入にゆうしている。



きくたけ：‥では、今回のセッションに入りましょうか。まずは「今回予告」読み上げです。

力丸：‥こ、今回予告……（笑）。

たの：‥いいですか？　もうここから注意してくださいよ。そのまま書かれますよ？

力丸：‥え、もうここからですか！　うぃ、わかりました～っ。

きくたけ：‥ええいっ、さっきから聞いてれば人を悪者扱あつかいしおってっ!?　わたしゃ、人の揚あげ足をとったり手玉にとったりしないと巷ちまたで評ひよう判ばんで……。

たの：‥うそつけ（笑）。

きくたけ：‥……。まあ、「今回予告」を読み上げまーす！



「希望に満ちた冒ぼう険けんの始まり。

　少女は、青い空を見上げ、希望を胸に抱いて歩き始めた」



クレバー矢野：‥なんかさわやかだ。

きくたけ：‥まだ途と中ちゆうだ。最後まで聞け。



「……だが、彼女はまだ知らなかったのだ。

　自らの記き憶おくの奥おく底そこに眠ねむる運命を。

　背はい後ごから忍しのび寄よる、その不幸という名の黒い影かげを───。



アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

みっしょん01

『旅立ちは突とつ然ぜんに　───Caladborgカラドボルグ』



　冒険の舞ぶ台たいが、キミを待つ！」



クレバー矢野：‥さわやかじゃなくなった（笑）。

かわたな：‥つまり、少女になんらかの秘ひ密みつがあって、不幸に見み舞まわれる話ですな。それをみんなで守るとかなんとかするのか？

たの：‥……ということが、この「今回予告」から読み取れますな。

力丸：‥なるほどぉ、たしかに。不幸な黒い影が忍び寄ってくるんですね。

きくたけ：‥この「今回予告」と、次に個こ々このプレイヤーに与あたえられる「ハンドアウト」を元に、プレイヤーは自分のキャラクターがどんな物語を紡いでいくのか想そう像ぞうし、設せつ定ていを組んでいくんですよ。

力丸：‥おー、なるほどぉ。

きくたけ：‥では、続いてハンドアウトの読み上げに入るね。えっと、今回はシナリオの特別な仕様で、力丸さんだけハンドアウト指定でいきます～。

かわたな：‥特別な仕様？

きくたけ：‥聞けばわかる。うひひ。えーと……力丸さん、ウォーリアがいいんだよね？

力丸：‥問題がなければ、それでお願いしたいです～。

きくたけ：‥ＯＫＯＫ、問題はないです（かきかき、とハンドアウトのクラス欄に、“〝ウォーリア”〟と書き込こむ）。

クレバー矢野：‥なんか今書いてるぞ。

きくたけ：‥いや、クラスの希望だけ空欄にしておいたんだ。では、力丸さんのハンドアウトにいきまーす！



◆ＰＣ用ハンドアウト（力丸乃りこ）

コネクション：‥カラドボルグ　　　　関係：‥忘ぼう却きやく

クラス：‥ウォーリア　　　　　　　　レベル：‥１

　キミの眼がん前ぜんに広がるのは、青い空。

　胸むねに抱いだくのは、未来への希望。

　駆かけ出しの冒険者となったキミが、意気揚よう々ようと歩き出した時。

　街の占うらない師しが、キミに声をかけた。

　それが、すべての始まりだった───。



たの：‥……と、ＧＭが「こーゆーキャラをやってほしいなあ」とプレイヤーに要望を出すのがこのハンドアウトです。

力丸：‥つまりあたしは冒険に出たら、謎なぞの占い師に声をかけられるってことですね～。……あれ？　今回予告の少女ってあたし？

たの：‥そうですね（笑）。ハンドアウトのような内ない容ようにピンとこないとこがあったら、ＧＭに相談すればいいですよ。例えば、少女じゃなく男がいいな、とか。

力丸：‥いえいえ、このままで～。がんばって不幸な黒い影に忍び寄られますっ!!（笑）

きくたけ：‥あ、なおカラドボルグとは、今回のシナリオのキーになる魔ま剣けんのことです。関係は［忘却］なので、その剣のことをＰＣはおぼえてませんがね。



カラドボルグ

　古代ケルト神話に登場する英雄クーフーリンの好敵手として、闇の帝王フェルグス・マクローイなる人物がいる。このフェルグスの持つ魔剣こそがカラドボルグだ。神の国において妖精によって鍛えられ、その材質は鉄、柄は黄金であったと言われるが詳細は不明である。



ＧＭ：‥では、続けて三ついきまーす。他の三人はこの中から自分で選んでくださーい。



◆ＰＣ用ハンドアウト

コネクション：‥マティアス・アディンセル　　　関係：‥恩おん人じん

クラス：‥アコライト　　　　　　　　　　　　　レベル：‥４

　キミは将しよう来らい、英えい雄ゆうになることを嘱しよく望ぼうされたエリートアコライトだ。

　キミがその地位にあるのは、神官長マティアスの援えん助じよによるところも大きい。

　今、神殿は世界征せい服ふくを狙ねらう秘密結社との戦いを繰くり広げている。

　その日、キミはマティアスから言い渡わたされた。

「神の名のもとに、秘密結社ダイナストカバルの野望を阻そ止しせよ！」

たの：‥だいなしの……カバ？

ＧＭ：‥ダイナストカバルっ!!

かわたな：‥いや、そこもツッコミどこだけど……エリートアコライトって……。

きくたけ：‥かっこいいだろう。

かわたな：‥これ、いいな。メインクラスがアコライト、サポートクラスがウォーリアにして、パラディンをめざしたくなるハンドアウトだ（笑）。

クレバー矢野：‥……あれ？　レベルが４？　力丸さんだけレベル１？

きくたけ：‥うひひ。

一同：‥たくらんでるっ！　なんかたくらんでるよこの人っ!?（笑）



◆ＰＣ用ハンドアウト

コネクション：‥大だい首しゆ領りよう　　関係：‥主人

クラス：‥メイジ　　　　　レベル：‥４



クレバー矢野：‥（声を震ふるわせながら）ちょ、ちょっと待って……ちょっと待って～（笑）。だ、誰だれ？　大首領って……大首領って誰～っ!?（笑）

きくたけ：‥だから読み上げ中にツッコむなというに！（笑）聞けばわかる！

かわたな：‥「ショッカー」という言葉が頭に浮かびました。

クレバー矢野：‥す、すごいインパクトありますね、［コネクション：‥大首領］（笑）。……なんだそのスカポンタンは（笑）。

きくたけ：‥いいから聞けっ!!（笑）



　世界征服を狙う秘密結社“〝ダイナストカバル”〟

　その幹かん部ぶのひとりにして、黒き英雄こそがキミである。

　長らく続く神しん殿でんとの戦いに終止符ふをうつべく、今日も大首領から命令がくだされる！

　その任にん務むとは、とある少女を拉ら致ち……もとい。組そ織しきへ勧かん誘ゆうせよ、というものだった。



かわたな：‥ほんとにショッカーじゃねえかっ!?（笑）

きくたけ：‥バダンくらい言ってくれ。

クレバー矢野：‥神殿と戦ってるのか。ほんとに悪い奴やつじゃないか。ＰＣと敵てき対たいしそうだ。でもそれより………………。

きくたけ：‥うい？

クレバー矢野：‥……だいしゅりょう～［コネクション：‥大首領］～（一同大だい爆ばく笑しよう）。

　気に入ったらしい。



たの：‥ハンドアウトに書かれている少女はＰＣ？　で、ＰＣのハンドアウトは「ダイナストカバルの野望を阻止せよ」……ってことは……。

かわたな：‥ＰＣがＰＣを拉致しようとするのを、ＰＣが阻止しろってことか！

たの：‥いきなりムチャなことをするハンドアウトだ（笑）。

きくたけ：‥プレイヤーのみんなを信しん頼らいしてるから作れるハンドアウトです。

クレバー矢野：‥他に希望者いなければ、俺おれはぜひこのＰＣがいいです（笑）。



◆ＰＣ用ハンドアウト

コネクション：‥神しん聖せい皇こう帝ていゼダン　　　関係：‥友人

クラス：‥シーフ　　　　　　　　　　レベル：‥４

　キミは「エリンディルで一、二を争う大だい犯はん罪ざい者しや」との烙らく印いんをおされ、神聖ヴァンスター帝国王おう城じよう地下に、囚とらわれの身となっていた。

　そんなキミに、解かい放ほうのチャンスを与あたえたのは神聖皇帝ゼダンその人だった。



たの：‥ああ、刑期を減へらすから俺の命令を聞け……とかそんな話か？

かわたな：‥たしか、ヴァンスター帝国の皇帝って、高こう慢まんな美青年で魔ま法ほうの武ぶ器きを集めているとか……そんな奴じゃなかったっけ。

クレバー矢野：‥どーやら、全員ＰＣの物語に集約していきそうだ（笑）。

きくたけ：‥うひひ。では、力丸さん以外の三人はハンドアウトを選んでくださーい（笑）。

クレバー矢野：‥だ、大首領！　俺、［コネクション：‥大首領］でっ!?（一同爆笑）。



　そして始まる話し合い。

　しばらく、誰がどのキャラを選ぶか話したのちに───。



ＰＣ：‥ウォーリア／力丸乃りこ

ＰＣ：‥アコライト／かわたな

ＰＣ：‥メイジ　　／クレバー矢野

ＰＣ：‥シーフ　　／たのあきら



　……で、決まったのであった。



きくたけ：‥……よし、決まったな。ではキャラクターデータの作成に入ろう！



　　　＊　　＊　　＊



「さっきも言ったとおり、こっちはアコライト／ウォーリアでいきます！」

「え、えっとー……ウォーリアだったら、やっぱりこの《バッシュ》っていりますよねっ」

「おお、いりますいります。それ、２レベル分とっちゃったほうがいいですね」

「んー……前のキャンペーンでメイジが使ったのが《ファイアボルト》だったしな……俺は地ち属ぞく性せいの魔法にするか、水属性にするか……」



　わいわいがやがや、騒さわぎながら時間が経けい過かすること小一時間。

　種族、サポートクラス、スキルを選んだのちに……力丸さんをのぞく三人はレベルを４まで上昇させ───やがて全員のキャラデータは完成した。

　続けて、各プレイヤーは自分のキャラクターのライフパス……まあ、そのキャラの経けい歴れきと未来を暗あん示じする運命のよーなもの……をダイスを振ふりながら順番に決めていく。



「……では振りますね～（ダイスを振って）［出自］は……61ですよ～」

「うは、力丸さんいきなり［始し祖その紋もん章しよう］ひいたよ」

「“〝神々や精せい霊れいの王といった者の力の一部を受け継ついでおり、身体からだのどこかにそれを示しめす紋章のようなものが刻きざまれている”〟……か。いきなりなんか伏ふく線せんめいたのをひいたなあ」

「あ、あ……なんかまずかったですか？　まずかったらすいませんっ」

「いや、いいですよ（笑）。続けて［境きよう遇ぐう］を振っください」

「（ダイスを振る）……えーと、［贖罪］？　なんか過去にやっちゃって償ってますよ～」

「あ、気に入らなかったら振り直したり、自分で好きなの選んでいいですよ」

「なるほどーなるほどー、そーなんですか～。ええと……（ダイスを振る）［秘ひ密みつ］です！」

「“〝あなたは、途と方ほうもない秘密を手に入れた”〟……か。やはり力丸さんのキャラには、物語に関かかわる大きな謎なぞが隠かくされているようだ（笑）」

「すごい超ちよう伏線キャラに……［始祖の紋章］があって［秘密］か……（笑）」

「おぉー、［秘密］いいですね［秘密］！［秘密］がいいです～（と言いつつ、なぜかキャラクターシートに［贖罪］と書き込こんでいる）」

「あ、あれ……？［贖罪］……？」

「ええ、なんとあたし贖罪って字、書けるんですよ～」

「い、いや、［秘密］でしょ？」

「（あわてながら早口で）…………あ、じゃなくてですか!?［贖罪］でなかったですか!?　なにを……あ、［秘密］です、あそかごめんなさいっ贖罪っ……か、書くなっちゅーにっ（と、自分にツッコミ）……みたいな。すみません…………ありがとうございます♪」



　セリフのニュアンス、文字では伝えきれないのが残念である。



「（いい人ストームが吹ふき荒あれている）」

「（どじっこあわてんぼキャラだ）」

「（演えん技ぎしてるわけでなく、素でこーゆー人とはおいしい）」

「（この音声をネットに流したい）」



　……と、それぞれの妙みような思おも惑わくを再ふたたび胸むねにしまいつつ。

　ライフパスの設せつ定てい＆相談しながら、三十分ほどそれぞれのキャラクターがどんな奴やつかと騒ぎまくる。

　さらには今回、「ギルドレベルは４にする」というＧＭの指し示じのもと、ギルドスキルを五つ選んだ（《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《連れん携けい攻こう撃げき》《目め利きき》を選せん択たく）のちに……



　このエリンディル大陸に、新たな冒ぼう険けん者しやたちは降おり立ったのだった───。



    

  
    
      　　　　OPENING PHASE




◆Opening 01◆大だい首しゆ領りようよりの召しよう喚かん状じよう




　永く続く神しん殿でんとの戦いは、苦しいものだった。

　圧あつ倒とう的な物量を誇ほこる神殿勢せい力りよくの前に、劣れつ勢せいを強しいられる日々が続く。

　ここにいたって悪の組そ織しきダイナストカバル大首領は、切り札たるその男を呼よび出した。



ＧＭ：‥……というわけで、ここからゲーム本編です。今回はＰＣごとに個こ別べつのオープニングシーンが用意されてます。自じ己こ紹しよう介かいをしながら、オープニングを演出していきましょう！───では、最初のシーンは……クレバー矢野。キミからだ。

クレバー矢野：‥では、自己紹介から。名前は、トラン＝セプター。えー……神殿と戦う悪の組織の幹かん部ぶです。ライフパスの［出自］が……ダイスを振ふったらなんと［人工生命］！（笑）

ＧＭ：‥ただの怪かい人じんじゃねーか。

クレバー矢野→トラン：‥まあ、怪人とはいえ、脳のう改かい造ぞうを受ける前に脱だつ走そうすれば仮か面めんライダーになれるわけで……それをめざしましたが、［境きよう遇ぐう］を振ったら［組織］が出た。

ＧＭ：‥［組織］？　えーと……“〝あなたはその組織に忠ちゆう誠せいを誓ちかい、尽つくしている”〟（一同大だい爆ばく笑しよう）。しっかり脳改造されとるっ!?（笑）

トラン：‥まあ、もともと優ゆう秀しゆうな戦士の死体やら怪物やらの優すぐれた部品を魔ま法ほうで合成して一から造つくられた人工生命なんで、最初から忠誠心ばっちりだったのかと……。

たの：‥きっと組織で死んだ怪人たちを合成して造ったにちがいない。カメバズーカとかハサミジャガーとかを合成し、最強の怪人・バズーカジャガーとして……。

かわたな：‥強そうだ。

ＧＭ：‥でも、どっかで計算をまちがってハサミガメに（一同大爆笑）。

一同：‥弱っ!?（大爆笑）

トラン：‥ちなみに、姿すがたカタチはふつーの人間と変わりませんよ？　まあ、そんな自分ですが……悪の組織“〝だいなしのカバ”〟の一員として……。

ＧＭ：‥ダイナストカバル!!

トラン：‥ちなみに、ライフパスの［運命］は……［復ふつ活かつ］です。

ＧＭ：‥［復活］？“〝あなたは死の淵ふちから復活し、再ふたたび立ち上がることになるだろう”〟……って、将しよう来らいは再さい生せい怪人かよっ!?（一同大爆笑）





    

  
    
      　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥では、ここからトランのオープニングを始めよう！　えー……。

トラン：‥……今日も今日とで、神殿に戦いを挑いどむものの敗北を喫きつし……今、組織のアジトで仲間の遺い体たいを前に、おいおいとみんなが涙なみだを流しています（一同大爆笑）。「お前の仇かたき、必ずとってやるぞ……！」俺たち、ファミリー。怪人たちが男泣きしており……。

ＧＭ：‥どんな悪の組織だそれは!?　えー……シーンの舞ぶ台たいは、ヴァンスター帝てい国こくのはずれにある、ダイナストカバルの地下アジトだ。湿しつ気けの高い、薄うす暗ぐらい部屋の中───組織のメンバーたちが赤い絨じゆう毯たんの道に沿そって向かい合わせにふたつの列を作っている。

かわたな：‥いかん。ショツカーのアジトしか想そう像ぞうできん（笑）。

トラン：‥部屋の奥おくには大首領のお言葉を伝える石像がありますよ。しかも、目が赤い豆電球でピカピカ光る（笑）。

一同：‥安っぽいっ!?

ＧＭ：‥大首領は、トランの名を呼ぶ。「出でよ、極東支し部ぶ長ちよう・トラン＝セプターよ！」

トラン：‥では絨毯の道を踏ふみしめ、大首領の前へ行きます……というかですね。このどこかスカポンタンな組織に、他の支部があったことに驚おどろきだ。

クリス：‥それ以前に、極東ってどこだ（笑）。

ＧＭ：‥「よくぞ参った、トラン＝セプターよ！」目にはまった電球をピカピカと光らせながら、大首領は話し掛かける。

トラン：‥この私を呼び出すとは、いかなる事じ態たいでありましょうか、大首領。

ＧＭ：‥「先の神殿との戦いにおいて我われ々われは大だい打だ撃げきを受けた。そこで、お前を呼び寄よせたのだ。極東で大戦果を上げたお前なら、必ずや神殿に一いつ矢し報むくいることもできよう」（一同大爆笑）

たの：‥一矢報いるだけでいいのかっ!!（一同爆笑）

トラン：‥おまかせください。必ずや神殿に一矢報い、かつての栄光を取り戻もどすべく身を粉にして働きましょう……。で、大首領、私を呼ぶほどの任にん務むとは……。

ＧＭ：‥（威い厳げんを持った声で）「そう急せくな。今現げん在さい、神殿と我らダイナストカバルの勢せい力りよく差は、遺い憾かんながら激はげしく大きいと言わざるをえない」

トラン：‥（シリアスな声で）もう……瀬せ戸と際ぎわというところですか。

ＧＭ：‥「かなり」（一同大爆笑）

たの：‥だ、大だい丈じよう夫ぶか、この悪の組織（笑）。

ＧＭ：‥「だがこの度たび、余よは神殿との勢力差を一気にひっくりかえすほどの価か値ちがある情じよう報ほうを手に入れた。お前は、カラドボルグという、かの伝説の剣けんの存そん在ざいを知っておるか」

トラン：‥いえ、くわしくは。して、その剣とは……？

ＧＭ：‥「余も、伝説の剣である、という事実しか知らぬ」

トラン：‥だ、大丈夫ですか大首領、そうとう追いつめられていませんか大首領。

ＧＭ：‥「だが、伝説の剣というからには、相当すばらしいものにちがいない」

トラン：‥剣が“〝すばらしいものであってほしい”〟というただの願望になっております大首領。

ＧＭ：‥「いやいや、古文書にはたしかに、おそるべき力を秘ひめた剣であると、記されておる。今日まで、かの剣は封ふうじられてきたのだが……それを開封する手段を、余は発見したのだ」

トラン：‥なんと！　さすがは大首領!!

ＧＭ：‥「カラドボルグは、ヴァンスター帝国の外れにある、とある遺い跡せきの奥底に封じられている。その結界は神々が施ほどこしたものと言われ、開封は不ふ可か能のうであった。だがこの度、封印を解とくことのできる血を引く者がみつかったのだ」

トラン：‥おお！　さすがは大首領！

ＧＭ：‥「その者の名は……（ちらり、力りき丸まるさんのキャラシートをのぞき込んで）……ノエル＝グリーンフィールド。彼女が手をかざせば、封印は光と共に開封されるという」

力丸：‥あたしですかっ。

ＧＭ：‥「よいか、トランよ。我々の理想を世に知らしめるためにも！　彼女を拉ら致ち……もとい、我々の苦しい事じ情じようもよく話した上でご理り解かいいただき我わが組そ織しきに勧かん誘ゆうするのだ」

トラン：‥わかりました大首領。必ずやその少女を拉致……もとい！　我々の理想と苦しい台所事情をご理解いただき、協力を仰あおぐことといたしましょう！

ＧＭ：‥「うむ。失敗は許ゆるされぬ。我が組織の、鉄の掟おきてを忘わすれるでないぞ」

トラン：‥鉄の掟……失敗した者には死───肝きもに銘めいじておきま……。

ＧＭ：‥いや、失敗は三度まで許される。四度目はない。

かわたな：‥び、微び妙みように優やさしい鉄の掟だ。

ＧＭ：‥「ちなみにこれが、ノエルという少女だ」と、石像の口からカタカタカタ、と似に顔がお絵えがはき出される（一同大だい爆ばく笑しよう）。

トラン：‥絵、うまいですね大首領……（笑）。

ＧＭ：‥「……お前の肩かたに、我がダイナストカバルの悲願がかかっている。ゆけい、トランよ！　必ずや魔ま剣けんカラドボルグをその手にするのだ！」

トラン：‥はは───っ！

たの：‥「トーラーン、トーラーン……」と、声せい援えんを送るメンバー一同（笑）。

力丸：‥「トーラーン！　トーラーン！」（笑）



　……そんな仲間の声に送られて。

　組織の運命と、理想を自らの双そう肩けんに懸かけて。



　トランはひとり、マントを翻ひるがえし───旅立ったのであった。



◆Opening 02◆どこかでなにかをまちがった　～正せい義ぎの御旗のもとに～




　神しん聖せいヴァンスター帝てい国こく領りよう内ないにある、白はく亜あの大だい神しん殿でん。

　幼おさない頃ころからここで暮くらし、おのれを磨みがいてきた少年がいた。

　そして、とうとうやってきたのだ。



　正義の名のもと、悪に鉄てつ槌ついを下すその日が。



ＧＭ：‥というわけで、オープニングの二シーン目は……かわたな。キミの番だ。

かわたな：‥まずは自じ己こ紹しよう介かいからですね。えー……僕ぼくのことは聖戦士様と呼よんでいただきたい。

ＧＭ：‥そんな尊そん大だいな態たい度どの奴やつなのかいっ!?

かわたな：‥……冗じよう談だんです、はい。でも、エリートであるのは本当で、将しよう来らい、英えい雄ゆうになることを嘱しよく望ぼうされて、パラディン（聖騎き士し）を目指しています。今はぎゃーてーぎゃーてーはらぎゃーてーとお経きようを唱えながら戦う……そんな神官戦士です。



　どんな神官戦士だ。



力丸：‥おぉ～なるほどーお経を唱えながら戦うんですね～なるほど～すばらしいです～。

ＧＭ：‥いや、素す晴ばららしくないし今のは冗談ですから。

力丸：‥あ、ちがうんですかっ!?　冗談だったんですかっ!?　すぐだまされるんですから、し、真実を教えてくださいねっ!?

クリス：‥すみません、気をつけます……（笑）。ではまじめに。……代々、英雄を生み出してきた家か系けいの出身でして、僕はそこを見込まれ、幼い時から神殿で訓練してきました。

ＧＭ：‥エリートとして育てられたんだな。

クリス：‥ライフパスの［境きよう遇ぐう］は［死神］。一いつ緒しよに戦った仲間が次々死ぬ家系でして……。

クレバー矢野：‥滅ほろんでしまえ。そんな家系。

クリス：‥いや、それを心苦しくは思っているんです。父も祖そ父ふも英雄だったんですが、それは多くの同どう胞ほうが流した血の上に成り立った“〝血ち染ぞめの英雄”〟だったことを知っている。それゆえに、自分は誰だれも犠ぎ牲せいにしない！　と、青い考えをもっています。

ＧＭ：‥おお、キャラクター像ぞうが見えてきた。

クリス：‥神殿の考えにそむく奴こそ世界の調和を乱みだす悪と信じ、神殿の命令のもとに剣をふるうことこそが正義である……そんな世間知らずの青あお臭くさい少年です。

ＧＭ：‥では、どんな奴かわかったとこで、シーンに入ります！



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥……キミが、大だい恩おんある神官長・マティアスから呼び出されたのは、夕ゆう刻こくのことだった。クリスは今、マティアスの執しつ務む室しつでひざまずいていた。「……面おもてをあげなさい」その声にキミが顔を上げると、そこには……。

クリス：‥身長２メートルほどでスキンヘッドの……。

ＧＭ：‥……神官長マティアスが座すわっていた（一同大爆笑）。（野太いあやしい声で）「……よく来たな、クリス」…………あれ？（一同大爆笑）

トラン：‥なんだその極悪人っぽい神官長はっ!?（笑）

ＧＭ：‥つられた（笑）。

クリス：‥して、私を呼び出したのはどのような……？

ＧＭ：‥マティアスはニヤリ、ほくそ笑み……「ダイナストカバルが、動き出した」。

クリス：‥ダイナストカバルが!?　しかし先の戦いにおいて、奴らは壊かい滅めつ状じよう態たいにあるはず。そう気にするほども……ないのでは？

ＧＭ：‥（野太いあやしい声で）「うむ、たしかにな。だが、奴らは帝国領内に住む貴き族ぞく……グリーンフィールド家のご息女をねらっているらしいのだ。これを見み過すごすことはできん」

クリス：‥なに！　いたいけな少女をつけねらうとは……許せん！



    

  
    
      ＧＭ：‥（野太いあやしい声で）「つぅまり、だ。お前はそのノエル嬢じようを───」

クリス：‥は、お守りすればよいのですね！　わかりました、では、ただちに……！

ＧＭ：‥（野太いあやしい声で）「まてまて、クリスよ。説明は最後まで聞け。まだくわしい因いん果が関係は不明なのだがな……ダイナストカバルがその少女をねらうのは、魔ま剣けんカラドボルグを始めとする伝説の五つの武ぶ具ぐにからむことらしいのだ」

クリス：‥魔剣カラドボルグ!?　そ、それは……かつて神話の時代、世界を七日で焼き尽つくしたというあの……!?（一同爆ばく笑しよう）

トラン：‥なんか勝手な設せつ定ていがっ!?（笑）

ＧＭ：‥「そうだ。そのような武具を、奴やつらに渡わたすわけにはいかん……わかるな？」

クリス：‥は！　武具の開かい封ふうを阻そ止ししろ、とおっしゃっているのですな。

ＧＭ：‥「少女に接せつ触しよくし、その武具を持ち帰れと言っておる」

一同：‥………………。

クリス：‥……は？　持ち帰る？　そのような危き険けんなものを？

ＧＭ：‥（野太くいやらしい口調で）「あれはダイナストカバルには、過ぎた品。この神殿にこそふさわしい……そうは、思わんか？」（一同大爆笑）

クリス：‥は、いや、しかし……そのような人の手にあまる力を保ほ持じすることが、物事をよい方向に進めるとは思えな……。

ＧＭ：‥「ばかものおっ!!　神しん殿でんは、正せい義ぎだ！　そして、正義は……力だ！」（一同大爆笑）

トラン：‥い、言い切ったっ!!（笑）

ＧＭ：‥「力無き正義に意味はない！　弱者を守るためには、力が必要だと知れ、クリスよ！」

たの：‥す、すごい詭き弁べんを……（笑）。

クリス：‥はは───っ、このクリス＝ファーディナント、目から鱗うろこが落ちてございます！

トラン：‥お前も信じんなよっ!?

クリス：‥いや、マティアス様には大だい恩おんある身！　彼の言葉は天の言葉です。

一同：‥ダマされてるダマされてるっ!!（笑）

ＧＭ：‥「では、ゆけい、未来の聖せい騎き士しクリス＝ファーディナントよ！　神の御み名なにおいて少女を守り、かの伝説の武具をわしの元に持ち帰るのだ！」

トラン：‥お前の元かよっ!?（笑）

クリス：‥はは───っ、必ずや……！



　……こうして。

　未来の聖騎士クリス＝ファーディナントは、



　神官長の命のもと、正義の戦いへと赴おもむくことになったのだった。



◆Opening 03◆闇やみの中に、心は死なず




　ヴァンスター帝てい国こく王おう城じよう、地下五十階。

　光すら差し込こむことのない真の闇の中で……



　少女は膝ひざを抱かかえ、時が来るのを待っていた。



ＧＭ：‥というわけで、次はたのさんのシーンです。まずは自じ己こ紹しよう介かいを～。

たの：‥ところで菊池さん、『リインフォース』のライフパスのテストは？

ＧＭ：‥あ。思いっきり忘れてました。うひひ。

たの：‥……さすがです。まあ、選択ルールだし、全員が使う必要もないですかね。では、あらためて自己紹介を……。名前は、エイプリル＝スプリングス。美形キャラです。

力丸：‥美形ですか！

たの→エイプリル：‥ええ、ライフパスの［出生］で［容よう姿し端たん麗れい］が出たので。



　なお、たの氏が使った新ライフパスは、ゲーム・フィールド社より二〇〇五年十一月に発売された『アリアンロッド』サプリメント『リインフォース』に掲けい載さいされている。



ＧＭ：‥じゃ、女の子にしません？　美少女キャラ。リプレイのイラストが華やかになる（笑）。

エイプリル：‥いいですよ（さらっと）。……で、なにやら犯罪者です。なにか大事なものを奪うばわれ、それを取り返すべく生きています。でも、［境きよう遇ぐう］で［反はん逆ぎやく者しや］を振ふったので、すでにとっ捕まっている、ということで（笑）。

ＧＭ：‥ろくな人生を送ってませんな。

エイプリル：‥シーフですしね。



　世の中のシーフにたいへん失礼な発言である。



エイプリル：‥しかし、実は冤えん罪ざいでして。［運命］は［世界せかいの敵てき］だからきっと今回のキャンペーンが終われば万事解かい決けつされます。

ＧＭ：‥どーゆー方向で解決するんだよ!?　世界の敵ってなんだ!?

力丸：‥大犯罪者で、でも美少女なんですねっ。

ＧＭ：‥うひひ。では、その美少女っぶりを見るべく、シーンに入りましょう！



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥このシーンの舞ぶ台たいは、ヴァンスター帝国王城……その地下五十階に作られた牢ろう獄ごくだ。ここは重犯罪者ばかりが収しゆう容ようされた地下牢で、一度ここに入れば二度とシャバには戻もどれないことで有名だ。脱だつ走そうも不ふ可か能のうと言われる。

力丸：‥な、なんでそんなとこに……。

ＧＭ：‥キミがここに囚とらわれて三ヶ月───。光も音もないその世界の中、ふいに……“〝コツーンコツーン……”〟足音が、聞こえた。

エイプリル：‥そっと、音のした方に視し線せんをやると……？

ＧＭ：‥そこに立っていたのは余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる、妙みように威い厳げんを持ったひとりの青年だ。キミは、この男の顔をよく知っている───。

エイプリル：‥（つぶやくように）神聖ヴァンスター帝国皇こう帝てい……ゼダン、か。

ＧＭ：‥そのとおりだ。（高飛車な口調で）「ほう？　ここに閉とじこめられて三ヶ月も経たつというのに……キミの瞳ひとみからは、いささかも光が衰おとろえていない」

エイプリル：‥（いきなりナレーション風の口調で）───闇と、湿しめった空気に満たされたこの世界で……少女が与えられたのは、粗そ末まつな布ぬのであつらえられた囚しゆう人じん服だけだった。少女はそれを纏まとい、闇の中で膝を抱え二〇〇〇年の刑期が過ぎるのを待っていた。

ＧＭ：‥に、二〇〇〇年……？

力丸：‥おー……。



    

  
    
      エイプリル：‥（ナレーション風の口調で）……毛もう布ふの代わりに与あたえられたのは、四し肢しにはめられた枷かせ。そして、棚から垂たれる鎖くさりの先は、壁かべに打ち込まれていた。

力丸：‥お、おぉー……なんか絵になりますね～。

エイプリル：‥（ナレーション風の口調で）少女……エイプリル＝スプリングスは、久ひさしぶりの来らい訪ほう者しやにその細ほそ面おもてをあげ……口元に笑えみを浮かべて言った。

ＧＭ：‥う、うむ。

エイプリル：‥（死ぬほど渋しぶい口調で）……よう、坊ぼうや？　こんな地下深くになんの用だ？（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥口調が渋いハードボイルドオヤジになってるじゃねーかっ!?　どこが美少女だよっ!?

力丸：‥し、渋いっ!?　渋すぎですよエイプリルさんっ!?（笑）

エイプリル：‥いや、ハンドアウトやライフパスをまとめたらこういうキャラになりました。

ＧＭ：‥…………。そ、その言葉にゼダンは応こたえる。「フン……あいかわらず、たいそうな口をきくものだな。刑期二〇〇〇年の犯罪者風ふ情ぜいが」

エイプリル：‥……へっ、冤えん罪ざいで閉とじこめられちゃいるが本来、俺おれが贖あがなう罪つみじゃねぇんでな。

ＧＭ：‥……いかん。やはり、渋い歴戦の親おや父じ冒ぼう険けん者しやと会話をしているようだ。

クリス：‥しかも一人称しようが「俺」かよっ！

力丸：‥あっははは、ははっ！（←大ウケ）

エイプリル：‥（渋い親父口調で）……で？　いったいこの俺になんの用事だ？

ＧＭ：‥「フン、この私が寛かん大だいな心で、貴き様さまに解放のチャンスを与えてやろうと思って、ね」

エイプリル：‥……ふん、またか。困こまったことが起きちゃあ、この俺に頼たよろうとする。

トラン：‥たびたび頼たのんでいるらしい（笑）。

エイプリル：‥で、今回の報ほう酬しゆうはいくらだ？　刑期二〇年軽けい減げんか？　それとも三〇年か？。

ＧＭ：‥「四〇〇年だ───」

エイプリル：‥……ほう？　俺は、描かいたようなその美しい眉まゆをピクリと動かし……四〇〇年───よほどの難なん題だいってことだな？

ＧＭ：‥「そうだ。ちょっと腕うでのいいシーフが、必要なのでね」

エイプリル：‥……いいだろう。話してみな。

ＧＭ：‥「結けつ構こう。……先に言っておくが───任にん務むの途と中ちゆうで逃とう走そうできると、思わないほうがいい。この帝てい国こく領りよう土どには無数の兵が目を光らせ……」

エイプリル：‥それは皮肉か？　逃走できないのは、お前がいちばんよく知っているだろう？

ＧＭ：‥へ？

エイプリル：‥俺の首にはめられたこの首輪───気づいていないと思ったか？

ＧＭ：‥なんだそれは。

エイプリル：‥どんなに離はなれた場所であろうと、お前がスイッチを入れるだけでこの首輪は……“〝ボン！”〟、ってことさ（一同爆笑）。

ＧＭ：‥そーなのかっ!?（笑）

エイプリル：‥ま、いいさ。逃げるつもりはもともとない。情じよう報ほう部ぶ・十三班ぱん最後の生き残りとして……その名に恥はずかしくない仕事は、してやる。

ＧＭ：‥情報部十三班ってなにっ!?　ま、まあいいっ！　あとで考える！（笑）「とにかく、契けい約やくは……成立だな？」

エイプリル：‥……ああ。はやく話してみな。

ＧＭ：‥皇こう帝ていゼダンは、ぱらり……一枚まいの似に顔がお絵えを床ゆかに落とし───。

力丸：‥それ……あたしですね？

ＧＭ：‥です「その少女に関かかわるカラドボルグを始めとする伝説の五つの武ぶ具ぐを集め、私の元へ持ち帰れ。ひとつ持ち帰るたびに、刑けい期きを四〇〇年───減じてやろう。あと、任務遂行のために我が紋章を授けよう。帝国内であれば、我が勅命と同じ権限を行使できる」

エイプリル：‥カラドボルグ、か。聞いているぞ。それをねらって神しん殿でんやだいなしのカバも動いているとな（一同大爆笑）。

ＧＭ：‥ダイナストカバルっ!!

エイプリル：‥……同じようなものだ。にしても……フン、こんなお嬢じようちゃんのお守り役か。ま、いいさ。受けてやろう。

ＧＭ：‥「お守り？　かんちがいするな───」

力丸：‥……え？



　口元に微び笑しようを浮うかべ、その瞳ひとみを閉とじたまま……ゼダンは言った。



「その少女の生死はこのさい、不問とする。

　その五つの武具を持ち帰ることだけが、重要だ───」



◆Opening 04◆この青空の下に、希望を抱だいて




　それは、青天の霹へき靂れきだった。

　十六の誕たん生じよう日びを迎むかえたこの日……

　少女は、絶ぜつ望ぼうと希望───その両方を同時に知った。



ＧＭ：‥では、お待たせしました力丸さん！　オープニング最後のシーンは、力丸さんのシーンでーす。まずは、自じ己こ紹しよう介かいからどーぞ！

力丸：‥は、はい！　み、みなさんみたいにうまくできるか心配ですが……名前はノエル＝グリーンフィールド。年齢は十六で……はい、十六歳。んー……駆かけ出しの冒ぼう険けん者しやで……えー……。

ＧＭ：‥困こまった時は、ライフパスとハンドアウトを見て、自分のストーリー作るといいですよ。

力丸→ノエル：‥あ、そーゆーことなんですね！　えーと……今まで、天真爛らん漫まんにグリーンフィールド家で育ってきたノエルなんですけど……。

ＧＭ：‥いいとこのお嬢さんっぽいな（と、プレイヤー発言のメモを取っている）。

エイプリル：‥ヘタに家族とか作ると、シナリオの中で人ひと質じちにとられたりするので注意ですよ。

ノエル：‥そ、そーなんですかっ!?　や、やめたほーがいいでしょーか家族っ!?

クリス：‥イベント的においしいので、ぜひ家族は作りましょう。

ノエル：‥え、あ、う……!?　ど、どっち、どーしようどーすれば……ちょ……ちょちょちょちょ混こん乱らん混乱混乱混乱中……っ。

ＧＭ：‥お、落ち着いてくださいっ!?

ノエル：‥じゃ、じゃあですね……っ、十六歳になった誕生日に、両親から「実はあなたは、うちの子ではありません」と言われました……！（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：‥なんだいきなりっ!?（笑）

トラン：‥ひ、人質に取られそうな家族を自分から切り捨すてたっ!?（笑）



    

  
    
      ノエル：‥小さいころから、肩かたのとこに薔ば薇らのカタチをしたアザがあって……これなんだろう、とずっと思ってたんですが……両親から衝しよう撃げきの告白を受けたその日、いっしょに秘ひ密みつの小箱をもらいまして（一同大爆笑）。

ＧＭ：‥ちょ、ちょっと待てっ!!　話に脈みやく絡らくが……というか、秘密の小箱ってなにっ!?

ノエル：‥え、えっと手のひらにのるくらいのサイズで、肩の薔薇のアザと同じ文様が刻きざまれた箱でして……っ。

ＧＭ：‥い、いや、カタチを聞いてるわけではなく……。

ノエル：‥え、えっと……『ヘルレイザー』に出てくる箱みたいな感じです。

一同：‥『ヘルレイザー』かよっ!?



『ヘルレイザー』

　その謎なぞを解といた者に、地じ獄ごくの快かい楽らく（＝苦くつ痛う）を与あたえるパズルボックス。これをめぐるドラマを描かいたホラー映えい画がである。

　イギリスの怪かい奇き幻げん想そう作家クライブ・パーカーの小説をもとにした人気ホラーシリーズだ。



ノエル：‥「これは将しよう来らい、お前を助けてくれるものよ～」と親に言われていますっ（一同爆笑）。

ＧＭ：‥ひ、秘密の薔薇の小箱……な、なんに使うんだ……えーと……!?

トラン：‥き、菊きく池ちさんが困こまっているっ!?　め、めずらしい！（笑）

ＧＭ：‥いや、予想してないとこからパンチが飛んできたもんで……っ。

ノエル：‥あ、まずい？　まずかったですか!?

エイプリル：‥いや、どんどんやってください（断だん言げん）。

クリス：‥むしろおいしい。

ノエル：‥で、その箱はですね、開けるところがないんです。しかもどうやらあたしの出生の秘密に関かん与よしているらしく……どんなものかよくわかりませんがっ（一同大爆笑）。

ＧＭ：‥なんだこの「とりあえず使えそうな設せつ定ていをばらまく技わざ」はっ!?　あんたほんとはＴＲＰＧやったことあるんじゃないのかっ!?

トラン：‥とても初めてとは思えない豪ごう快かいな技だ……（笑）。

ノエル：‥は、初めてですよぅ!?　それでそれで……その箱をもらったその日───広がる青い空を見上げて、本当の両親を捜さがす……そう、笑え顔がおで自分捜しの旅にでたのです～。

クリス：‥おお、ハンドアウトにつながった（笑）。

ＧＭ：‥では、そんなところで、シーンの演えん出しゆつに入りましょうか！



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥───十六の誕たん生じよう日びを迎むかえたこの日。キミは、衝しよう撃げきの事実を知った。まさか、自分がこのグリーンフィールド家の人間では、ないとは───（一同爆笑）。

ノエル：‥いきなりガ───ン！（笑）

ＧＭ：‥シーンの舞ぶ台たいは、グリーンフィールド家の屋や敷しきの門の前。すっかり旅支じ度たくを整えたノエルに、父親が……これまでキミを育ててくれた父と呼よぶべき人が声をかける。「……ノエル、本当に行くのか。こうもはやく別れがくるのならば、真実を話すのではなかったと……わたしは少し、後こう悔かいをしているよ───」

ノエル：‥は、はい。でも……。

エイプリル：‥（ナレーション風の口調で）これまで、手塩にかけて育てた娘むすめの旅立ち───。きっとノエルの傍かたわらでは、お母さんも泣きじゃくり───。

ＧＭ：‥「……ウォウォーンっ、ウォンウォンウォンウォ───ンっ!?」

トラン：‥誰だれだお前はっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥い、いや、号泣する母親…を……。

トラン：‥なんでそんな野犬の鳴き声みたいなんだ!?　せ、せっかくいいシーンだったのに!!

ノエル：‥あ、あ……えっと、ここであたしが言葉を返せばいいんですねっ？

ＧＭ：‥です（笑）。いいシーンにしてやってください。

ノエル：‥え、えっと……（相手をなぐさめるような口調になって）お母様、そんな犬のように泣かないでください……っ！（一同爆笑）



　追い打ちをかけてどーする。



トラン：‥お、お母さん……いきなりキャラが立ったな……（笑）。

ノエル：‥あ、あのお母様。あたしって、赤ん坊ぼうのころ、ここに捨すてられていたんですよね。

ＧＭ：‥「───あれは雪の降ふりしきる、寒い夜でした。あなたはこの門の前に、置き去りにされていたの。その時、小さな手に抱かかえていたのが……その薔薇の文様の入った小箱だった」

ノエル：‥なるほどー……あ、またなるほどって言っちゃった。あ、どーでもいいですね、続けてください、すいませんっ（笑）。

ＧＭ：‥……（笑）。「だがなノエル。お前の帰る場所は、ここにしかない。苦しくなったら……いつでも戻もどっておいで。この旅立ちは、今生の別れでは……ないのだよ」

ノエル：‥え、えっと……（いきなり泣き出しそうな演えん技ぎで）ありがとう……お父様……（決意を秘めた口調になって）これまで十六年───。



「十六年近くも育てていただいて───ありがとうございました。

　あたし……行きます」



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥……と。そんなことがあったのが十分ほど前のこと。キミは、頭上に広がる青い空の下───いくつもの想おもい出と、未来への希望を抱いだいて歩き始めた。

ノエル：‥えと、不安もありますが、どこかわくわくしてる自分に気づきます。

ＧＭ：‥そうだね。……これから始まる冒ぼう険けんが、どんなものになるのか。本当の両親はどこにいるのか───キミの胸むねは、未来への希望にあふれている。

ノエル：‥はい！

ＧＭ：‥そして、住み慣なれた街の風景を笑顔で見回し、心に刻きざみ込こむように歩くキミに。……（しわがれた声で）「えー……ちょっとそこのあなたぁ……？」ふいに、路地のほうからひとりの老ろう婆ばが声をかけた。

エイプリル：‥……老婆というか……なんだその古ふる畑はた○三ざぶ郎ろうは。

ノエル：‥は……はい？　おばあさん？

ＧＭ：‥……振ふり返れば、路地の入口で小さな机つくえを出した、占うらない師しのおばあさんがいる。テーブルの上には水すい晶しよう玉だまやタロットのようなものが置かれているな。

ノエル：‥あ、あのう……なんでしょう～？

ＧＭ：‥（しわがれた声で）「えー……その肩かたに刻まれた薔ば薇らの文様……よく見せておくれぇ……あなたぁ、その瞳にとぅんでもない運命が見えますぅ～……」

ノエル：‥あの、とんでもない運命っていったいなんですかっ、おばあさん。

ＧＭ：‥「……」

ノエル：‥……。

ＧＭ：‥「いいーっひっひっひひい……」（一同大爆笑）

トラン：‥何者だお前はっ!?（大爆笑）この街には妙みような鳴き声あげる奴やつしかいないのかっ!?

ノエル：‥あ、あやしい……あやしいですよっ！　あ、あの、おばあさん……？

ＧＭ：‥「……見える、見えますぅー……その運命とはおそらく、災わざわい───もうすぐお前は、これまで会ったこともないようなひどい災いに、襲おそわれるだろうて……」

ノエル：‥襲われますかっ!?

ＧＭ：‥「その災いは、近い未来……やってくるだろう───」

ノエル：‥ち、近い未来ですか！　え、えっと近いというと……。

ＧＭ：‥「具体的に言うと、あと二分ほどじゃ」（一同爆笑）

ノエル：‥あ、あと二分ほど！　二分ですかっ!?　に、にふんぬふん……っ!?

トラン：‥えらい具体的だなおいっ!?　お前が仕組んでるんじゃないのかっ!?（笑）

ノエル：‥おおおおおばあさんおばあさんっ、その災さい厄やくを回かい避ひする方法はないんですかっ!?

ＧＭ：‥「なあい……！」

ノエル：‥ああああないんですかないんですかっ!?

ＧＭ：‥「その災厄は、お主の背はい後ごから訪おとずれるであろう───具体的にはあと九十秒じゃ。89、88、87……」

ノエル：‥あああっ、もう三十秒経たっちゃったんですねおばあさんっ、ああああああ……っ!?　てゆーか、なんでカウントダウンするんですかおばあさんっ!?

ＧＭ：‥「85、84、83……中ちゆう略りやく……７、６、５……」（一同爆ばく笑しよう）

ノエル：‥あああっ、今数字が飛びましたっ、飛びましたよおばあさんっ!?　数字は正せい確かくに数えてくださいよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：‥（無む視しして）「３、２……１！」

ノエル：‥あああああああああああ……っ!?

ＧＭ：‥「ひっひっひ───……０！」



　占い師の老婆が、カウント０を宣せん言げんした。



　災厄は、予言どおりノエルの背後に現あらわれた。



    

  
    
      　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆正せい義ぎと悪の綱つな引ひき




　ふいにノエルの背後に立った“〝災厄（その一）”〟は、優やさしげだが……どこかうさんくさい笑え顔がおを浮うかべ、おもむろに語り出した。



ＧＭ：‥では、ここからミド……。

トラン：‥お嬢じようさん、政せい治じに興きよう味みはありませんか。神しん殿でんはひどいと思ったことはないですか！

ＧＭ：‥って、まだなんも言ってねえ！　……まあ、ちょうどいいや。ノエルの背後に、トランが出しゆつ現げんしたところから始めよう。他のふたりも、好きなタイミングで登場してください。

トラン：‥で、どうです、お嬢さん！　……ははは、と優しく微笑ほほえみながら近づきます。

一同：‥あやしいっ!!（笑）

クリス：‥つーかどこのキャッチセールスだよっ!?

トラン：‥さあ！　さあ！　神殿はよくない組そ織しきだと思ったことはありませんか！

ノエル：‥（おずおずとした口調で）あ、あなたいったいどちらさまですか？

トラン：‥よくぞ聞いてくださいました。わたくしは……。

ＧＭ：‥怪かい人じんハサミガメでございます。

ノエル：‥は……これはどうもご丁てい寧ねいにお名めい刺しを……ハサミガメさんですか～。

トラン：‥だからハサミガメじゃないですってっ!!　わたしはダイナストカバルのものです。

ノエル：‥だ、だいなしの……カバァ？（笑）

トラン：‥（微び妙みようにへりくだって）いやー、そう言われることあるんですけどね、ダイナストカバルが正式名めい称しようでして……わたし、そこに所しよ属ぞくしておりますトラン＝セプターと申します

ノエル：‥は、はあ……。そのトランさんがいったい……。

トラン：‥だからさきほども言いましたとおり、政治に興味はありませんか。神殿が悪いと思ったことはありませんか！

ノエル：‥え、えっとあのー……神殿は大事なものだと思いますが～。

トラン：‥（ざーとらしく）なんと嘆なげかわしい！　いいですか？　神殿というのはですね……と、神殿がいかにひどい組織か、我わが組織がいかに素す晴ばらしいかを、とうとうと語ります。

ノエル：‥な、なるほどー。神殿ってひどいのですねっ。そしてあなたの組織はなんと素晴らしいのでしょう！

一同：‥はやっ!?

ＧＭ：‥そ、そーゆー気分になるかどうか、判はん定ていでもしましょう。……そうだな、説得するトランは【知力】で、ノエルはそのうそくさい説得にまどわされないか【精せい神しん】で振ふろうか。

トラン：‥【知力】？　ふふふ、わたしは頭がいいですよ？　（再ふたたびうさんくさい声になって）……神殿は肝かん心じんな時になにもしてくれません。しかし、わたしども組織はちがいます！

ノエル：‥あはははっ（笑）、ち、ちがうんですねっ!?

トラン：‥……と、そーゆー説得を繰くり返し───……わたしの【知力】は７！　これに２Ｄを足して……（ダイスを振る）……７。合計で14！

ＧＭ：‥ノエルは自分の【精神】の値に２Ｄを足して、トランが出した14という数字以上になれば、惑まどわされずに済すみます。

ノエル：‥ノエルの【精神】は……２!?　あ、あああそれは無理かもしれないきっと無理っ!?

ＧＭ：‥６ゾロを出せばクリティカルとなって絶ぜつ対たいに成功となりますっ!!

トラン：‥ぽわぽわぽわわわ～……（←相手を説得する念波を両手から出して力りき丸まるさんに迫せまる）。

ノエル：‥や、やだっ、こわいですよっ……（と、ダイスを握にぎりしめる）……えいっ！（と、ダイスを振る）……12！

ＧＭ：‥抵てい抗こう失敗。

ノエル：‥（まるですべての煩ぼん悩のうを捨すて去ったかのようなさわやかな声で）……なんとなくあなたの言ってることが正しいような気がしてきました～（一同大爆笑）。

トラン：‥ははは、そうでしょうそうでしょう。さあ、共に行きましょう～。

ノエル：‥はい～（ふらふら）。

ＧＭ：‥結局そーなるのか（笑）。

クリス：‥いかん!!　そこで登場します!!　（きりっとした口調で）……お嬢さん！　甘かん言げんに惑まどわされてはいけません!!　太陽を背せ負おってシャキぃぃンっ！　っと、逆ぎやつ光こうで登場!!

トラン：‥ぬぅっ、なにやつっ!?

ノエル：‥あなたはいったい～。

クリス：‥私は聖せい戦せん士しクリス。クリス＝ファーディナント！（←ムダにかっこいい口調）

ＧＭ：‥（ぼそっと）「……馬ば鹿かじゃ。馬鹿があそこににおる」（一同爆ばく笑しよう）

クリス：‥占うらないババアは黙だまっていてもらおう！（きざっほい口調で）私は、神殿からの使いの者です、お嬢さん。神の使徒があなたを救いにきました！

一同：‥（こ、これはこれであやしい）。

クリス：‥彼女を見た瞬しゆん間かん思います。───おお、なんと可か憐れんな、なんと思わず守ってあげたくなるようなお嬢さんであることか……！

トラン：‥な、なんですかこのイタイ発言の男は……!?（笑）

ＧＭ：‥イタイというか、かわいそうな人というか……。

ノエル：‥（わなわなとか細く震ふるえる声で）……あ、あなたから、なぜかかわいそうなオーラを感じます……（一同爆笑）。（モノローグ調の声になって）ど、どうして？　どうしてこんなに気になるの？　なぜか彼を守ってあげたい……！



　クリスが庇護されてどーする。



クリス：‥ところでそこの男！　ダイナストカバルの者だな!?

トラン：‥ほほう……クリス＝ファーディナント、と言ったか。貴き様さまがあの噂うわさに聞く“〝死神”〟のっ!?　やーい、死神ー。

クリス：‥うおおっ、俺おれを死神と呼よぶなああっ!!（笑）悪の秘ひ密みつ結社の幹かん部ぶにそんなことを言われる筋すじ合あいは……ない！

トラン：‥悪？　では、貴公に聞きましょう。誰が正せい義ぎで、誰が悪なのか……見方を変えれば容よう易いにひつくりかえるそんなものを、いったい誰に決める権けん利りがあるというのか。

クリス：‥決める者は、いる！（断だん言げん）

ＧＭ：‥いるのか。誰だ。

クリス：‥───神！（一同爆笑）そして神の声を聞くことができるもの……神の意い志しを伝える者……すなわち神しん殿でんこそが正義！

トラン：‥（うさんくさい声で）ほらね、お嬢じようさん。やっぱり神殿はよくない組そ織しきですよ？

ノエル：‥う、うん。そうかもしれませんねっ!?

クリス：‥むう、いかんっ！　すでに少女は悪の声に心惑まどわされている!!　ではＧＭ、私もここで説得を試みたいのですが！　判はん定ていさせてください！

ＧＭ：‥お、おう。では、さっきと同じ能のう力りよく値ちでどーぞ（笑）。

クリス：‥はああああっ、神よ───っ、たりゃっ！（ダイスを振る）……６ゾロ！　クリティカル!!（一同大爆笑）

ＧＭ：‥す、すごいぞ神っ!?

エイプリル：‥ここでクリティカル出すか（笑）。

ＧＭ：‥ノエルも振るべし。なお、クリティカルにはクリティカルでしか対抗できません（笑）。

ノエル：‥むっ、無理ですよ～……（ダイスを振る）……５！　無理ですっ！　あああ～……なんか突とつ然ぜん、聖せい騎き士し様の方が正しい気がしてきました～。そ、それにこの方にはなんかかわいそうなオーラが出ていて……不思議と惹ひかれてしまいます～（ふらふら）。

トラン：‥判定でも設せつ定ていでもない部分で惑わすとは……お嬢さん、だまされてはいけない！

ノエル：‥あああ～（トランにふらふら）。

クリス：‥いいえ、もうわかったはずですお嬢さん！　神殿が、正義だと！

ノエル：‥あああ～（クリスにふらふら）。

ＧＭ：‥……きっと今、ノエルの目はぐるぐるうずまき状じよう態たいだな（笑）。

エイプリル：‥（ナレーション風の口調で）……その時だった。口こう論ろんするふたりの中央をすり抜ぬけ、ノエルに歩み寄よるひとりの美少女がいた。

クリス：‥ぬ？

エイプリル：‥（ナレーション風の口調で）……真っ赤なベレー帽ぼうに、コート。背せ筋すじをピンと伸のばしたまま、ウェーブを描えがく美しいブロンドの髪かみをゆらしながら歩む彼女は───あっけにとられるふたりの男に向かって、振ふり向きもせず告げた。

ノエル：‥え、えっと……？

エイプリル：‥（渋しぶい親おや父じ口調で）……よお、あんちゃんたち。こんなかわいらしいお嬢ちゃんを困こまらせるもんじゃねえぜ？

ノエル：‥し、渋いですよっ!?

クリス：‥な、なんだキミは……じゃなくてっ!?　私は過か去こに裏うら切ぎられてるんだ、この女に!?

トラン：‥ああ、ＰＣ間の人間関係がそうなってるのか（笑）。

クリス：‥そのとおり！　三年前、私はお前が必ず改心すると思って弁べん護ごしたのにあっさり裏切りおって!?　あの事じ件けんのおかげで私は三年ほど冷や飯を食ってきたのだぞ!?

トラン：‥いやいやこれはエイプリルさん、おひさしぶりで。三年前のあの時はたいへんお世話になりました。

クリス：‥なにいっ!?　貴様ら知り合いだったのかっ!?

トラン：‥いやあ、わたしはエイプリルに対して“〝借り”〟があるという人間関係なので（笑）。

クリス：‥き、貴様ら……三年前のあの日、共きよう謀ぼうして私を陥おとしいれたのだな!?

エイプリル：‥（渋い口調で）……そんな昔のことは、忘わすれたさ。

クリス：‥で、なにしにきたんだ、いまさら!?

エイプリル：‥なあに、お前らと同じだ。こちらのお嬢さんを、誘さそいにきたのさ───（ナレーション風の口調で）その美少女は、たおやかな声でそう告げた。

ＧＭ：‥……“〝たおやか”〟って言葉の意味、知ってる？（一同爆ばく笑しよう）ひげ面づらの渋い親父がしゃべってるようにしか聞こえんぞ。

ノエル：‥えっと……エイプリルさんっていうんですね!?　おぉー……エイプリルエイプリル……四月ですっ!?　あたしノエルで十二月なんですよ～、親近感を感じますよ～（ふらふら）。

一同：‥…………。

トラン：‥なんていうかノエルって……。

クリス：‥……天然？

トラン：‥というか、あとから勧かん誘ゆうしたほうについて行っちゃう……？

ノエル：‥ほ、ほんとだっ!?　ほんとですねあたしっ!?



　プレイヤーがいちばん天然である。



トラン：‥……いかん、らちがあかない（笑）。このあと、剣けんのある遺い跡せきに行かねばならんのに、どーやって話をまとめるんだ。

ＧＭ：‥なんとかしてくれ（笑）。無理そうなら助け船をだそう。

トラン：‥んー……おお、そうだ。ノエルに話しかけよう。

ノエル：‥う、う？

トラン：‥ところでお嬢じようさん、なにやら旅に出るようなかっこをしていますね。

ノエル：‥ええ、十六歳さいになったこの日に自分捜さがしの旅に出かけるところなんです～。

トラン：‥ほう、それはそれは……素す晴ばらしい。ところで実は、自分捜しにうってつけのダンジョンがあるんですがいっしょに行きましょう（一同大爆笑）。



　死ぬほど強ごう引いんである。



ノエル：‥……×▼■○★……っ!!（←笑い転げている）じ、じじじ自分捜しとダンジョンにいったいどのような関係がっ!?（笑）

トラン：‥（落ち着いた、相手を諭さとすような口調で）それは……話せばとても長くなるのです。ですから、ダンジョンを攻こう略りやくしながらひとつひとつ話しましょう。

クリス：‥ま、待ていっ!!　そのダンジョンには私も用があるっ!!　私も同行するっ!!

トラン：‥……いえいえ、あなたが同行するとパーティは誰だれも生き残れませんので（一同爆笑）。

クリス：‥だから、私は誓ちかいを立てたのだ！　その死神の運命をくつがえすために修しゆう練れんしている！　もう、仲間を犠ぎ牲せいにはしないと！

ＧＭ：‥修行でどうにかなるものなのか。

クリス：‥は、だから《プロテクション》を４レベルまで上げました（一同爆笑）。



《プロテクション》

　受けるダメージを軽けい減げんするアコライトの必ひつ須すともいえるスキルである。

　スキルレベルの最大は５で、レベルが高いほど軽減効こう果かも大きい。



クリス：‥やむをえない、話をまとめよう。トランとエイプリルを呼よんでひそひそ話します。

ノエル：‥待ってます～。

クリス：‥（ひそひそ声で）我われら三人は、それぞれがあの少女を必要としているようだ。

トラン：‥そうですね。

クリス：‥そして、お前たちも魔ま剣けんカラドボルグを欲ほつしている、そうだろう？

トラン：‥隠かくしてもしょうがないようですねえ。そのとおりです。

エイプリル：‥そうだな。

クリス：‥そこでだ。魔剣を開かい封ふうするまで、所有権けんはおあずけにする───それでどうです。

ＧＭ：‥（お、うまい）。

トラン：‥なるほど。剣を開封したのち……ダンジョンから生きて出てきた者がカラドボルグの権利を主しゆ張ちようできる、と。

ＧＭ：‥（う？）

クリス：‥そのとおりだ。

エイプリル：‥いいだろう。……つまり、ダンジョン攻略ののちに生き残れなかった者は、カラドボルグ保ほ持じの権利を失う、ということだな。

トラン：‥死んだら権利もくそもありませんがね。なるほど、実にシンプルなルールだ。

ＧＭ：‥（え？）

エイプリル：‥よかろう。ダンジョン攻略中の、不ふ慮りよの事じ故こはやむなし───そうだな？

クリス：‥いいだろう。

トラン：‥当然です。

エイプリル：‥ノエルは駆かけ出しの冒ぼう険けん者しやだし、三人で全力で守るとして……他は自分の身は自分で守る。他人を信用するな。……冒険者の、基き本ほんだ。

ＧＭ：‥え、ちょっと……。

トラン：‥では、円えん陣じんを解といて……ノエルに話かけます。（さわやかに）ノエルさん、実はここに素す晴ばらしいお話があります！



　死ぬほどうさんくさいぞ。



ノエル：‥えー……話は終わりましたかあ？　ノエルは蚊か帳やの外で、地面にしゃがんでありんこをつついてます（笑）。

クリス：‥これより我われら三人、あなたの自分捜しの旅におつきあいしましょう！

トラン：‥そうそう、自分捜しのダンジョン攻略……今がチャンスです！

ノエル：‥おぉー、ありがとうございます～！　実はこれからどこに行くかも決めてなかったので、一いつ緒しよにダンジョンに行きます～。

ＧＭ：‥な、なんて素直な……（笑）。

トラン：‥（つぶやくように）こ、この子の将しよう来らい……ちょっと心配。

ＧＭ：‥……と、話がまとまったところで───このシーンを終わりまーす。

トラン：‥抜ぬけ駆けは、なしだぞ。

クリス：‥お前も、な。

エイプリル：‥……へ。





    

  
    
      　こーして。

　なにやら妙みような緊きん張ちよう感に包まれたまま───一行は郊こう外がいにあるその遺い跡せきへと赴おもむくことになったのであった。



　ダンジョンへ向かう道すがら、四人は臨りん時じのギルドを結成した。

　ギルドネームは、表を振ふって「グリーン・トループ」だの、力丸さんの趣しゆ味みの消しゴム集めにちなんで「イレイザーズ」だの、仕事にちなんで「ローゼンメイデン」だの……もろもろ議ぎ論ろんした結果……。



　───フォア・ローゼス。



　この、メンバーのギスギスした雰ふん囲い気きとは裏うら腹はらの、かくも美しい名前となった。

　ノエルの肩かたについたアザと、ギルドメンバーの数にちなんだものである。

　当然、ギルドマスターは……この旅の中心人物である、ノエル＝グリーンフィールドだ。

　なお、ギルドスキルは、取得したものの中から《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《目利きき》の四つを選んだ。



◆Middle 02◆剣けんを受け継つぐ者の証あかし




　旅の始まりより、三日───。

　（ノエル以外）妙な緊張感を漂ただよわせつつも始まった旅は、目的の遺跡へとたどり着いた。

　くだんの遺跡は大きな山の麓ふもと……深い森の奥おくにある、切り立った崖がけの中ちゆう腹ふくに造られていた。



ＧＭ：‥というわけで、新しいシーンです。ここからダンジョン攻こう略りやくになるわけですが……。切り立った崖の中腹に、なにやら美び麗れいなデザインが施ほどこされた石の扉とびらが見えるな。

クリス：‥人工物か。そこまで近づきますが……。

ＧＭ：‥キミたちはいとも簡かん単たんに、扉の前にある広い岩いわ棚だなまで登りきった。頑がん丈じように打ち付けられたその扉は、これまで一度も開けられた様子がない。

トラン：‥で、この扉は、ノエル以外には開けられなかったりする、と。……では、ノエル。あの扉に近づいてみてください。

ノエル：‥はい、わかりましたー。

エイプリル：‥……ちょっと待ちな。素人しろうとが手を出すんじゃねえ。お嬢じようちゃん、お前にとっては、初めてのダンジョンだ。ダンジョンの扉には、むやみに近づくもんじゃない。

ノエル：‥そ、そーなんですかっ!?　トランさんが近づけ、というから……!?

エイプリル：‥トラップが仕し掛かけられている場合があるんでな。

ノエル：‥ト、トラップ!?　……今、トランさんへの信しん頼らい度どが頭の中で下がりました。

トラン：‥なんとっ!?（笑）

エイプリル：‥ここはシーフである俺おれにまかせておきな。……つかつかと、力強い微び笑しようを浮うかべ、ひとりドアに近づく。

ノエル：‥エイプリルさんがいちばん頼たよりになりそうですよっ!?　信頼度が上じよう昇しよう中ちゆうですよ！

エイプリル：‥そして、扉とエンゲージして……［トラップ探たん知ち］。



［トラップ探知］

　その名前のとおり、仕掛けられた罠わなを発見するための判はん定ていである。

　シーフは、必ず《ファインドトラップ》というスキルを取得しており、この判定を行なうことができるのである。



エイプリル：‥（ダイスを振る）……ピンゾロ（一同大だい爆ばく笑しよう）。



　それはファンブルである。

　判定に必ず失敗するダイス目である。



エイプリル：‥（渋しぶい口調で）……どうやら罠は仕掛けられていないようだ。

一同：‥……………………。

ＧＭ：‥実際、罠はないし、鍵かぎもかかっていないんだけどね（笑）。なのにその扉は押しても引いても、微動だにしない。

トラン：‥だから言ったでしょう。この扉を開けられるのはノエル、あなただけであると！　つまり、これぞ自分捜さがし！　これぞあなたの過か去こを封ふうじる最初の扉なのです！

ノエル：‥な、なるほどー！　じゃあ、あらためて近づいて～……扉に、手をかざします！

ＧＭ：‥───するとだ！　「ノエルの接せつ近きんに反はん応のうするように淡あわい光を放ち始め……頑丈に噛かみ合っていた二枚まいの扉が軋きしんだ音と共に左右に開いていく！

ノエル：‥すると……“〝ズキン”〟！　（声が変わってささやくように）なに？　肩のアザが……熱いっ？（声が戻もどって）───と、そんな勝手な演えん出しゆつをしてもいいのでしょうかっ？（笑）

トラン：‥おお、うまいうまい。どんどんやってください（笑）。

ＧＭ：‥では、キミたちの眼がん前ぜんに、道は開かれた。古い遺跡のはずなのに……その石いし畳だたみの通路にはちりひとつ落ちていない。まるで、主が帰き還かんするのを待っていたかのように、キミたちを迎むかえ入れた───そこは神こう々ごうしさすら感じられ……さあ、ここからダンジョンへ突とつ入にゆうだ！



　こーして、ノエルは三人のベテランに連れられ、迷宮へと足を踏み入れたのだった。



◆Middle 03◆はじめての戦せん闘とう　～初心者にもわかる戦闘講こう座ざ？～




　薄うす明あかるい、石が敷しき詰つめられた通路に、四人の足音だけが反はん響きようする。

　このはじめての経けい験けんに、少し緊きん張ちようしながらも……ノエルは不思議と恐きよう怖ふを感じることはなかった。

　それは、頼もしい仲間がいるからなのか、はたまた───。



ＧＭ：‥……キミたちは、北に向かってまっすぐ歩いていくこと約十分───。

エイプリル：‥あ、俺は少しみんなの前を先行する。

クリス：‥では私は、少し後方に。しんがりを務つとめよう。

ＧＭ：‥ＯＫ、三つのエンゲージに分かれて移い動どうするのね。

ノエル：‥いっしょに固まったほうがよくないですかっ？

トラン：‥いやいや、これでいいのですよ。シーフのエイプリルは罠を発見・解かい除じよする能力に長たけていますから、先行してるんですよ。まあ、シーフはパーティの露つゆ払はらい役です。

ノエル：‥じゃあ、クリスさんは？

クリス：‥私が後方に少しさがっているのは、後方から奇き襲しゆうを受けた時のためです。防ばう御ぎよ能力の低いメイジ（トラン）と……今回の場合はひとりレベルの低いノエル。このふたりをエイプリルと挟はさんで守りつつ、移動してるのです。

ノエル：‥なっ、なるほどー！

クリス：‥あ、でも先行するエイプリルと私の距きよ離りは20メートル以内に。《プロテクション》が常つねに届とどく範はん囲いにおさめながら移動、ということで。



ノエル：‥お、面おも白しろいですね（笑）。なるほどーなるほどー勉強になります！

トラン：‥……（笑）。なんか、ほんとに新米冒ぼう険けん者しやにレクチャーしながら探たん索さくしてるようで……妙みように面白い（笑）。

ＧＭ：‥んだな（笑）。なんにせよ、カラドボルグを開封するためには、ノエルの生せい存ぞんは必ひつ須すだ。がんばって守るように。

エイプリル：‥ああ。ノエル以外は必要ないが、な。

クリス：‥まったくだ。

トラン：‥そうですねえ。

ＧＭ：‥………………。

ノエル：‥こ、この緊張感は……（笑）。

ＧＭ：‥そんな妙な緊張感を漂ただよわせつつ十分ほど歩いたころ。ふいに、一枚の石の扉に突きあたる。

エイプリル：‥扉の向こう……なにか気配は？

ＧＭ：‥ドアを開けないとなんとも言えんが……扉の向こうからは、複ふく数すうの生物が蠢うごめいているのを感じる。

ノエル：‥うう……っ!?　では、剣けんを抜ぬいて……！

エイプリル：‥待て。目先の敵てきに心を奪うばわれるな。まずは警けい戒かいしながら扉に近づいて、これを……［トラップ探たん知ち］。

トラン：‥ほう……冷静ですね、と感心する。

エイプリル：‥怪かい物ぶつに注意を引きつけておいて、すぐ足元にトラップを隠かくしておく。よくある手さ（と、ダイスを振ふる）……３。うむ、罠わなはない。さあ、戦うぞ。

一同：‥………………。

トラン：‥ちょっと待てエイプリル。

エイプリル：‥なにか？

クリス：‥今……ダイス目、いくつだった。

エイプリル：‥気にするな。

クリス：‥気になるわっ!?　いま、３だったろっ!?

エイプリル：‥まあ、俺のダイス目はいつもこんな感じだ。慣なれろ。

一同：‥そんな奴やつがシーフやるなよっ!?（笑）

ＧＭ：‥ま、まあそこにはトラップはないので（笑）。

ノエル：‥い、今微び妙みようにエイプリルさんへの信しん頼らい度どが下がりましたっ！

エイプリル：‥では、ドアを開ける！

ＧＭ：‥……“〝キシャアアア！”〟ふいに、部屋の奥おくで威い嚇かくするような声が鳴り響ひびいた。キミたちの存そん在ざいに気づいたようだ！　ここから戦せん闘とうだ！　ＰＣたちは部屋の中になだれこんで、ｌエンゲージになっているということで！

クリス：‥ち、と舌した打うちちしながら部屋の中に飛び込こむとゆーことで！

ＧＭ：‥部屋の中はこのような状じよう況きようだ（と、エネミーのコマを机つくえの上に並ならべる）。



トラン：‥敵は二種類で四体……？

ＧＭ：‥うん、見たところ前列にいるのは白兵型の獣じゆう人じん。後方に十人ほどのグループがふたつ、ライフルをかまえたエネミーがいる。どうやら、この遺い跡せきの番人……そんなとこだろう。

エイプリル：‥あ、［エネミー識しき別べつ］していい？



［エネミー識別］

　視界内に存在するエネミーがどんな奴かを、調べる判はん定ていである。



ＧＭ：‥んー……戦闘の開始を宣せん言げんしたあとは、［エネミー識別］にはメジャーアクションの消しよう費ひが必要なんだけど……まあ、今回はＯＫということにしよう。他の三人が部屋になだれ込んでくる最中に行なった、ということで。

エイプリル：‥はい。では前ぜん衛えいの方を識別……（ダイスを振る）……13！

ＧＭ：‥お、成功だ。その前列でうなりをあげる二体の獣人を、エイプリルは知っていた。……バグベアモンクだ！



バグベアモンク

　格かく闘とう戦せんに特化した、バグベア……４レベルのエネミーである。

　攻こう撃げき方法は格闘戦だけだが、攻撃対象の防ぼう御ぎよ力りよくを無視する《ペネトレイトブロウ》や、やはり攻撃した相手をマヒさせる《スタンアタック》を持つ。



トラン：‥レベル４の我われ々われはともかく……ノエルにはきびしいんじゃないか……っ!?

クリス：‥行動順番はバグベアモンクの方が先？

ＧＭ：‥うん。前列にいたバグベアモンクのうちの一体が、頭を低くして……さ───っ、とキミたちが固まっている場所に駆かけ込んできて……！（と、コマを動かす）

トラン：‥ぐは！　こっちを入口に足止め＆防御力無視で殴なぐりつつ、後方から銃じゆうで攻撃!?

クリス：‥あの銃持ちエネミーもきっとレベルは低くないよな……。初めてのダンジョンにしてはなんか殺意、高くないか？

ノエル：‥し、死にますかっ!?　あたし死にますかっ!?

トラン：‥いや、ご安心くださ……（素すに戻もどって）ちょっと待て。レベル４エネミーの防御力無視攻撃って……ＨＰの低いノエルにはきびしいですよっ!?　このダンジョン、レベル４が三人、レベル１がひとりっていうＰＣにあわせてバランスとってますっ!?

ＧＭ：‥うひひ。

一同：‥おおいっ!?

クリス：‥や、やばい！（笑）レベル１のノエルを守りながらダンジョンを突とつ破ぱするのって……けっこーきつくないか!?

ＧＭ：‥先に言っておこう。きついからと言って、ウォーリアのノエルをずっと後方に下げっぱなしで突破できるほど、甘あまくはないぞ。

一同：‥げ──────っ！

ノエル：‥が、がんばりますよっ!!



　なお、ライフルを持った側のエネミーはフォモールシューターであった。



フォモールシューター

　錬れん金きん術じゆつを学んだ、フォモール。

　なお、フォモールとは“〝邪じや悪あく化か”〟したヒューリン（人間）のことである。

　錬金術を学んだといっても、銃の扱あつかいだけを修しゆう得とくしておりその射しや撃げき戦闘力は高い。

　レベル４エネミー（モブ）である。





　　　＊　　＊　　＊



　最初に突撃してきたバグベアモンクは、四人の中からエイプリルを目標に定め、彼女のわきに腰こしをかがめた体たい勢せいから……拳こぶしの一撃を繰くり出した！

ＧＭ：‥……というわけで、《ペネトレイトブロウ》!!　命中は７＋３Ｄで……合計19!!

エイプリル：‥く、こっちの回かい避ひは５＋３Ｄ！（ダイスを振ふる）……合計15！

ノエル：‥つまり、攻撃した方が数字が高いんで命中したんですねっ？

ＧＭ：‥そのとおり！　で、バグベアモンクの攻撃力は３＋２Ｄで……（ダイスを振る）……９！　本来は、この９からエイプリルの防御力が差し引かれた値あたいがダメージになる。でも今回は《ペネトレイトブロウ》の効こう果かによりエイプリルの防御力は無む視しされます。

エイプリル：‥つまり、そのまま俺のＨＰが９点減へるってことだ。このＨＰが０になると戦闘不ふ能のうになる、と。

ノエル：‥な、なるほどー……？

クリス：‥だがそこで！　ノエルに対して……《プロテクション》!!（ダイスを振る）

ノエル：‥う？

ＧＭ：‥バグベアの拳が、エイプリルの横よこ腹ばらにたたき込まれた……誰だれもがそう思った瞬しゆん間かん！“〝……パアン！”〟エイプリルの身体からだと、バグベアの拳の間に割わってはいるように、目に見えない魔ま法ほうの防ぼう御ぎよ壁へきが形成された！

ノエル：‥おおっ!?

クリス：‥（ダイスを振って）……16！　ダメージを16点軽けい減げん！

ＧＭ：‥バグベアの攻撃は、エイプリルの身体に届とどく前に、その防御壁に弾はじかれた。

ノエル：‥え、えっと命中のダイスを振って、回かい避ひのダイスより大きければ……で、ダメージが……り、理り解かいが理解がっ!?　計算が早すぎですよみなさんっ!?（笑）

クリス：‥今のは私がエイプリルに防御魔法をかけて、ダメージを０にしたのです。（マジメな声で）……言ったはずだ。仲間は守る、とな。

エイプリル：‥……仲間、ねえ。

クリス：‥助けてもらってその態たい度どはなんだお前はっ!?　それはそれとしてこれが神の力です、ノエルさん！　さあ、あなたも神しん殿でんに……!!

一同：‥どさくさにまぎれて勧かん誘ゆうするなっ!?

ノエル：‥も、もうちょっとゆっくり……！（笑）

トラン：‥あ、人がやってるのを見るより、実じつ際さいにダイスを振ったほうが理解しやすいですよ。

ＧＭ：‥なるほど。じゃあ、もう一体のバグベアモンクはノエルを攻撃しよう。駆け寄よってきたもう一体のバグベアモンクは問答無用でノエルを殴なぐりっ！

ノエル：‥ええええええっ、あたしですかあたしですか!?　ト、トランさんっ!?　また信しん頼らい度どが下がりましたよっ!?

トラン：‥いかん、よけいなことを言った！（笑）

ＧＭ：‥バグベアの攻こう撃げき！　再ふたたび《ペネトレイトブロウ》で命中は７＋３Ｄ……（ダイスを振って）13だから合計20！

ノエル：‥え、えっとあたしの回避は……あ、これですね、５！

ＧＭ：‥それに２Ｄを足します。

ノエル：‥（ダイスを振って）……４！　合計で……９です。

ＧＭ：‥こっちは20なので命中。

トラン：‥ぜんぜんよけられませんな。

ノエル：‥ああああああ～うぅう……!?

ＧＭ：‥まあもともと、１レベルのノエルが相手にできるレベルの敵てきじゃないからね（笑）。

ノエル：‥もうあれですね、「ああ、エイプリルさんが殴られたっ!?」と思った時には……。

ＧＭ：‥うん、そっちに気をとられた一瞬で、いつのまにか走り込んできたもう一体に、ノエルはすでに殴り飛ばされている（笑）。（ダイスを振って）……ダメージは10！

ノエル：‥はああううううう！　ぼ、防御力が５あるので、10から５をひいて５点、ＨＰ減るんですよね!?

ＧＭ：‥本来はね。でも、敵は《ペネトレイトブロウ》を使っているので……10点そのままダメージきます。

ノエル：‥な、なるほどー！　で、ここでクリスさんが防御魔法をかけてくれてダメージがなくなるんですね!?

クリス：‥まかせなさい！（ダイスを振って）……うあっ!?　１、１、２、１？　合計５（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：‥ダメージは５点しか軽減されませんでした。よって、ノエルのＨＰは５点ひかれます。

ノエル：‥ひっ、ひかれましたよ!?　５点もひかれましたクリスさんっ!?　し、信頼度が……！

クリス：‥うおおおおっ!?

トラン：‥ははは、しょせん神殿の力なんてこの程てい度どですよお嬢じようさん。

ノエル：‥そっ、そうかもしれませんねっ。

クリス：‥よけいなチャチャを入れるな───っ!?

ＧＭ：‥では、バグベアモンクの攻撃が終わったので……次はエイプリル！



　かろやかにステップを踏ふみ、ブロンドの髪かみがふわりと舞まう。

　両手に握にぎりしめた魔導銃キヤリバーを横に倒たおしてかまえ───微び笑しようを浮うかべたまま、エイプリルが部屋の奥おくでライフルを持って立つエネミーに照しよう準じゆんをつける……が。



ＧＭ：‥あ。銃を持ったエネミーまでは距きよ離り12メートルです。

トラン：‥ぐあ、魔導銃キヤリバーの射程外に配置してあるのか！

クリス：‥完かん璧ぺきなフォーメーションだ！　賢かしこいぞこいつら！

エイプリル：‥……問題ない。奥の敵を撃うつと見せかけて射撃の瞬間、銃口を目の前のバグベアに向けて射撃！　視し線せんは奥の敵に向けたままで、です。

ＧＭ：‥演えん出しゆつ細かいぞ（笑）。

エイプリル：‥《デスターゲット》使用！



《デスターゲット》

　［射撃攻撃］の攻撃力を上昇させる、ガンスリンガーのスキルである。



“〝……パパアン！”〟

　部屋の中に乾かわいた銃声が響ひびく。

　放たれた弾丸は、ふいをつかれたバグベアモンクをとらえる。



ＧＭ：‥……ダメージは32！　だが、レベル４エネミーともなると、そのくらいでは倒せない！　ここで行動順番は……ノエルだ！

ノエル：‥え、えと……!?　剣けんを持ったまま、あうあうあうと行ったりったり来たり……っ!?

一同：‥落ち着いてくださいっ!?（笑）

クリス：‥傷きずを負ってる敵を攻撃するんです！　ここは《スマッシュ》＆《バッシュ》で!!

ノエル：‥す、すまっしゅばっしゅ!!　え、えと……！

トラン：‥む、ここは《バッシュ》だけでいいでしょう！

ＧＭ：‥ああ。《スマッシュ》はマイナーアクションだからな。

トラン：‥ええ、マイナーの概がい念ねんは難むずかしい。基き本ほんから憶おぼえるということでひとつ（笑）。

ノエル：‥では、《バッシュ》を使います！　ＭＰ減へらすんですよねっ。

ＧＭ：‥そうそう（笑）。《バッシュ》に必要なＭＰは４。これを自分のＭＰから減らせばＯＫ。

ノエル：‥で、では《バッシュ》で攻撃！（ダイスを振ふる）……ダイス目は10！　あたしの命中は４ですから……合計14です！

ＧＭ：‥では、バグベアモンクの回かい避ひは８！　ダイス目が６以上でその攻撃をよけ……（ダイスを振る）……８！　合計16！

ノエル：‥は、はずした!?　はずしたんですねっ!?

ＧＭ：‥うい！　キミが剣を重そうに振りかぶり……垂すい直ちよくにたたきつけた瞬しゆん間かん、バグベアは横っ飛び！“〝ガチィン！”〟剣は的をはずして思いっきり床ゆかの石いし畳だたみを打ちつけ、火花が散った！

クリス：‥さすがにレベル１にバグベアモンクはきびしいかっ!?

ＧＭ：‥その分、成長点もたっぷりもらえるぞ。

トラン：‥な、なるほど……！　これは、三人がノエルを奪うばいあうというより、我われ々われが彼女を守りつつパワーレベリングをしろってことか！（笑）

ＧＭ：‥うひひ（笑）。今回のシナリオで成長点を稼かせげるだけ稼いで、ノエルのレベルを上げないと……次のシナリオも苦しいぞ～？（笑）



　こののち、クリスの放った剣はまだ無傷だったバグベアモンクをとらえ……これに25点のダメージを与あたえる。

　なお、バグベアモンクのＨＰは50。

　これまでの攻こう撃げきにより、彼らのＨＰは18と25まで低下していた。



トラン：‥ではここでわたしの番です。マイナーアクションで《マジックブラスト》！　メジャーアクションで《アースブレット》!!（ダイスを振る）攻撃対象は敵てきの後方にいる銃持ちのエネミー！

ノエル：‥え、えっと……？

ＧＭ：‥《アースブレット》は本来、石つぶてを一体の敵に撃ち込こむ魔ま法ほうなんだけど、《マジックブラスト》という魔法の効こう果か範はん囲いを拡かく大だいするスキルを同時に使用して、奥に固まってる二体の敵を同時に巻まき込んだんです。

ノエル：‥なるはどー。メジャーアクションって、攻撃とかする行動ですよね？　マイナーアクションっていうのは、それを補ほ助じよする行動……ですよね？

ＧＭ：‥おおむねそのとおり！（笑）メジャーは判はん定ていをともなう……つまりダイスを振るような行動です。攻撃の命中判定とかがそうですね。

トラン：‥それに対して、マイナーというのは、判定の必要がない行動です。まあ、戦せん闘とう中ちゆうは［タイミング：‥マイナーアクション］と書かれたスキルを使用するために使う……と考えればいいです。

ノエル：‥理り解かい理解！　つまり、さっきの《スマッシュ》というのも、それですね。……あ、ほんとだ、タイミングがマイナーアクションって書いてある。

ＧＭ：‥そうそう（笑）。キャラクターの行動は、基本的にマイナーとメジャー……このふたつの行動を組み合わせて行なうんです。

ノエル：‥わっかりましたー！

ＧＭ：‥なんか『アリアンロッド』戦闘講こう座ざになってきた（笑）。

トラン：‥……ではあらためて……攻撃！　命中は８＋３Ｄで……（ダイスを振る）……クリティカルっ!!

ＧＭ：‥ぐはっ!!

ノエル：‥えっと、判定した時に６の目が２コ以上出るとクリティカルですよねっ？

ＧＭ：‥そうそう（笑）。クリティカルすると行動は必ず成功となり……例えば今回の場合、この攻撃は命中します。ただし……。

クリス：‥……回避側がクリティカルした場合は、よけられますがね。

ＧＭ：‥うむ！　ではクリティカル～……出ろ!!（ダイスを振る）……と、そんな都合よくクリティカルせんわ！（笑）部屋の奥おくにいた二体のエネミーが立つ場所に石つぶての嵐あらしが巻き起こり……っ!!

トラン：‥あ、いや。わたしが突つき出した手のひらに“〝シャコっ”〟と銃じゆう口こうが開いて無数の石つぶてを撃うち出されます。ちゅどどどど……！（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：‥どこが魔法だよっ!?

トラン：‥悪の組そ織しきの改かい造ぞう人間ですから。

一同：‥…………。

トラン：‥では、ダメージ出しますっ！　クリティカルで６の目が２コ出てるのでダメージも２Ｄ増ふえて……（ダイスを振る）。



　この魔法の攻撃により、後方にいたエネミー（フォモールシューター）は二体とも36ものダメージを受け……同時に《アースブレット》の効果で［転てん倒とう］する。



ノエル：‥おぉー！　トランさんすごいです～！

トラン：‥（うさんくさい声で）はははは……さあ、わたしの組織に来ればあなたにもこんな力が使えるようになるのです！　さあ！

クリス：‥勧かん誘ゆうするなああああっ!!

ノエル：‥い、いえ……魔法はいいんですけど……手のひらが“〝しゃこっ”〟はちょっと……。

トラン：‥しくしくしくしく……。



　次の行動は、額ひたいに怒いかりマークを浮うかべた二体のフォモールシューター！

　マイナーアクションで起きあがった彼らは、《アローシャワー》の使用を宣せん言げん、ノエルたち全員に銃じゆう弾だんを撃ち込んだ！

　薄うす暗ぐらい部屋に無数の射しや撃げき音おんが鳴り響ひびき、銃弾がノエルたちに降ふりそそぐ！

　だが……この攻撃、実にダイス目が悪く───。



　スカスカスカスカ。



　全弾、はずれ。

　続く二体目の攻撃も、唯ゆい一いつクリスにわずかなダメージを与あたえたに過すぎなかった。



クリス：‥意外にたいしたこと……ない？

ＧＭ：‥（ダイス目がわりーんだよっ）……と、これで戦闘に参加している全員が行動を終えたので、１ラウンド目が終しゆう了りようとなります。基き本ほん的には今までやったようなことを繰くり返し、ＧＭが戦闘終了を宣言するまで続ける……と思ってくれればＯＫ！

ノエル：‥なるほどーなるほどー！　じゃあ、まだ決着ついてないんで、次のラウンドですね！



　ノエルの言うとおり、戦いはここで次のラウンドに突入する。最初に動いたバグベアモンクの一撃は、《スタンアタック》＋《ペネトレイトブロウ》の組み合わせで再ふたたびエイプリルを捕とらえる……が。クリスの《プロテクション》の前に攻こう撃げきは弾はじかれ、ダメージは通らず！

　続く、もう一体はノエルに拳こぶしを繰り出す！





ノエル：‥……って、６ゾロでないとよけられませんよっ！（ダイスを振ふる）……は、へぁああ～……３ですよ、よけられませんよっ!?

ＧＭ：‥話になりませんな（笑）。ダメージいきますっ!!

　……が、これまたクリスの《プロテクション》の前にダメージは通らず。



ノエル：‥す、すごいですよクリスさん！

ＧＭ：‥攻撃を放ったバグベアモンクが舌した打うちしながら言った。「（しわがれた声で）守られてるばかりかあぁ……女ぁ……？」（一同爆笑）

トラン：‥しゃ、しゃべったっ!?

ノエル：‥しゃべるっ、しゃべるんですかっ！

エイプリル：‥菊きく池ち演えん出しゆつモンスターはしゃべるのが特とく徴ちようだ。



　こののち、続くエイプリルの攻撃によりバグベアモンクの一体が血しぶきをあげて倒たおれる。

　そして行動順番は再びノエルに……！



ノエル：‥あ、あたしの番、あたしの番ですねっ!?

ＧＭ：‥「（甲かん高だかい裏声で）クェーケケッ、クェーケケっ!!（←馬ば鹿かにするニュアンスで）」

ノエル：‥……!?　な、生意気ですねこのモンスターっ!?　じゃあ、《バッシュ》と一いつ緒しよに、こんどはまいなああくしょんで《スマッシュ》もいきますっ!!

ＧＭ：‥ＯＫ！　キミは、剣けんを大きく振りかぶって、「ケーケケケッ、ケーケケケッ!?」と歯をむき出しにして挑ちよう発はつしてくるバグベアモンクに……！

ノエル：‥な、なんか憎にくたらしいですよっ!?　い、いきます！　あ、あたれあたれ……６でろー６ぅ～！（ダイスを振る）……合計で14！

ＧＭ：‥バグベアモンクは６以上で回かい避ひします！（ダイスを握にぎり……）

ノエル：‥い、１でろ１でろ～１ぃ～～！

ＧＭ：‥（ダイスを振る）あ、よけた。「クゥエーケケケっクゥエーケケケっクケケケ!?」（←死ぬほど嬉うれしそうなニュアンス）（一同爆ばく笑しよう）

ノエル：‥ば、馬鹿にされてます───っ!?　すごいむかつくのですよ───っ!?（笑）

ＧＭ：‥うひひ、キミの剣は再び石いし畳だたみに火花を散らしただけだった。

ノエル：‥ふっ、ふがいないあたしを許ゆるしてください……っ（一同爆笑）。



「クェーケケクォーケケケウッホウホウホ！」

　もはやバグベアだかただのサルだかわからないこのエネミーの前に、クリスの攻撃も的を外し……続くトランの《アースブレット》こそ命中、ダメージを与えるものの───。



ＧＭ：‥残りＨＰ……１（笑）。

トラン：‥の、残したっ!?

ＧＭ：‥うひひ、ラッキー。では、後方のエネミーが再び《アローシャワー》で乱らん射しや!!

クリス：‥だ、大だい丈じよう夫ぶ！　奴やつの攻撃はよけられる……はず！



　そんなクリスの予想とは裏うら腹はらに……一体目は見事かわしきったものの、二体日の攻撃はトラン、ノエルをとらえた。

　しかも、ダメージロールでダイス目が走る走るっ!!



トラン：‥うわっ、ＨＰを半分以上持ってかれるっ!?　攻撃力はでかいぞこいつ!?

クリス：‥おい、悪あく党とう。《プロテクション》をかけてほしいか？

トラン：‥貴き様さま、なんだその口のきき方はぜひよろしくお願いします（一同爆笑）。

クリス：‥ふ、ではしかたない！　神しん殿でんに感かん謝しやするがよい。……《プロテクション》（ダイスを振る）……１、２、１、１！　合計５！（一同大爆笑）

トラン：‥手ぇ抜ぬいてんじゃね───っ!?　ダメージ13───っ!?　残りＨＰ17───っ!?

クリス：‥やはり悪党は守るものじゃないという無む意い識しきが……っ!?

ＧＭ：‥で、ノエルにも命中してるぞ。

ノエル：‥こ、ここで《プロテクション》ですねっ!?

クリス：‥そのとおりです、ノエルさん！　あなたは悪党ではない！　だから全力で……！

ＧＭ：‥待った。一回のメジャーアクションに対して、《プロテクション》は一回しか使えんぞ。今、トランに使ったから、もう使えない。

クリス：‥……そ、そーだった───っ!?　や、やむをえん！　自分の行動を放ほう棄きして……ノエルを［かばう］っ！

ＧＭ：‥おおー！　……ノエル、キミはその銃じゆう弾だんの雨にさらされるはずだった。

ノエル：‥は、はいっ。

ＧＭ：‥しかしいつまでたっても、くるべきはずの痛いたみが───こない。気がつけば……眼がん前ぜんで、クリスが両手を広げて、キミをかばっていた（ダイスを振ふる）。

クリス：‥（ダイスを振って）だから、仲間は必ず守るって……言ったろう。

ノエル：‥お、おお───っ!?　クリスさんが、あたしの盾たてになってくれたんですかっ!?　あなたのことはいつまでも忘わすれませんよー！

クリス：‥死んでねえっ!?（笑）の、残りＨＰ17……。



　ここで戦いは次のラウンドへ。

　一気に、不ふ吉きつなムードに包まれるノエルたち一行。

　だが、エネミーたちの善ぜん戦せんもここまでだった。

　バグベアモンクが最後の攻こう撃げきでノエルにダメージを与あたえたものの致ち命めい傷しようにはほど遠く……逆ぎやくにエイプリルの射撃により、「うきっ!?」と断だん末まつ魔まの悲鳴をあげて死し亡ぼう。

　目の前のバグベアたちがいなくなって、ノエルはクリスの指し示じの元、敵てきの後こう衛えいに向かって突とつ撃げきする！……が、移い動どう力りよくが足らず、敵の１メートル手前で行動終しゆう了りよう。





ノエル：‥つ、次のあたしの順番が来たらやっつけますよっ!?　剣を振り上げて待ってます！

ＧＭ：‥わははは（笑）。

トラン：‥では、わたしの番で……再ふたたび《アースブレット》＆《マジックブラスト》!!



　再び、石のつぶてが嵐あらしとなってフォモールシューターたちに襲おそいかかった。

　ダイス目は、再びクリティカルだった。



　フォモールシューターは、全ぜん滅めつした。



　　　＊　　＊　　＊



ノエル：‥……（←剣を振り上げたまま凝ぎよう固こ）。

トラン：‥ふう、次に攻撃をくらったら死ぬとこでした。あぶないあぶない。

ノエル：‥え、えっと？　終わり？

ＧＭ：‥敵が全滅して、戦せん闘とう終了です。

ノエル：‥こ、この振り上げた剣けんはどーなりますか。

ＧＭ：‥そのまま収おさめてください。

ノエル：‥ト、トランさん～……。

トラン：‥いやっ……次、奴らに行動順番を回したら、死ぬとこだったんですって！

ＧＭ：‥ノエル。今、トランとクリス、どっちへの支し持じ率りつが高いですか。

ノエル：‥あ、え……どっちも高いですよっ。クリスさんは魔法で守ってくれたし、盾になって守ってくれましたし！

ＧＭ：‥トランのこと、なにも褒ほめてないぞ。

トラン：‥しくしくしくしく……。



◆Middle 04◆失われた剣けん




　はじめての戦闘を乗り越こえて。

　四人は再び隊列を組んで、北にまっすぐ伸のびる道を進む。

　ややあって、一行は再び広い部屋の前にたどり着いた。



ＧＭ：‥……と、キミたちはそっと部屋の中をのぞき込こむ。最初に目についたのは、部屋の中央にあった台だい座ざの上に立つ、一体の石せき像ぞうだ。右手には盾を持ち、左手はなにも持っていないが東に向かってまっすぐ伸びている。



トラン：‥あ、あやしい（笑）。

エイプリル：‥伸びている？　剣を持っているとかじゃないのか？

ＧＭ：‥持ってないよ。

エイプリル：‥右手の拳こぶしは開いてる？　握にぎってる？

ＧＭ：‥く、するどいな……たしかに右手の拳は、軽く握られ───おそらく剣をつかませることができるような隙すき間まがある。

クリス：‥あやしい（笑）。

ＧＭ：‥付け加えると、石像がかまえる盾は石ではなく───本物だ。妙みようにデキのいい……具体的には上級ルールブックに掲けい載さいされていそうなシールドだ。



トラン：‥し、死ぬほど具体的だ（笑）。これはアイテム鑑かん定ていをしろ、ということだな。

ＧＭ：‥では、その前に部屋の状じよう況きようも説明しておこう。この部屋の北側の壁かべ───その左右の端はしには、それぞれ扉とびらがある。

クリス：‥分かれ道か。

トラン：‥とりあえずだ。石像に近ちか寄よって［アイテム鑑定］をする。（ダイスを振る）……15！

ＧＭ：‥あ、いや。判定の必要はないよ。キミは、この盾たてをよく知っていた。上級ルールブックに掲載されている、ハイクオリティシールドだな。

トラン：‥おお、ちょっといい盾ですな。買かい値ねは四〇〇Ｇほどだ。

ノエル：‥おぉ───っ、なんか大もうけですよっ。

トラン：‥誰だれか、これ使える？　メイジのわたしには使えません。

エイプリル：‥無理。

クリス：‥装そう備びする筋きん力りよくが足りません。

ノエル：‥レベル足りません～。

クリス：‥誰も装備できないじゃないかっ！（笑）

ＧＭ：‥とりあえず売り飛ばせば金にはなる。持ってけ（笑）。

エイプリル：‥ふむ、石像を［トラップ探たん知ち］をする。（ダイスを振ふる）……18！

ＧＭ：‥とりあえず、この石像自体に罠わなは仕し掛かけられていないようだ。盾も、がっちり石像に固定されて、外せないね。

エイプリル：‥なんか仕掛けがある……？　この左手になにか持たせるのか？

クリス：‥ま、まああれだ。とにかく先に進んでみよう。

エイプリル：‥さて、どっちに進むかーここはお嬢じようちゃんに選ばせよう。どっちの扉を開ける？

ノエル：‥え、あ、ああたしですかっ!?　あたしが選ぶんですかっ!?

エイプリル：‥ギルドマスターだしな。

ノエル：‥わ、わかりましたあっ。い、今、あたしは人生の岐き路ろに立たされますよ。

クリス：‥い、いや、そんな重要なものじゃないから……。

ノエル：‥右左右左……えーと……どっちにしよう……じゃあ、あたし右利ききだから、右を！

ＧＭ：‥右でいいんですねっ!?（←無意味に大声）

ノエル：‥えぇええっ!?　右じゃまずいですかまずいですかやっぱり左なんですかっ、はっ、はぅああああああ～っ!?（←あわてふためいている）

トラン：‥お、落ち着いてくださいっ!?（笑）

クリス：‥てゆーか脅おどすなよＧＭっ!?

ＧＭ：‥いや、右でいいんですね、と確かく認にんしただけです。

エイプリル：‥無意味なことを……（笑）。とにかく、銃じゆうをかまえつつ……右の扉に近づこう。



◆Middle 05◆フェイト　～運命を司つかさどる力～




　扉に、トラップは仕掛けられていなかった。

　そろり、ゆっくりと扉を押おし開けば……道はさらに北に伸びていた。

　そこを進むと小さめ……小さめとはいえ15メートル四方の……部屋へと出る。

　部屋でノエルたちが目にしたのは───。

ＧＭ：‥というわけで、その部屋の中央には石でできた台だい座ざがある。台座の上には、一本の剣けんが突つき立っている。



ノエル：‥は！　トランさんの予よ測そくどおり剣がありますよっ!!

トラン：‥それはいいんだが……あ、あやしいなあっ!?　これでもかってくらいあやしいっ!?

ＧＭ：‥ちなみに、その剣の柄つかはボロボロで握にぎれば崩くずれそうだ。

トラン：‥あ、あやしい……あやしい……。

クリス：‥あやしいが……。

エイプリル：‥やはりあの剣は気になるな。近づいて、［トラップ探知］。

ＧＭ：‥ＯＫ。えっと、他の人はどうする？

クリス：‥んー……部屋の入口あたりの位置に。

ノエル：‥あたしもです。

トラン：‥えーと、ずっと手前……前の部屋の出口あたりから、じーっと……。

ノエル：‥なんでそんな奥おくに行くんですかっ!?　なに傍ぼう観かん者しやになってんですかあっ!?

トラン：‥わたくし、身体からだが弱いもので……。

ＧＭ：‥では、全員の位置を理り解かいしたところで……エイプリルの方に戻もどろう。キミは、警けい戒かいしつつ、ソロリソロリと台座に近づいていく。

エイプリル：‥では、台座とエンゲージしたら［トラップ探……。

ＧＭ：‥いや、その必要はない！　さあ、［危き険けん感知］の判はん定ていをどうぞ！

トラン：‥やっぱりあやしかったっ!?（笑）

エイプリル：‥く……（ダイスを振る）お、出目がいい！　16っ!!

ＧＭ：‥ち、成功したか！　キミがその台座にエンゲージした瞬しゆん間かん───“〝ぽんっ!!”〟そんなまぬけな音と共に台座が弾はじける！

一同：‥お？

ＧＭ：‥もうもうと沸わき立つ煙けむり！　エイプリルは、そのわきたつ煙の中にゆらり……巨きよ大だいな人ひと影かげを見る！　人影は、すでに剣を高々と振りかぶっており、そのままエイプリルめがけて一いち撃げきをたたき込───あ、ごめん。たたき込まない！（笑）危険感知に失敗していれば［不意打ち］が発生して一回攻こう撃げきしてたとこなんだが……。

エイプリル：‥成功したから攻撃はなし、か。

ＧＭ：‥うむ、ではここから戦せん闘とうに入る！　敵てきは、巨大な馬にまたがった、黒い鎧よろいの騎き士し！　ただし……その首は、ない！

トラン：‥……デ、デュラハンか！



デュラハン

　巨大な馬にまたがった、首無し騎士の姿すがたをとるアンデッド。

　怨おん霊りようが寄より集まって騎士の形を成したと言われる５レベルエネミーである。

　剣などの物理的な攻撃に対する防ぼう御ぎよ力りよくが高い。





ＧＭ：‥これこれ、そーゆー発言は［エネミー識しき別べつ］をしてからするよーに（笑）。では、戦闘ラウンドに突入する！

トラン：‥では、セットアッププロセスで《エンサイクロペィア》を使用!!



　《エンサイクロペディア》

　メジャーアクションを必要とせず、［エネミー識別］を行なうセージのスキル。

　戦闘ラウンドの開始時にあるセットアッププロセスにおいて使用する。



トラン：‥（ダイスを振ふる）……21！

ＧＭ：‥む。キミは、そのエネミーを知っている！　さっき自分で口にしたとおり……デュラハンだ！《チャージ》という、ひとつのエンゲージを巻まき込む範はん囲い攻撃を持つぞ。あと、《バッドステータス無む効こう》を持つので、［転てん倒とう］やら［マヒ］やらすることはない。



トラン：‥こ、こいつ……たしか防御力タイんだよな……。

ノエル：‥か、カタイんですか！

ＧＭ：‥“〝ズアアァア……！”〟デュラハンの動きに呼こ応おうして、渦うず巻まく煙が四散する。姿を現あらわした彼は、さきほど戦ったバグベアたちとは較くらべものにならないほどの威い厳げんを放ち……。

エイプリル：‥だが、行動はこっちの方が速い！《デスターゲット》使用で射しや撃げき！



“〝パパァン……っ!!”〟

　デュラハンの出しゆつ現げんと同時に鳴り響ひびく、銃じゆう声せい。

　続いて、“〝ギョインッ……っ”〟───硬かたい物を撃うち抜ぬく、音。

　エイプリルの射撃は着実に眼がん前ぜんの首無し騎士をとらえ、その厚あつい装そう甲こうを撃ち抜く。



ＧＭ：‥……って、36ダメージ！　こっちの防御力は15だから……差し引き21ダメか！　け、けっこー痛いたいっ!?

エイプリル：‥（渋しぶい口調で）へ、その程てい度どの装甲で安心してるんじゃねえぞ？（ナレーション風の口調で）ブロンドの髪かみをゆらし……少女はさも当たり前のように、言葉を吐はいた。

クリス：‥だからどこが少女の口調なのかと……。

ＧＭ：‥く……怒いかり狂くるったデュラハンは、エイプリルの動きにあわせ、剣を横よこ薙なぎに……振り切る！　命中は９＋２Ｄ！（ダイスを振る）……16！

エイプリル：‥（ダイスを振る）……低い！　10！

ＧＭ：‥銃弾がデュラハンの装甲を撃ち抜くのとほぼ同時に、その剣はエイプリルを捉とらえた！　ダメージロールは11＋３Ｄで……（ダイスを振る）……24！

クリス：‥《プロテクション》をエイプリルにっ!!（ダイスを振る）……14点ダメージ軽けい減げん！

エイプリル：‥そして俺おれの防御力は11！　ダメージは24だから……。

ＧＭ：‥ぶ、はじかれたっ!?

エイプリル：‥それが最初からわかっていたかのように顔色ひとつ変えず、その攻撃を受け止める。（渋い口調で）話に、ならねえな？

ＧＭ：‥くーっ!?　次、ノエルの行動！

ノエル：‥は、はい！

トラン：‥いや、待って！　ちょっとおまじないをかけるので、ノエルは［待機］を。

ノエル：‥……待機？

ＧＭ：‥うい。戦闘時、キャラクターたちは基き本ほん的に行こう動どう値ちの高い順にするもんなんだけど、行動がまわってきたさい、［待機］を宣せん言げんすることができるんです。

ノエル：‥すると……？

ＧＭ：‥全員が行動し終わったあと、行動を行なうことができますよ。

ノエル：‥遅おそくなっていいことあるんですか……？

トラン：‥（うさんくさい声で）ははは、このわたしにおまかせください～。

クリス：‥なるほど、武ぶ器きに魔ま法ほうを付ふ与よするんだな。

ノエル：‥う？

トラン：‥つまり、ノエルに行動を待機してもらい、わたしが先に行動をする。その時、ノエルの武器に魔法を付与して、ノエルの攻こう撃げきを魔法扱あつかいにするんですよ。

クリス：‥ええ、デュラハンは物理防御は高いけど、魔法にはからきし。ノエルさんの攻撃でも、大きなダメージが与あたえられるようになる……そーゆーことです。

ノエル：‥なるほどぉっ!!　そんなこともできるんですねっ！

クリス：‥ふ、ちゃんと魔法付与系のスキルを取っていたか。では私にもカムヒヤ───っ!?

トラン：‥あんたは先につっこんで、斬きってこい。《マジックブラスト》をかければノエルとクリス、同時にかけられるが、ちょっとＭＰが心もとない。

クリス：‥なにいっ!?

トラン：‥ははは、というかレベル４のお前なら付与しなくてもデュラハンごとき、有効打を与えることができるでしょう？　なにせ、エリートですし!!

クリス：‥む……そのとおりだっ!!　マイナーアクションでデュラハンの元までうおおおー、と叫さけびながら走っていく！　で、《バッシュ》で攻撃!!

ノエル：‥な、なんか頭悪い発言ですよクリスさんっ!?（笑）



　クリスの（自じ称しよう）聖せいなる剣は、デュラハンの胴どうをやすやすと打ち抜く。

　レベル４のＰＣの前に、デュラハンはもはや脅きよう威いを感じるエネミーでは……なかった。



ＧＭ：‥ぐ、クリスのダメージロールが29！　こっちの防ぼう御ぎよが15！　14ダメージか！

トラン：‥では、ノエルに《フェイス：‥ゴヴァノン》をかけます。すると、ノエルのかまえた剣がキラキラと……。

ＧＭ：‥黒く輝かがやき……。

トラン：‥そう、黒く輝く。

ノエル：‥く、黒いんですかっ!?

トラン：‥ええ、悪の組そ織しきの力ですから！　この魔法で、ノエルの攻撃は命中＋１、魔法ダメージになります！　さあ、攻撃をあててヒーローに！

ノエル：‥わ、わかりましたあ！　トランさんのこの黒い力を借りて……敵てきを倒します！　では、マイナーアクションで移い動どう……でいいんですよね？

ＧＭ：‥あってます（笑）。

ノエル：‥（自分のコマをデュラハンのコマにエンゲージさせて）……いきますっ！（引き締しまった声で）トランさん、黒い力を───ありがとうっ!!（と、ダイスを振ふる）



　ダイス目１、１、２───合計、４。



ノエル：‥はああぁあああうううううぅうううあああああぁぁああ～～っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）くーろーいーちーかーらーぁああああ～!?（←非ひ難なんめいた叫び）

クリス：‥黒い力では、しょせんこの程てい度どということですノエルさん。

トラン：‥い、いや……このさい黒い力は関係ないです……。

ノエル：‥だめなあたしでごめんなさい～っ!?

ＧＭ：‥では、ここでそろそろ教えておこう！

ノエル：‥は、はい！

ＧＭ：‥ノエル、キミには……いや、キミたち冒ぼう険けん者しやには、“〝運命を操あやつる力”〟がある！　その力……すなわち、フェイト!!

ノエル：‥キャラクターシートに書かれている、この数字ですね！　５、あります！

トラン：‥その数字を１点使えば、なんと判はん定ていを一回、やり直すことができます！

ノエル：‥おぉー！　……って、でも振り直して前より数字が悪い場合はどーするんですか？

ＧＭ：‥新しく振り直した数字を採さい用ようするんですが、今回に限かぎっていえば大だい丈じよう夫ぶです（笑）。

トラン：‥３Ｄ振って、ピンゾロは出ないよなあ……（笑）。

ＧＭ：‥３Ｄでピンゾロは、二一六回に一回しか出ません（笑）。

ノエル：‥わかりましたっ！　では今度は、トランさんに黒い力を借りつつ、クリスさんの白い心でダイスを振らせていただきますっ！（一同大爆笑）

トラン：‥ううう、わたしは力にしか用がないというのか～（号ごう泣きゆう）。

ノエル：‥（笑いながらダイスを振る）……おおっ、前よりいいです、ダイス目！



　悪かったら切せつ腹ぷくものである。



ＧＭ：‥（ダイスを振る）……ぐ、さすがによけられない！　ノエルの、黒い光を放つ剣けんの一撃が、デュラハンの胴を薙なぐ！　鋼はがねを斬るような硬こう質しつ感はない。さくり……付与された魔法のせいか、まるでケーキにナイフをいれるかのような感覚がその手に伝わってくる！

ノエル：‥あ、当たりましたよっ!?　はじめて当たりましたよ───！

一同：‥おめでとうっ！（笑）

ＧＭ：‥だが、問題はここからだ！　この一撃でデュラハンを倒たおせるかどうかは、キミのダメージロールのダイス目にかかっている！

ノエル：‥あ、そう、そうですね！（ダイスを握にぎりしめて手の中でシャカシャカ振りながら）……ろ、６出ろ６出ろ……６出ろ……（シャカシャカ）。

一同：‥（わくわくしながら見ている）。

ノエル：‥６出ろ６出ろ６出ろ……（シャカシャカ）。

一同：‥（見ている）。

ノエル：‥６出ろ６出ろ６出ろ、６ぅ～……（シャカシャカ）。

一同：‥……。

ＧＭ：‥はよ振らんかいっ!?（笑）いや、気持ちはわかるが！（笑）

ノエル：‥６……出るっ！（ダイスを振る）……24!!

ＧＭ：‥む！　ノエルの剣は魔ま法ほう攻こう撃げきになっているから、こっちは魔法防御力の６が適てき用ようされ───18ダメージ！

一同：‥残りＨＰはっ!?

ＧＭ：‥累るい計けいダメージ53！　残りＨＰ……２っ!!（一同爆笑）ノエルの一撃は、デュラハンの鎧よろいを切り裂さきながら、その途と中ちゆうでガキッ、と止まる。

ノエル：‥と、止まったんですかっ!?　倒れないんですかっ!?

トラン：‥お、惜おしい……（笑）。

ノエル：‥ご、ごめんなさい～っ!?

エイプリル：‥（渋しぶい口調で）……いや、十分さ。よくやったよ、お嬢じようちゃん。あとは、俺にまかせておきな。



　エイプリルが、そうつぶやいた。

　戦せん闘とうが次のラウンドにもつれこんだ……直後。

　銃じゆう声せいが、鳴った。



　───デュラハンは、その場に崩くずれ落ちた。



ノエル：‥倒したー！

ＧＭ：‥……そう思った瞬しゆん間かんだった。

一同：‥へ？

ＧＭ：‥みんな、【幸運】でダイス振って。

一同：‥へ？　へ？（一同、ダイスを振る）



　ノエルが叫さけんだのと、同時に───。



　ちゅどーん。



　デュラハンが、大だい爆ばく発はつを起こした。

　トラップであった。

　逃にげ遅おくれたクリスがひとり、その爆発の中に飲まれていった。



ノエル：‥ク、クリスさん───っ!?



　心配そうに叫びつつ、なぜか大爆笑しているノエルの笑い声と共に

　……戦闘は、終わりを告げた。



◆Middle 06◆黄金の柄つかと、刃やいば




　デュラハンが自爆したあと、そこに残されていたのは一本の剣だった。

　最初見たとおり、柄はボロボロでエイプリルが手に取ると同時に



　……“〝カラン”〟───。



　刀身だけが、床ゆかに落ちて乾かわいた音を立てた。

　その刀身……刃は、黄金色に光り輝かがやいていた。



　一行は、前の部屋に戻もどり……相談を始める。



エイプリル：‥ふむ……刃の部分だけか。

トラン：‥んー……どう考えても、他ほかに柄の部分があって、組み合わせるんだろうな。

クリス：‥うん。それで一本の剣けんにして、この石せき像ぞうに持たせるんだろ。

ノエル：‥なるほどーなるほどー（←なぜか妙みように感心した声）。

ＧＭ：‥ふふふ、さあ……どうかな？

エイプリル：‥きっと、まだ行ってない左の扉とびらの向こうに部屋があって、そこに柄もあるんだろうな。罠わなかなんかに守られて。

ＧＭ：‥ふ、ふふ───はたして、そうかな？

エイプリル：‥ちがうのか？

ＧＭ：‥……。



　───そのとおりであった。



　なお、黄金の柄を手に入れるさい仕し掛かけられていたトラップは、あまりにもあっさり発見・解かい除じよされたので……割かつ愛あいする。

　きー（←ＧＭ、心の叫び）。



◆Middle 07◆支し持じ率りつ低下の理わ由け




　いともあっさり完成した、黄金の剣。

　エイプリルは、それを手にして……石像へと近づく。



ノエル：‥ところで……他に行く場所なくなりましたよ？

エイプリル：‥ああ、きっとこの剣を石像に持たせれば、隠かくし扉が開くんだろう。

ＧＭ：‥……………………。



　モロバレである。



ＧＭ：‥では、エイプリルが剣を石像にかけるんだね？　他の人は、どこにいる？

クリス：‥私は、石像から10メートル南に移い動どうします。

トラン：‥……まだなにかあるかもしれませんね……。ノエル、少しうしろにさがったほうがいいですよ。

ノエル：‥は、わかりましたあ！　クリスさんが10メートルなら、あたしは20メートルさがりますよっ!?

ＧＭ：‥20メートルも下がったら、もろ壁かべぎわですな。

ノエル：‥もう、それでいきます！　あと、かたまっていない方がいいんですよね？　範はん囲いに攻こう撃げきくると、みんなダメージを受けちゃいますからっ！

一同：‥おおっ!?

ＧＭ：‥学習しているっ!!（笑）

トラン：‥はっはっは、だんだんダンジョン内での行動というものがわかってきたようですね

ノエル：‥く、黒いことはみんなトランさんに教えてもらいました（一同爆笑）。とりあえず東側の壁に～。

トラン：‥では、わたしは西側の壁に張はりつきましょう。

エイプリル：‥では、いいか？　剣を石像に……握にぎらせる！

ＧＭ：‥すると……“〝ゴリ、ゴリリリ……”〟石像の右みぎ腕うでが剣の重さでゆっくりと下がりはじめ、その動きにあわせるように部屋の東側、中央付近の壁が開き始める。

エイプリル：‥ノエルのすぐうしろの壁？

ＧＭ：‥です。

ノエル：‥ほんとに隠し扉がありましたねー（笑）。

ＧＭ：‥ちなみに、あったのは隠し扉だけじゃない。

一同：‥はい？

ＧＭ：‥開いた壁の向こうに現あらわれたのは……一基きの砲ほう台だい。

一同：‥……。

ノエル：‥え？　え？

ＧＭ：‥で。この砲台にいちばん近い場所にいる人は、だーれ？（笑え顔がお）

一同：‥いっせいにノエル（のプレイヤー）の方を見る。

ノエル：‥……あ、あたしですか──────っ!?





　その悲鳴があがると同時だった。

　砲台が、火を噴ふいた。



　ノエルは、黒コゲになった。



　　　＊　　＊　　＊



ノエル：‥ぅぐぅっ……うううう……（と、トランを見る）。

トラン：‥い、いやその……。

ノエル：‥トランさんがうしろにさがった方がいいというからさがったのに～っ!?

クリス：‥彼はあなたを陥おとしいれるつもりなんです！　あれが悪の組そ織しきのやり方です（力説）。

トラン：‥わ、わたしは彼女に経けい験けんを積んでもらおうとですねっ!?

ノエル：‥さっき腹はらがえぐれましたよっ!?　内ない臓ぞうがちょっとはみ出ましたよっ!?（一同爆ばく笑しよう）こ、これも経験のためなんですかぁ!?

エイプリル：‥（渋しぶい親父口調で）他人の口車に乗ればそういう目にあう。それだけのことだ。

ノエル：‥そ、そうなんですねっ、エイプリルさん！　またひとつ学びましたよっ！　エイプリルさんの株かぶが急きゆう上じよう昇しようですよっ、トランさんの支持率急きゆう降こう下かですよっ！

トラン：‥まだ下がるのかっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：‥よくよく下がるのが好きな男だな。

トラン：‥他のリプレイのネタをここで持ち出すなよっ!?

クリス：‥とりあえず、ノエルのダメージを癒いやしましょう。

ノエル：‥ありがとうございます～。



　ここで四人は、おのおののＨＰやＭＰを確かく認にん、休きゆう憩けいを取りつつ回かい復ふくを行う。



トラン：‥よし、ほぼ回復した。

クリス：‥ここまでＭＰポーションを使ってないから、まだ保もちそうだな。

トラン：‥まあ最悪、ポーションが足りなくなったら帰き還かんすればいい。時間制せい限げんがあるわけでも、ここに閉とじこめられたわけでもないですし。

エイプリル：‥ああ。だが、このまま一気に最後まで攻こう略りやくしちまいたいとこだな。

ＧＭ：‥では、そんな時だ。キミたちが休憩を取り終えるのを待っていたかのように───部屋の奥おくからこんな声が響ひびく。

一同：‥お？



「……回復は終わったかね？　もっとも、それもムダになる。

　───お前たちには、もはや戻もどる道も進む道もなぁ～……い」



◆Middle 08◆遺い跡せきの番人　～悲ひ哀あいさを感じるわけ～




　四人は、いっせいに身み構がまえる。

　声は、隠かくし扉とびらの向こう……次の部屋から、響いてきた。

　それはどこか邪じや念ねんに満ち、

　それはどこか冷たく、

　そして高飛車な男の、声だった。



クリス：‥では、隠し通路を走って奥の部屋へ！

ＧＭ：‥ＯＫ、キミたちは通路を走り抜ぬけ……その新たな部屋に、出る。部屋の奥でノエルたちを見下しながら、漆しつ黒こくのマントに身を包んだ顔色の悪い男がひとりたたずんでいる。その脇わきには、ペットとおぼしき三つ首の魔ま獣じゆうが低く、唸うなりをあげており───。

トラン：‥三つ首って……キマイラ？





キマイラ

　ライオンに、牡おす山や羊ぎと竜りゆうの首、そして尻尾しつぽには蛇へびを埋うめ込こんだ合成生物。

　５レベルのエネミーである。





ＧＭ：‥さあ（笑）。さらには、「キキっ……」───人を小こ馬ば鹿かにするような笑い声をあげる、羽のついた小悪魔みたいなのが両者の中間に飛んでいるな。

トラン：‥インプ……？

ＧＭ：‥まあ、それっぼいが……どうかね？（イルネスだけどな。ホントは）



イルネス

　インプと並ならんで、地下迷めい宮きゆうの比ひ較かく的浅い階でよく目にする小悪魔。

　インプが魔法を得意とするのに対し、このイルネスは格かく闘とう戦せんを得意とする。

　レベル３のエネミーである。





ノエル：‥あ、あなたはなんですかあっ!?

ＧＭ：‥男は口元に余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ、言う。「お前たちには、縁えんもゆかりもない。ただ、出会った以上、見み逃のがすことはできんなあ？　ここで、皆みな殺ごろしだ」

トラン：‥縁もゆかりもないって……あなた方に我われ々われの行く手を邪魔する理由はないだろう！

ＧＭ：‥「（高飛車な声で）……フフ、なるほど。理由は、あるさ」

エイプリル：‥ほう？　その理由とやらを……話してもらおうか？

ＧＭ：‥「（高飛車な声で）本来なら、お前たちに話す口は持たない───のですが……いいでしょう！　教えてあげます!!」

トラン：‥よ、よろしくお願いします。

ＧＭ：‥「（高飛車な声で）お前たちも、あの剣けんを奪うばいにきたのだろう？　欲よくにまみれた人間に、あれを渡わたすわけにはいかん。それこそが……」

ノエル：‥（絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな声で）あの剣ってなんなんですか～？

ＧＭ：‥「し、知らないのぉっ!?」（←すっとんきょうな声）（一同爆ばく笑しよう）

ノエル：‥（絶対無敵可憐な声で）知らないんです～教えてくださいませんか～？

ＧＭ：‥「（高飛車な声で）本来なら、お前たちに話す口は持たぬのですが……いいでしょう！　教えてあげます！」（一同爆笑）

トラン：‥あ、あなた、なにげにいい人ですね。

ＧＭ：‥「いやなに。他人と会話するのも八百年ぶりなので……つい、な」

一同：‥…………。

ＧＭ：‥「とにかく、貴き様さまらはここで皆殺しにせねばならんようだな」

クリス：‥なんでそーなるっ!?

トラン：‥言ってることがめちゃめちゃだっ!?

エイプリル：‥話をするってのはどうなったのだ。

ＧＭ：‥「そ、そうだった。お前たちが言ったとおり、我はこの迷宮の番人。封ふうじられし魔剣を守るため、八百年の昔よりこの地を守っている」

エイプリル：‥よくある話だな。

ＧＭ：‥「───この任にんを果たすため、我は自らの身体に永えい遠えんの生命を与あたえるべく、ヴァンパイアと化したのだ」

トラン：‥ほほう、敵はヴァンパイアか。

ＧＭ：‥（ヴァンパイアはヴァンパイアでも、ヴァンパイアアコライトだ。うひひ）



ヴァンパイアアコライト

　邪よこしまな心を持ったエルダナーンが邪悪化したもの。

　その名のとおり支し援えん系けいの魔法を得意とし、ふだんはオウガなどのエネミーを連れ歩き、それを支援しながら戦う。

　レベル６のエネミーである。





ＧＭ：‥「かの剣は、正当なる継けい承しよう者しやこそ手にできるもの。それ以外……貴様らのような欲にまみれた輩やからは皆殺しだ！」

トラン：‥ところでここに、その正当継承者がいるわけですが。

ノエル：‥け、継承者です～。ほら、証しよう拠ことなる薔ば薇らの小箱もここに～。

ＧＭ：‥「………………」

クリス：‥通ってもいいか？

ＧＭ：‥「そ、そして、正当継承者を名のるものが現あらわれた時、剣を手にする資し格かくを持っているかどうか、戦いをもって試ためすのも我わが役目！　我に勝てぬようなら皆殺しだ！」

一同：‥どっちにしても皆殺しかいっ!?

エイプリル：‥それがこやつの役目ならば、乗ってやるだけさ。奴やつはこれまで、多くの冒ぼう険けん者しやたちを殺してきたのだろう？　ならば、その弔とむらいの意を込めて……。

ＧＭ：‥「いや、お前たちが初めてのお客様だ」

一同：‥初めてっ!?（笑）

ＧＭ：‥「フ、だから言ったであろう。八百年ぶりに言葉を交かわす、と！」

トラン：‥なにいばってるんだっ!?

エイプリル：‥そ、そういえばこの迷宮の扉とびら、ノエルがいないと開かなかった……な。

クリス：‥八百年待って、初めての来らい訪ほう者しやが正当継承者……。

トラン：‥お、お前がここで過すごしてきた八百年の意味っていったい……。

ＧＭ：‥「み、見るなっ！　そんな哀あわれんだ目で私を見るなっ!?」

トラン：‥お、お前ほんとに面おも白しろいやつだな。どうです、政せい治じに興きよう味みはありませんか！　神しん殿でんは悪いと思いませんか！

ノエル：‥ト、トランさんの勧かん誘ゆうが始まったっ！

ＧＭ：‥「そ、外の世界って最近、どうなってるの？」（興味津しん々しん）

トラン：‥……やっぱいらん。お前。

ＧＭ：‥「さあ、お笑いはここまでにしていただこう！　……ゆくぞ!!」

クリス：‥ノエルさん、とにかくだ！　あいつらに勝たねば皆みな殺ごろしにされるっ！　それだけはまちがいないみたいだ！　……戦うぞ！

ノエル：‥は、はい！

ＧＭ：‥というわけで配置はこうだ（と、机つくえの上にコマを並ならべる）。

トラン：‥ここは……《陣じん形けい》の使用を提てい案あん！

クリス：‥僕ぼくもそう思ったとこだが、邪じや悪あくな組そ織しきの幹かん部ぶに指し揮きされるおぼえは……ない！

トラン：‥ははは。誰だれもあなたに許きよ可かを求めてはいませんよ。自分はノエルさんに進言しているのです。

ノエル：‥じ、じんけい？　あああたしが許可するんですか？



《陣形》

　ギルドスキルのひとつ。

　戦せん闘とうラウンドの開始時、仲間全員が即そく座ざに移い動どうを行なうことができる。

　これの使用により、最初から自分たちに有利な初期配置で戦闘を展てん開かいできるという……強力なスキルである。



トラン：‥さあ、許可を！　ギルドスキルの使用にはギルドマスターの許可が必要ですっ！

ノエル：‥あ、あうあうあう……あたしよくわからないんですが……っ!?

トラン：‥ははは、大だい丈じよう夫ぶですよ。スキルを使うべきタイミングはその都度、このわたしが教えてさしあげましょう。

ノエル：‥わ、わかりましたっ。

トラン：‥あなたは承しよう認にんのハンコさえ押おしてくれればいいのですよ、ははは。

ノエル：‥わ、わかりましたっ、押します押しますよ、なんでもハンコ押しますよっ!?

クリス：‥ま、待つんだノエルさんっ！　無む条じよう件けんでハンコはよくない！　いつのまにかすごい借金を背せ負おわされるかもしれません!?

トラン：‥ははは、そんなことはありませんよ～…………って、ただの詐さ欺ぎ師しだこれじゃ（笑）。

ノエル：‥さ、さっきトランさん、あたしの命を狙ねらってるような発言をしていたのでクリスさんの方を信じるかもですよ～!?

ＧＭ：‥トラン。支し持じ率りつだか好感度だかが落ちてるぞ。

トラン：‥い、いかん！　好感度を回かい復ふくさせねばっ!?

エイプリル：‥……な、なんかＴＲＰＧというよりはふたりの男でギャルゲーを攻こう略りやくしているようだ。対戦型ギャルゲー？（笑）

トラン：‥さあ、わたしが無む駄だ話ばなしをしかけている間に《陣形》で移動するのです！　さあ！

ＧＭ：‥男は、口元にゆがんだ笑えみを浮うかべてみがまえ……！

ノエル：‥で、で、で！　どう移動しましょうか……えーと、クリスさんっ！

トラン：‥なぜ神殿の犬なんぞに聞くのですっ!?　わたしは悲しいっ!?

クリス：‥とにかく前に出ますっ、ノエルさんっ！

ノエル：‥はいっ!!　いきますよっ。



ＧＭ：‥「ああ、きたまえ！　……って……ど、どうでもいいが……お前ら、仲間同士でなぜそんなに仲が悪いのだ」（一同爆ばく笑しよう）

ノエル：‥あれ？　誰から移動すればいいんですか？

クリス：‥これも神の試練！　そしてレディファースト！　邪悪に対し、最初に剣けんを振ふりおろすその栄えい誉よはあなたにさしあげよう、ノエルさんっ！

ノエル：‥おぅっ、わかりましたぁっ！　移動します！（ずいっと、自分のコマを移動させる）

ＧＭ：‥と、勇ゆう猛もう果か敢かんにノエルが突つっ込こみ、最前列の敵てきとエンゲージした───その時だった。

一同：‥え？

ＧＭ：‥ノエル、［危き険けん感知］判はん定ていしてくれ。そこ、落とし穴あながある。

一同：‥なに──────っ!?

ノエル：‥え、え、え!?　き、きけんかんちっ……っ!?

ＧＭ：‥キャラシートの右側に、［危険感知］って項こう目もくがあるでしょ？　そのとおりにダイスを振ればおっけー！　ちなみに難なん易い度どは14だ！



　なお、本セッションでは上級ルールブックに掲けい載さいされている、大型のキャラクターシートを用いてセッションが行なわれている。



ノエル：‥（ダイスを振る）……失敗。ずぼ（←落ちたらしい）。

一同：‥…………。

ノエル：‥穴から頭だけ出してトランさんを見ます。

トラン：‥こ、こっち見ない！　わたしのせいではないっ!?

ノエル：‥う、ううううう～……。

ＧＭ：‥あ、いや待て、落とし穴があるのに気づかなかっただけで、落ちるかどうかは【敏びん捷しよう】判定の結果しだいです。難易度は16だ。

ノエル：‥【敏捷】に２Ｄ６を足すんですよね？　３に２Ｄ６足しても16は無理ですよ～！

クリス：‥では、こんな時こそフェイトだっ!!

ノエル：‥判定を振り直せばいいんですねっ!?

ＧＭ：‥いや、フェイトには判定をやり直す以外に、もうひとつ使い方がある。

ノエル：‥もうひとつですか！

ＧＭ：‥です！　ダイスを振るさい、消費するフェイト１点につき一個こ、振るダイスの数を増ふやすことができる！

ノエル：‥なるほどー！　何個増やしてもいいんですか？

トラン：‥【幸運】の能のう力りよくまでだったら何個まででもＯＫですが……ここは一個でいいかな？

ノエル：‥わかりましたー……（ダイスを振る）……お、出目いいですっ、18っ！

ＧＭ：‥ち！（笑）ノエルは落とし穴を踏ふみ込む瞬しゆん間かん、それに気づき……華か麗れいに跳とんだ！

ノエル：‥そんなものにはひっかかりませんよっ!?　すたっと、穴の向こうに着地です。

ＧＭ：‥目の前で羽をぱたぱたと動かし、飛んでいる二匹ひきの小こ悪あく魔まと目があった。ぎろり。

ノエル：‥うぅえあああああ……（泣きそうな声）。トランさん～……？（恨うらめしい声）

トラン：‥だからなぜこっちを見るっ!?



「───さあ、八百年ぶりの獲え物ものだ！　楽しませてくれよっ!?」



　ヴァンパイアアコライトが、口元にゆがんだ笑みを浮かべ───戦いは、始まった。



　そして───。



　　　＊　　＊　　＊



「見事だ。それでこそ、カラドボルグの正当なる継けい承しよう者しやよ───」



　ヴァンパイアアコライトは床ゆかに倒たおれたまま、優やさしい笑顔を浮かべてノエルに言った。

　戦いは、なにやらあっけなく終わっていた。

　トランは、思わずツッコんだ。



トラン：‥今さらいい奴やつになってもダメだっ!!（笑）



　───この戦い、ヴァンパイアの作戦はこうだった。

　前ぜん衛えいのイルネスに《ホーリーウェポン》をかけて攻こう撃げき力りよく＋15し、ひたすら殴なぐる。

　イルネスは、一回の行動で二回の攻撃を繰くり出す《連続攻撃》を持っている。

　これが決まれば、トランやノエルはもちろん、ＨＰの多いクリスやエイプリルでさえ危機に陥おちいる。しかも、後方から魔法で支し援えんされるうえ、キマイラのブレスが飛んでくるのだ。

　最初のバグベアモンクたちとの戦いより、数すう段だん厳きびしいものになる───はずだった。

　だが、攻撃対象をダイスを使ってランダムに決めた結果、強化されたイルネスの攻撃はエイプリルに集中した。

　彼女は、フェイトや［容よう姿し端たん麗れい］で得られる能力（リアクションの達たつ成せい値ち＋５）を駆く使しして、すべてを回かい避ひ！

　イルネスは一発も命中できないまま、なんとノエルの攻撃で撃げき沈ちんである。

　前衛の足止めが消えたあとは───モロかった。

　ヴァンパイアアコライトはすばらしい支援魔法の数々が使えるものの……あまりに回避能力が低かった。



　キマイラはがんばったものの、あとはＰＣ側に押おし切られて……全ぜん滅めつである。



エイプリル：‥……口だけだったな。

トラン：‥……とはいえ、けっこーＨＰもＭＰも削けずられた。イルネスの攻撃が命中してたら、ほんとにやばかった。

クリス：‥まあいい、先に進もう。……周辺の状じよう況きようは？

ＧＭ：‥うい。……戦いが終わり、ふと部屋を見回せば……部屋の奥おくに一枚まいの扉とびらが目につく。その扉はこれまでとはちがい、複ふく雑ざつな呪じゆ的てき文様が刻きざみ込まれているのがわかるね。押さえ込もうにも押さえきれない、なにか圧あつ倒とう的な威い圧あつ感を扉の向こうから感じる。

トラン：‥この感覚……最後の部屋か？

クリス：‥そうだろうな───ということは、今まででいちばんキツイ戦いになるってことだ。

ノエル：‥クリスさんとエイプリルさんがいれば大だい丈じよう夫ぶですよ～。

トラン：‥わ、わたしはっ!?

ＧＭ：‥おい。完全にトランの支し持じ率りつがさがってるぞ。

トラン：‥な、なんということだっ!?

ＧＭ：‥ほれ、ここでちゃんと支持率を回かい復ふくしないと、神しん殿でんや皇こう帝ていに出し抜ぬかれるぞ（笑）。

トラン：‥いかん、このままでは大だい首しゆ領りようのお怒いかりを受けるっ！　なにせ任にん務むに失敗した者には……まあ、あと二回チャンスが与あたえられるんだが（一同大だい爆ばく笑しよう）。ともあれ。ノエルになにかいいことを言おう。

ノエル：‥い、いいこと!?　……ってそう言えば、なぜこのダンジョン攻こう略りやくが自分捜さがしに絡からんでくるのか、道すがら教えてくれるって言ってたのに聞いてないですよ！

トラン：‥（少しシリアスな口調で）……ノエルさん。

ノエル：‥は、はい。

トラン：‥では、今こそ明かしましょう。このダンジョンが、なぜ自分捜しにつながるのか。この扉の向こうに、一本の魔ま剣けんが眠ねむっています。そしてその魔剣を開かい放ほうできるのは、あなただけです。

ノエル：‥あ、あたしにそんな力があるんですか。

トラン：‥（シリアスに）ある……みたいです（一同爆笑）。

クリス：‥なんで伝聞なんだっ!!（笑）

トラン：‥大首領からそう聞かされただけなので……（笑）しかし、大首領の言葉を疑うたがうことはわたしにはできないのです……。

ノエル：‥なぜあたしにそんな力が……？

トラン：‥それはわたしにも、わかりません。ですが、この最後の扉を開けば……そこにはなんらかの真実が……ひょっとするとあなたの出生にまつわるなんらかの秘ひ密みつが待っているかもしれない───すなわち、自分捜しの旅なのです。

ノエル：‥なるほどー！　よくわかりましたトランさん!!　あたしをダマしてませんよね!?　信じても平気なんですよねっ!?　あたしを利用しょうとしてるわけじゃないですよね!?



　とことん疑っているようである。



トラン：‥いやいや、利用なんてしてませんよ？（不自然にさわやかに）わたしは、誠せい意いをもってあなたにお話しているのです！

ノエル：‥あ、あたし……これまで人を疑うたがうことを知らずに育ってきたのですがなんかあの、トランさんから黒いことを教わるたびに疑り深い人間になってきてすいません……っ。

トラン：‥それは人間的に成長したということです（きっぱり）。

ノエル：‥え、そーですよね、うんそうですよ、信じます。ええ。

トラン：‥なんておざなりなセリフだ。

ノエル：‥だ、だって！　トランさんの言うこと信じたら砲ほう台だいに撃うたれたり、前に進めって言うから進んだら落とし穴あなにハマったり……！

トラン：‥あれ？　落とし穴にハマったのはわたしのせいでしたっけ？

クリス：‥お前のせいだろ。都合よく忘わすれるなよ。



　実はクリスのせいである。



トラン：‥ダマしてませんよ？　ホントですよ？

ノエル：‥う、うううぅううう～……!?（←涙なみだ目め）

エイプリル：‥（迫はく力りよくのある声で）いいか？　いいこと言う奴やつは信じるんじゃねえ。戦場で生き延のびたかったら、なにも信じるな。信じるものがあるとすれば、己おのれだけだ。

ＧＭ：‥それは軍人の心得では……。

ノエル：‥な、なるほどー！　わ、わかりましたっ、エイプリルさんの言葉を信じますっ！

エイプリル：‥い、いや……だから信じるなと……（一同大爆笑）。

ノエル：‥あ、あ、そっか（笑）。わかりましたっ、自分以外は信じませんっ!!

ＧＭ：‥ノ、ノエルがどんどんスレていく……たった１シナリオで……。

エイプリル：‥そうだ、それでいい。そしてこの扉の向こうの運命を、自分を信じ、自らの力で未来へと進め───それだけだ。

ノエル：‥はい！

トラン：‥話は終わったようですね。とにかくここが最後の部屋です。ＭＰとＨＰを回復して……行きましょうか───扉とびらの、向こうに。

ノエル：‥……はい！



　最後の扉を見み据すえ───ノエルは、立ち上がった。



    

  
    
      　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆試練




　瞳ひとみに決意の光をたたえ、少女は眼がん前ぜんにそびえ立つ巨きよ大だいな扉を見上げる。

　その扉の向こうにあるもの……

　隠かくされた真実の欠片かけらを得るために。



　自分自身を、知るために───。



ノエル：‥では……ひとりで、扉の前に一歩進みます。

ＧＭ：‥ＯＫ。では、それと同時に……この迷めい宮きゆうに入った時と同じように、キミのアザに灼しやく熱ねつ感が走る。

ノエル：‥また、アザが……あ。懐ふところから、例の薔ば薇らの小箱を取り出します。

ＧＭ：‥ぬ。えー……すると、その箱の一面が淡あわく光っていることに気づく。まるで、この扉の向こうにあるなにかに呼こ応おうするように、だ。

ノエル：‥おお……やっぱりなにか関係あるんですねっ、この箱。

ＧＭ：‥え、ええ……そりゃもうばっちり！

ノエル：‥箱を手のひらにのせて……ゆっくり扉に向かって差し出します。

ＧＭ：‥ふいに───“〝ボウ……っ!!”〟箱から、赤みがかった銀色の光が噴ふき上がり……っ、風をともなって部屋じゅうに吹ふき荒あれる！

一同：‥ぅわお！

トラン：‥め、目がー目がー（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ノエル：‥く、く……これは……と、必死に光に耐たえますっ！

ＧＭ：‥だが、ややあって光はしだいに束ねられ、細い一本の輝き線せんへと収しゆう束そくし、吸すい込こまれるように扉の上にはめ込まれた宝ほう石せきに差し込む。これが鍵かぎだったのか……眼前の扉は、ゆっくりと、そして静かに───。

トラン：‥扉が───……開く！

ＧＭ：‥開いた扉の向こう側は、柔やわらかな光に満たされていた。薄うす暗くら闇やみの中から、光の中へ……目がなれず、部屋の中がよく見えない。

ノエル：‥な、なんか仰ぎよう々ぎようしいですよっ、今までとちがう感じですよ！

クリス：‥さあ、光の中へ進むんだ、ノエル！　そこにカラドボルグがある！

トラン：‥自分捜さがしの第一歩が、待っています。そしてカラドボルグを……。

エイプリル：‥そうだ。カラドボルグを手にしろ───。

ＧＭ：‥……そんな仲間の暖あたたかい言葉に後あと押おしされて、キミは───。

ノエル：‥はいっ……み、みんな暖かいんだか黒いんだか……（一同爆笑）いやいや今の発言カットカット……！

ＧＭ：‥（せ、せっかくシリアスに演えん出しゆつしたのに……）。

エイプリル：‥（渋しぶい口調で）フ、だんだん一人前の顔になってきやがったぜ。

ノエル：‥さきほどエイプリルさんから人生を学びましたから……。

ＧＭ：‥みんなの声に後押しされるように、部屋の入り口に歩み寄よる。この明るさに目もなれ……部屋をのぞき込む。そこはつるつるに磨みがかれた石の壁かべに囲まれたドーム状じようの部屋だ。

トラン：‥部屋の反対側の壁に、出口は？

ＧＭ：‥ない。やはりここが最後の部屋だろう。部屋の中央には、なにか光る物体……まるで光がそのまま固形化したような、正八面体の物ぶつ質しつが、ゆっくりと自転しながら浮ふ遊ゆうしている。

ノエル：‥あ、あのー……ひとりで入るとかっこいいですが、ここはやっぱりみなさんと行きます。罠わながあるかもしれ……いやいや、ここまで一いつ緒しよに戦った仲間ですし！（笑）

トラン：‥……。

ＧＭ：‥ノエル、すっかり……。

クリス：‥では、全員入りましょう。

エイプリル：‥入った瞬しゆん間かん、背はい後ごでゴゴゴ、とシャッターが降おりる、と。（渋い口調で）……チ、やはりな。



　なぜ自分から窮きゆう地ちに陥おちいりたがる。



ＧＭ：‥じゃあ、そーゆーことで。

クリス：‥なにいっ!?（笑）

トラン：‥トラップ……か……！　やり遂とげた男の顔でその場に倒たおれます。

ノエル：‥え、あ、うう……トランさんっ!?

ＧＭ：‥いや、死んでないから!!　今のは単なるジョークです（笑）。

ノエル：‥ま、またダマされたっ、ダマされましたよっ!?

トラン：‥ダマされるほうがどうかと……。

ノエル：‥と、とにかく……部屋の中に入ります！

ＧＭ：‥では、四人はノエルを先頭に、部屋の中へと踏ふみ込んだ……その瞬間だった！

ノエル：‥ううっ!?

ＧＭ：‥正面で浮うかんでいた八面体の光が振しん動どうを始めて“〝ぐにゃりっ……”〟、とその形状を変え始める。

トラン：‥な、なんだ……？

ＧＭ：‥光はしだいに縦たてに長く伸のび───頭、腕うで、足……そうとしか思えないものが形作られ……ややあって、人型の形状を取った。

トラン：‥光の……ゴーレム？

ＧＭ：‥人型といっても、しっかりと人間の姿すがたをしているだけじゃない。身体からだには凹おう凸とつもなく、頭や手足の部位があることを認にん識しきできる程てい度どのシロモノだ。身長のわりには異い常じように長い腕、顔には鼻も口もなく……かろうじて、目の部分に黒く穴あなが空いているのが確かく認にんできる。

クリス：‥き、気持ち悪い……。

ＧＭ：‥固体化した光の身体も半ば透すき通っており……その中に、鞘さやに収められた剣けんのシルエットが見て取れる。

エイプリル：‥あれがカラドボルグか！

ＧＭ：‥「そのとおりだ、人間よ───」ふいに、キミたちの脳のうに直ちよく接せつ、威い厳げんをもった声が響ひびき渡わたる。

一同：‥しゃべったっ!?（笑）

ＧＭ：‥「汝なんじらは、この剣を欲ほつするものか。で、あるならば正当なる継けい承しよう者しやよ、我わが前にこられよ───最後の試練を、与あたえよう」

ノエル：‥…………あ、え、なんかいや、きっと死ぬ（笑）。ひ、ひとりで来いってことですよね今の……？

トラン：‥いや、ひとりで来い、とは言ってませんからみんなでいきましょう。うん。

クリス：‥うむ、当然だ。

ノエル：‥四人並ならんで前に進みますっ。

ＧＭ：‥ＯＫ。では……キミらは横に並んで歩みを進める。それは、部屋の中ほどまで来たときだった。───“〝ガン”〟。

ノエル：‥え……？

ＧＭ：‥ノエルは無事に通り抜ぬけたのだが、他三人は部屋の真ん中にあった見えない壁のようなものに阻はばまれ、顔面をぶつける。

ノエル：‥わ、あ……、い、嫌いやな展てん開かいがっ!?

エイプリル：‥三人ともガラス窓まどに顔面を押しつけたような面おも白しろい顔に（一同爆ばく笑しよう）。

トラン：‥い、いや、クライマックスシーンなのでシリアスにいこう！

ノエル：‥みんなのとこに走って戻もどりま……っ！

ＧＭ：‥その壁かべ、一方通行です。

ノエル：‥ガン！（←ぶつかったらしい）あ、あぁ～う～……っ!?

トラン：‥嫌な予感がする……っ、と周囲を警けい戒かいするっ!!

ＧＭ：‥その予感は正しい！　ふいに、入り口側に閉とじこめられたキミたち三人の背後に……二カ所で、急きゆう激げきな魔ま力りよくの高まりが感じられたっ！　それは、背せ筋すじを凍こおらせるような……いや、心の中心を揺ゆさぶられるような威い圧あつ感───恐きよう怖ふを与えるものだ。

クリス：‥攻こう撃げき魔法……？

エイプリル：‥いや、ちがいそうだな……なにかが、くる。不ふ敵てきな笑えみを浮うかべ、銃じゆうの撃鉄を起こします。

ＧＭ：‥続いて、ノエルの脳内に聞こえる声。「そこに在ある三人は、汝の仲間か」

ノエル：‥仲間です。

ＧＭ：‥「仲間とは、汝にとって大事な存そん在ざいか」

ノエル：‥大事な存在です。

ＧＭ：‥「その大事な存在を、汝は命を賭として守る決意はあるか」

ノエル：‥しばし考えます。

トラン：‥考えるのかよっ!?（一同爆笑）

クリス：‥いや、ここは間をとって、これまでの冒ぼう険けんの楽しかったことや、いいシーンなんかを思い出すところなんだ。

ノエル：‥…………ろ、ろくなシーンが……ダマされたり口車に乗せられたり……いえ、その……いや！　守ります！　決意します!!

ＧＭ：‥「───よかろう！　では、最後の試練を始める!!」その声と同時に、クリスたちの側に発生した魔力の光の中より、二体のエネミーが現げん出しゆつする!!　特別に［エネミー識しき別べつ］を行なってＯＫ！　一体は、老人の顔に四つ足の獣けものの身体、そしてサソリのシッポを持った───……。

トラン：‥……マンティコア！



マンティコア

　老人の頭に獅し子しの身体、背せ中なかにはコウモリの翼つばさを持った魔ま獣じゆう。

　口から疫えき病びようをまき散らし、そのサソリの尾おに猛もう毒どくを蓄たくわえたレベル６エネミー。





クリス：‥レベル６エネミーか！　でも、これくらいなら私たち三人なら……！

ＧＭ：‥続いて！　もうひとつの光から瘴しよう気きと共に現あらわれたのは、山や羊ぎの頭を持ち、その両手に禍まが々まがしい魔剣を握にぎりしめた……悪魔だ！

トラン：‥げ、ディブロウかっ!?



ディブロウ

　複ふく数すうの剣けんを同時に使いこなす魔族の剣士。

　戦って殺した相手の刀剣を収しゆう集しゆうする特とく徴ちようを持った、中級魔族。

　10レベルエネミーである。





クリス：‥ちょ、ちょっぴりやっかいな……。

ノエル：‥な、なんか強そうなのが出てきましたよっ!?

ＧＭ：‥「───そうだ。汝が友は、あれらにかなわぬだろう。魔獣の吐と息いきに蝕むしばまれ、魔人の剣に切り刻きざまれるが運命。彼らを救いたくば、汝なんじの力を、我われに示しめせ」

ノエル：‥ええ───っ……って、ど、どうせよと……？

ＧＭ：‥「我を倒たおしてみせよ！　そして、我が体内に在る魔剣カラドボルグを引き抜ぬくのだ！　さすれば、かの魔人も魔獣も、その動きを止めるであろう」

ノエル：‥え───っ!?

クリス：‥ぶっちゃけると、我々を人ひと質じちにした……ってことか。



    

  
    
      トラン：‥なるほど。つまり、ノエルがあの光のゴーレムを倒すまで、我々は生き延のびればいい、ということか。

ノエル：‥あたしが死んだら？

ＧＭ：‥ちょっと厳きびしくいきます。ノエルのＨＰが０になったら、次の行動でこっちは［とどめを刺さす］ぞ。

一同：‥なに───っ!?

ＧＭ：‥同じように、ノエルが光のゴーレムを倒すまでに、他の三人が全ぜん滅めつした場合も、三人を順番に［とどめを刺す］方向で。

ノエル：‥とどめ……？

ＧＭ：‥うん。このゲームでは、ＨＰが０になっても即そく座ざに死し亡ぼうすることはない。ＨＰ０で戦せん闘とう不ふ能のうになってなおかつ、敵てきが［とどめを刺す］という行動をとって、初めて死亡となる。

ノエル：‥なるほどー……って。でも、すぐに［とどめを刺す］ってことは……。

ＧＭ：‥うん、ＨＰ０＝死、という状況にきわめて近い。三人仲間がいるクリスたちはまだしも、ノエルはひとりきりなのでまさしく……。

ノエル：‥わあっ!?

ＧＭ：‥では、戦いを始めよう！「───ゆくぞ、薔ば薇らの紋もん章しようの少女よ！」そう言って“〝ズシーンズシーンズシーン！”〟と光のゴーレムは突とつ進しんを始める！

ノエル：‥ひぃあぁああああああああっ!?



　戦いは、始まった。

　一枚まいの見えざる壁かべでパーティが分ぶん断だんされての戦いである。

　特とく殊しゆな環かん境きようなので、以下のルールを適てき用ようしている。



ノエルと他三人はエンゲージできない。

ＰＣ側が、壁を越こえて攻こう撃げきすることは不ふ可か能のう。

防ぼう御ぎよ魔ま法ほうや治ち癒ゆ魔法を壁越しにかけることは可能。

ギルドスキルは全員に効こう果かを発はつ揮きする。



ノエル：‥だだだ大だい丈じよう夫ぶですかっ、大丈夫なんですかっ!?

クリス：‥……ノエルさん、キミはこっちを気にしなくていい！

トラン：‥そのとおりです。奴やつらはたやすく倒せる敵ではありませんが、こちらもたやすく倒されはしません。

エイプリル：‥そういうことだ。───ゆくぞ。

ノエル：‥う、うう……！　み、みんながかっこいいっ!?

トラン：‥さあ、ノエル。あなたがこのダンジョンで得たすべての経けい験けんを最さい大だい限げんに活いかして、戦いなさい！

ノエル：‥わ、わかりましたあっ！　く、黒い力とか人にダマされないとかですねっ!?（笑）

ＧＭ：‥「ぬう……継けい承しよう者しやが黒き思考に惑まどわされておる！」（一同爆ばく笑しよう）

トラン：‥では、ノエル！　まずは《陣じん……！

ノエル：‥じ、《陣形》ですねっ!?（←学習している）



　第一ラウンドのしょっぱな、ＰＣ側はギルドスキル《陣形》を使用、敵に切り込こまれる前に飛び出し、戦いやすい戦線を構こう築ちくする。





ＧＭ：‥ちっ、散りやがった。これで範はん囲い攻撃は意味ないか！

トラン：‥続いて、同じセットアッププロセスに《ウィークポイント》使用、ノエルの次の攻撃に＋７ダメージ！

ＧＭ：‥ぬ、それがこのパーティの戦闘パターンか。クリスは盾たて役やくだな。……ディブロウは、キミらの動きを見て面おも白しろそうに言う。「───ほう、戦い慣なれている！」

トラン：‥こんな場所で八百年も足あし踏ぶみしていたお前らに、現げん代だいの戦せん術じゆつというやつを教えてあげましょうっ!!

ＧＭ：‥「だが、絶ぜつ対たい的な力の差はくつがえらん！」行こう動どう値ち14のディブロウから行動！　エンゲージに入ってきたクリスに攻撃！《マススラッシュ》使用!!　奴が剣を振ふりかぶった、と思った瞬しゆん間かん、その太た刀ち筋すじが

“〝ヴンっ……”〟と視し界かいから消え……！

クリス：‥速いっ!!

ＧＭ：‥次の瞬間、すでにディブロウの刃やいばはクリスののど元に現われた。命中は９＋４Ｄ！（ダイスを振る）……クリティカルしない！　26っ!!

トラン：‥この一発目、よけるか、低いダメージですめば……このラウンドのわたしの行動でノエルに支し援えん魔法がとばせてラクになる……頼たのむ！

クリス：‥簡かん単たんに言うな！　クリティカルのみだ！（ダイスを振る）……無理！　だが、私には神のご加か護ごがある！　具体的には《プロテクション》が！

ＧＭ：‥「まずは、一匹ぴき！」と……ダメージロール！　32＋２Ｄで……

ノエル：‥32っ!?

ＧＭ：‥10レベルエネミーの力、あなどるな！（ダイスを振る）……ピンゾロっ!!（一同爆笑）

トラン：‥さ、さすがだなあ、菊池さん（笑）。

クリス：‥これぞ神のご加護！（笑）さらに《プロテクション》っ!!（ダイスを振る）……防ぼう御ぎよ力りよくあわせて24点止め!!　10点ダメージ！　……まだまだあ！

エイプリル：‥ここで、俺おれだな。……ふ、皮肉なもんだな。利用しようと思って近づいたお嬢ちゃんに自分の命を握にぎられるなんて、よ。

トラン：‥利用っ!?　誰だれが!?　とーんでもない！　わたしはちがいます！（笑）

エイプリル：‥話はあとだ！《デスターゲット》使用でディブロウに射しや撃げき！（ダイスを振る）



　両手にかまえた拳けん銃じゆうが、エイプリルのかろやかなステップと共に咆ほう哮こうを上げる。

　攻撃能のう力りよくに特化したディブロウの回かい避ひ能力は、低い。

　あっさり、その動きを銃じゆう弾だんが捉とらえ───与あたえたダメージは24ダメージ。



エイプリル：‥24、か。回避も防御も、たいしたことねえな。

ＧＭ：‥続けてマンティコアが……クリスに獅し子しの爪つめで襲おそい掛かかる！　８＋３Ｄで……（ダイスを振る）

クリス：‥く……またクリティカルのみかっ!!（ダイスを振る）……だめ！



　このクラスのエネミーが相手ともなれば、アコライト／ウォーリアのクリスにとってその攻撃をかわすのは難むずかしい。

　が……。



クリス：‥……《プロテクション》っ!!（ダイスを振る）……合計25点止めっ！

ＧＭ：‥ぐは、ダメージ通らずかっ!!

クリス：‥よけられなくば、防ぼう御ぎよすればいいだけのこと！　神のご加護をなめるな！

ＧＭ：‥ち！　では続いて光のゴーレム！　ゴーレムの目とおぼしき穴あなに“〝キュイィイイイイイン……”〟となにか魔ま力りよくが集中して───“〝ビシキュ───ン！”〟そんな甲かん高だかい昔と共に、一いち条じようのレーザーが撃うち放たれる!!

トラン：‥ビ、ビームか!!　ターゲットは!?

ＧＭ：‥ビームは、キミたちから見ればあさっての方向に飛び……壁かべに直撃。

一同：‥え？

ＧＭ：‥そして、つるつるに磨みがき上げられたその壁で乱らん反はん射しやし、カ、カカカカ！　と反射しまくって……（一同爆笑）……ターゲットはランダムで決めます。

トラン：‥こっちにもくるのかっ!!

ＧＭ：‥１でノエル、２でクリス、３でトラン、４でエイプリル……（ダイスを振る）……１！

ノエル：‥あたしだ───っ!?

ＧＭ：‥キミの後方からビームが飛んできます（笑）。６＋３Ｄ！（ダイスを振る）……16!!

ノエル：‥16！　ふつーじゃよけられないけど、フェイト使ったほうがいい……!?

トラン：‥んー……攻こう撃げき力りよくがどのくらいかわからないから、なんとも……。

ノエル：‥そ、そっかー……そかそかそか！　じゃあ、そのままで振ります！　11か12でよけるのでそれを祈いのって……（ダイスを握にぎりしめて）……（なにか祈るような口調になって）……ああ、ビームが来る！　でも、みんなのために、みんなを救うために……み、みんなはあたしをダマしたり利用しようとしたりしたけど……っ。

トラン：‥よけいなコトを考えちゃだめだ───っ!?（笑）

ノエル：‥（ダイスを振る）はぁう……っ、だめだー！

ＧＭ：‥ダメージロールは10＋３Ｄの魔法、光ひかり属ぞく性せいダメージ！（ダイスを振る）……21！



　……だが！　この攻撃もまた、クリスの《プロテクション》に阻はばまれ、ノエルに３点のダメージを与えるにとどまった。

　続くノエルはトランの指し示じにより待機し、トランは《フェイス：‥ゴヴァノン》をノエルに対して使用！

　次のクリスはフェイトを１点使用、命中判はん定ていを振り直してまで攻撃を当て───持てる力のすべてをディブロウにたたき込む！



クリス：‥……ここでいく！　一気にたたみかけるぞ！《ボルテクスアタック》も使用！　ダメージロールは８＋９Ｄっ!!（ダイスを振る）

一同：‥うわ、出目いいっ!?

ノエル：‥す、すご───いっ！

クリス：‥……合計42っ！

ＧＭ：‥「ぐ、あ……っ！」直前まで余よ裕ゆうの口調で語っていたディブロウから苦く悶もんのうめきがもれる！　物理防御が10だから、32ダメージか！（これで合計56ダメ!?）



　ちなみにディブロウのＨＰは、１２０である。

　今の攻撃で半分近くのＨＰを失った計算になる。

　だが、逆ぎやくに言えば“〝まだ”〟半分でもあった。



ノエル：‥ここで［待機］してたあたしの番ですよね！　目の前の光のゴーレムさんに《スマッシュ》と《バッシュ》！　全力でゴリゴリっといきます！（ダイスを振る）……おぉっ!?

一同：‥クリティカルしたっ!!（笑）

ノエル：‥お、おおぉお───っ！　おーおー！（←感動しているらしい）

ＧＭ：‥光のゴーレム回避……（ダイスを振る）……って、クリティカルのみじゃ無理!!

クリス：‥いいぞ！　ここで一気にたたみかけるんだ！

ノエル：‥わかりましたあっ!!　さっきクリスさんがやってた技わざですねっ!!　ボ……《ボルテクスアタック》!!　ダメージって、フェイトも使えるんですよねっ!?

トラン：‥使えますっ!!　おもいっきりやっちゃってください！

ＧＭ：‥（や、やばい。一撃で殺されたら悲しすぎる）



　ちなみに、最初から光のゴーレムはノエルと一対一になることが想定されていたので、ＨＰは55しかなかった（もちろん、プレイヤーにはナイショである）。

　ディブロウに較くらべれば半分以下だが、これはレベル５級のエネミーに匹ひつ敵てきする。

　仲間に支し援えんをもらっているとはいえ、レベル５のエネミーは本来、１レベルのキャラクターがひとりで戦う相手ではない。

　ないのだが……。



ノエル：‥じゃあ、《スマッシュ》と《バッシュ》、《ボルテクスアタック》に、クリティカルで二個こ、さらにフェイト三個使用します!!

ＧＭ：‥これ、ダイス何個振るんだ……？　さらに《スマッシュ》と《ウィークポイント》も乗るからダメージ＋11だろ……。

トラン：‥ダイスの数は11個……？　22＋11Ｄ！

ノエル：‥い、いきますっ……（ダイスを振る）……おぉ───っ!?　高いですよっ!?

ＧＭ：‥ぐはあっ!?

トラン：‥な、何個……６が出てる？　ひーふーみー……あ、でも１も多い（笑）。

ノエル：‥え、っと、ダメージは……55ですっ!!

一同：‥おお──────っ!!（大だい絶ぜつ賛さん）

ＧＭ：‥えっと、トランの《フェイト：‥ゴヴァノン》もかかってるから、魔法ダメージ扱あつかいか！　ち、ちなみに光のゴーレムの魔法防ぼう御ぎよは３だから……。

クリス：‥52ダメージ抜ぬけたっ!!（笑）

トラン：‥ど、どうだっ!?

ＧＭ：‥斬きられた瞬しゆん間かん、湖面に映うつった月が波は紋もんで崩くずれるように光のゴーレムの映えい像ぞうは揺ゆらぐが……すぐに元の形を取り戻もどす。「ほう……さすがは薔ば薇らの紋章を持つ者。たいした力、だ」

ノエル：‥き、効きいてないっ!?　効いてないんですかっ!?

ＧＭ：‥「ふ、ふふ───」（←微び妙みように声が震ふるえている）

トラン：‥い、いや効いてないわけがないっ!!

ＧＭ：‥では、ここで第一ラウンド終しゆう了りようっ!!



　ここで、戦いは次のラウンドに突とつ入にゆうした。



トラン：‥では再ふたたび、ラウンドの最初に《ウィークポイント》!!　ノエルに!!

クリス：‥……意外に、いけるぞこの戦い！

エイプリル：‥（渋しぶい口調で）ああ。俺たちを相手にするには、少し力不足だったな。

ＧＭ：‥「それで終わりだと、思ったのか？」と、ゴーレムの声が心に響ひびく。

一同：‥へ？

ＧＭ：‥次の瞬間、再びクリスたちのいる室内に新たな魔力の塊かたまりが出しゆつ現げんした！

一同：‥なにぃ──────っ!?

ＧＭ：‥“〝ノソリ……”〟新たに現あらわれたふたつの魔力の塊……ゲートから、ぬうっと馬の頭が現われる。その血走った目がクリスたちをぎろり、にらみつけ、その口もとにいやらしい笑えみが浮うかぶ。



クリス：‥馬の頭……？

ＧＭ：‥そう、始めに教えておこう。これは、馬の頭を持つ魔族の錬れん金きん術じゆつ師し……ザガンだ！



ザガン

　錬金術を学び、それによって自分の肉体を強化した魔族

　人間狩がりを至上の喜びとし、捕とらえた者を錬金術の実験台にすることもある。

　レベル６のエネミーである。





クリス：‥さ、さらにレベル６が二体……！

ＧＭ：‥「どこを見ているっ!!」ディブロウが叫さけび、クリスに攻こう撃げきっ！



　戦いは、一気に緊きん張ちよう感を増ました。

　ディブロウの放った一撃はクリティカルでクリスを捕らえ、さすがに《プロテクション》をもってしても、ダメージを消しきることはできない。

　エイプリルの放つ銃じゆう弾だんだけでディブロウのＨＰを削けずりきれるわけもなく、続いて行動したマンティコアが吐はき出した《ウィルブレス》がクリスに直撃！

　ダメージこそ、その大半を《プロテクション》ではじいたものの、クリスは毒に冒おかされる。

　エネミーたちの攻撃は止まらない。

　新たに出現した二体のザガンのうちの一体は───。



ＧＭ：‥攻撃対象はランダムに決めます。えー……３だから、トラン！

トラン：‥こっちきた───っ!?

ＧＭ：‥“〝ぶるるうっ……ぶひひぃいぃん！”〟と、馬のいななきと共に繰くり出されたパンチがトランを捉とらえ───！（ダイスを振ふる）



　この一撃で、トランのＨＰは一気にヒト桁けたとなった。



クリス：‥これは……きびしいっ！

トラン：‥や、やばい……！　しかも魔法撃うちまくりでＭＰがきつい！

ＧＭ：‥では、もう一体のザガンはエイプリルに攻撃！（ダイスを振る）

エイプリル：‥回かい避ひ……！（ダイスを振る）……１、２、２で５！（一同爆ばく笑しよう）

一同：‥またか───いっ!!

トラン：‥シーフなら頼たのむからよけてくれ───っ!?

ＧＭ：‥どっちも回避できないな。まさに足を止めての殴なぐり合いだ（笑）。



　エイプリルの受けたダメージは《プロテクション》のダイス目が走ったこともあり、わずかに１点にとどまったものの……敵てきの数は一体も減へってはいない。



ノエル：‥み、みなさんだいじょーぶですか───っ!?

トラン：‥正直言って、きびしい……！　次のラウンド、敵に攻撃がまわったら……ヘタするとふたりやられる。

エイプリル：‥なあに、大丈夫だ。お嬢じようちゃんがあの光のゴーレムさえ倒たおせば問題はない。

ノエル：‥え……（と、ＧＭの顔を見る）。

ＧＭ：‥ふっふっふっふ……（不敵な笑い）。

ノエル：‥自信たっぷりに笑ってますよ───ぅっ!?

トラン：‥は、はったりだ！

クリス：‥とにかく自分の力を信じて……斬きれっ!!

ノエル：‥フェイトも《ボルテクスアタック》もないのに……っ！　とにかく斬りますよっ！

ＧＭ：‥まあ、落ち着け。ノエルの前に光のゴーレムの順番だ。

ノエル：‥あ、そか……またビームですか!?

ＧＭ：‥いや、あれは１ラウンドおきにしか撃てない。光のゴーレムは言った。「継けい承しよう者しやの力、この拳こぶしをもって試ためさせてもらおう」（一同爆笑）

ノエル：‥拳かいーっ？（大爆笑）

ＧＭ：‥“〝ヴン！”〟繰り出した光の腕うでが残ざん像ぞうを曳ひいて（ダイスを振る）……クリティカル！

一同：‥うわ───っ!?

トラン：‥だ、大丈夫！　あたれば死ぬかもしれないが６ゾロを出せばよけますっ！

ノエル：‥期待しないで～……あたし、ぷ、ぷれっしゃあに、弱いのぅ……（一同爆笑）。

トラン：‥そんなこと言わないで───っ!?

ノエル：‥って、その前に回避……（ダイスを振って）……失敗～！

ＧＭ：‥ではダメージいくぞ！　ダメージロールは、16＋６Ｄで……。

ノエル：‥そ、それは死ねる、死ねるかも……！

ＧＭ：‥「継承者ならば、この苦く境きようを乗り越こえてみせよっ！」そう叫んでカッ、と目が見開き……「───刮目せよ!!」（ダイスを振る）

ノエル：‥（ダイスを数えながら）あ、あぅー……う……お、おっきい……。

ＧＭ：‥……合計41!!

トラン：‥ぐ！　ぷ、プロテクションの出目によっては……死ぬ！　防ぼう御ぎよ力りよくをさしひいて36ダメージ。今のノエルのＨＰが28。８点足りないから……《プロテクション》４Ｄで９以上出せば……生き残る！

クリス：‥４Ｄで９なら出ると思うが……いちおーフェイトも一点使用して、５Ｄにして撃ちます！（ダイスを振る）……21！

一同：‥……よしっ!!

トラン：‥防御力あわせて26点、防御！　15ダメージ受けて残るＨＰは13か！

クリス：‥次、攻撃をくらうと《プロテクション》あっても危あぶない……。

ノエル：‥こ、ここであたしですねっ、倒さないと危ないですかっ!?

ＧＭ：‥「心して聞け。その一撃をはずせばお前の命は、なあい……」

ノエル：‥そそそそんな言葉に惑まどわされない！　絶ぜつ対たい勝つーっ、ゴーレムの言うことなんか耳を傾かたむけないっ、背はい後ごのきくたけさんの声も聞きませんっ！



　それはただの現げん実じつ逃とう避ひである。



ノエル：‥《スマッシュ》＆《バッシュ》！（ダイスを握にぎってカチャカチャ振ふりながら）お、お願い……お願い！　こ、ここでふんばらねばみんながもう倒れちゃうっ!!　はい、はい、ノエルいきます、がんばりますっ、ノエルいきますっ!!（ダイスを振る）………………やだあっ!?（←ダイス目があまりよくない）

トラン：‥いや……いや！　それほど悪くない！

ＧＭ：‥うむ、こっちは回避低いからね。６ゾロのみで回避可か能のう！（ダイスを握る）

ノエル：‥きっと１！　１かな……１ですよっ!?

ＧＭ：‥では、一個こずつ振ろう。（一個目のダイスを振る）……６つ

一同：‥うあ──────っ!?

トラン：‥さ、さすがというか……！

ＧＭ：‥では、二個目……。

ノエル：‥１でろっ、１ぃ───っ!?

ＧＭ：‥……どりゃっ！（ダイスを振る）



　乾かわいた音をたてながら、ダイスはなにやら大きい目を上にしてテーブルを転がっていく。

　出た目は……。



一同：‥おああああああぁああっ!?

ＧＭ：‥６……ぐ、いや……っ！　───５かっ!!（笑）

クリス：‥あぶね───っ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥くう……っ、キミの剣けんの一いち撃げきがゴーレムの光を捉とらえたっ！　“〝ビシュウッ！”〟断たち斬られたその傷きずから青白い光がほとばしり、ゴーレムはその光度をしだいに失っていく！

ノエル：‥当たりました───っ!?

ＧＭ：‥やがて……ドシャり。彼は、その場に崩くずれ落ち……。

ノエル：‥おおお───っ！

トラン：‥あれ？　まだダメージロール振ってないですよ？　死ぬんですか、それで。

ＧＭ：‥あ（←素すで忘わすれた）。ま、巻まき戻もどし巻き戻し！　倒たおれかけたけど、噴ふき出した光も吸すい込こんでシャキーンと立ち上がる（一同大爆笑）。

ノエル：‥はあうっ!?（笑）じゃあ、ダイスを振ります！　22＋４Ｄで……（ダイスを振る）……ぅああ～……だめ～……（笑）　１、２、５、２……４Ｄで10しか～（笑）。



　ちなみに、六面ダイス四つを振った時の期き待たい値ちは14である。



トラン：‥力丸さん、基き本ほん的にダイス目、よくないんですね……（笑）。

ノエル：‥ごめんなさい、よくないです～。

ＧＭ：‥だが、そのダメージで十分だ。なにせゴーレム、残りＨＰは３だったからな。

ノエル：‥えぇ───っ、さっき不ふ敵てきに笑ってたのにいっ!?

トラン：‥や、やっぱりハッタリか！（笑）

ＧＭ：‥まあ、ともかくだ。剣がゴーレムの身体からだに突つき通り……光がほとばしる。同時に、彼を構こう成せいしていた光がほどけていく───。ややあって、ゴーレムの身体は完全に霧む散さん、彼の立っていた場所に浮うかび上がったのは───。



　魔ま剣けん・カラドボルグ───。



    

  
    
      　　　　ENDING PHASE




◆Ending 01◆旅の仲間？




「……よくぞ試練をくぐり抜ぬけました」



　どこか優やさしげな声が、室内に響ひびく。

　四人は、眼がん前ぜんで光を放ちながら浮うかぶカラドボルグを見つめながら、その声を聞いていた。



ＧＭ：‥……というわけで。ここからそのままエンディングに移い行こうしまーす!　今回は、全員まとめての一シーンだけを用意しました。場面は、クライマックスシーンの直後……カラドボルグが浮かんでいる場面からそのままつながる。

ノエル：‥はーい。

ＧＭ：‥えー……ゴーレムの粉ふん砕さいと同時に、部屋の中央で遮しや断だんしていた透とう明めいの壁かべは消え去り、さらにはクリスたちと戦せん闘とうしていた四体のエネミーもその場で崩れ落ち、土つち塊くれへと変わっていた。

トラン：‥ところでひとつ、気になることが。

ＧＭ：‥気になること？

トラン：‥ええ。この光のゴーレムって、神様側のエネミーというか……なんか神聖な雰囲気があるのに、迷宮を守る番人はなぜ妖魔とかアンデッドみたいな奴なんでしょう（笑）。

ＧＭ：‥……。

ノエル：‥きっときくたけさんに深いお考えが……。

ＧＭ：‥…………。

ノエル：‥す、すみませんっ、もしかして聞いちゃいけない質問……質問なんですねっ!?

クリス：‥まあ、エネミーってのはたいてい邪悪だ。深い意味はないだろ。

トラン：‥いやまあ、いいんですが。なんとなく気になったので（笑）。

エイプリル：‥まあ、ラストの戦闘では、ゴーレム倒れたら他の奴も土塊に変わったろう？　実は個々のエネミーの姿と能力を持ったゴーレムだった、なんて可能性もある。

トラン：‥なるほど。

ノエル：‥あ、そーいえばゴーレムさんは？

ＧＭ：‥ゴーレムからほどけた光は、キラキラと輝かがやく砂すなとなり……浮ふ遊ゆうするカラドボルグの下に降ふり積もっているね。

ノエル：‥ああっ、ゴーレムさんしっかり～!!

ＧＭ：‥ゴーレムはそんなノエルに、優しい声で言葉を紡つむいだ。



「いいえ、私はもうだめです」（一同大だい爆ばく笑しよう）



エイプリル：‥もうだめです、じゃねーだろっ!?（笑）



「さあ、薔ば薇らの継けい承しよう者しやよ。カラドボルグを受け取りなさい。

　それこそが、お前に与あたえられた運命の欠片かけら───」



ノエル：‥あ、あの……聞きたいことが！　剣けんもそうなんですが……この肩かたのアザと、この薔薇の小箱はいったいなんなのですか～。



「……今はまだ、それを知る時ではありません」（一同爆笑）



トラン：‥知る時じゃないのか！（笑）

ＧＭ：‥（さっきくっついた設せつ定ていだからな。決まってるわけな……あ、いやまてよ）



「───ただし、これだけは言えます。

　薔薇の紋もん章しようと小箱の導みちびきにしたがい、残りの魔ま具ぐをすべて集めなさい。

　さすれば、記き憶おくと力は蘇よみがえり、貴女あなたは自分を知ることとなりましょう。

　そして、大事なものを失うこととなる」



ノエル：‥大事なものを失う？



「その選せん択たくは、少し先のこと。

　すべてを放ほう棄きしてひとりの人間として生きるか、運命に殉じゆんじるか。

　その時、選ぶのは貴女自身の意い志しにゆだねます」



トラン：‥また意味ありげなことを……。



「自分を求める旅は、けっして楽なものではありません。

　時にはだまされたり、だまされたり、だまされたり……」（一同大爆笑）



ノエル：‥あ、あの……。



「いやいや、それだけ旅は過か酷こくとゆーことです」（一同爆笑）



クリス：‥このゴーレム、なんか変な奴やつだな……。

エイプリル：‥菊きく池ち演えん出しゆつの怪かい物ぶつならこんなもんかと……。

ＧＭ：‥……。では、ゴーレムは最後の言葉を告げる。



「さあ、お話はここまでです。旅立ちなさい。

　ここから道を選ぶのは……」



ノエル：‥……。



「───あなたです」



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥そして、ノエルの眼がん前ぜんには柔やわらかな光をたたえるカラドボルグが浮うかぶ。

ノエル：‥じゃあ、それを手に取ります！

ＧＭ：‥うん。それはどこか暖あたたかく、どこか懐なつかしくて。キミが剣を手にして振ふり返れば……。

トラン：‥おめでとう、ノエル。

クリス：‥なんとか手に入れたな。

エイプリル：‥頑がん張ばったな、お嬢じようちゃん。

ＧＭ：‥そこには三人の仲間が、笑え顔がおを浮うかべ……君を出で迎むかえてくれた。

ノエル：‥ありがとうございます、みんなっ！　と、三人の元に駆かけ出していきます！



　───こうして。

　自分捜さがしに旅立ったノエルの最初の冒ぼう険けんは……ここに終わりを迎えたのだった。



　だがこれは、新たな旅への扉とびら。

　今、ノエルという少女をめぐり……神しん殿でん、帝てい国こく、ダイナストカバル……三つの組そ織しきの思おも惑わくが交差する、新たな物語は動き始める。

　五つの伝説の武ぶ具ぐとはなにか。

　ノエルの肩かたのアザとはなにか。

　そして、薔ば薇らの文様が刻きざみ込こまれた小箱……ひいてはノエルの出生の秘ひ密みつとは。



　さまざまな謎なぞを残し、

　さまざまな思惑が邂かい逅こうする中で。

　四人の旅は……



　───今、始まるのだ。





アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

みっしょん01「旅立ちは突然に　───Caladborg」

─Fin─



    

  
    
      　　　　PRE PLAY




◆PrePlay 01◆ＴＲＰＧは楽しい？




　さて、第一回のセッションが終わったその日のことである。



　ゲーム参加へのお礼と、第二話セッションのスケジュール確かく認にんのため、私きくたけは力りき丸まるさんにメールを送った。

　そのさい、「薔ば薇らの小箱……なんに使いましょうか（笑）」と、軽い気持ちで書いた。

　正直なところ……ＴＲＰＧが初めてだった力丸さんが、ゲームは面おも白しろかったか、遊びにくいところはなかったか、いろいろ気になったわけで……そのへんの感想を聞き出す意味もあって、そんな話題を振ふったのだが───。

　数日後、深夜にその返信があり……私は部屋の中でひとり、こう叫さけんだ。



「……おわっ!?」



　以下、メールの内容を、抜粋したものである（掲けい載さいは本人の了りよう承しよう済ずみ）。



　　　＊　　＊　　＊



　お返事が遅おそくなりまして、本当にごめんなさい……。



（中ちゆう略りやく。セッションの感想……レベル低くてよかったですとか、みんなに迷めい惑わくかけなかったか心配です……などの内容がつらつら書かれている）



　それで本題なのですが！

　実は私の中で考えていたのは、薔薇の小箱は「ノエルの出生の秘ひ密みつが隠かくされている」、というか、その薔薇の小箱の封ふう印いんを解とくと、ノエルの「本当の姿すがた」が現あらわれるという存そん在ざいにしたかったのです。

　最初は漠ばく然ぜんとしていたのですが、ノエルは捨すて子で出生がわからない。出自が［始し祖その紋もん章しよう］→「神の恩おん恵けいを受けている」、境きよう遇ぐうは［秘密］を引いた（ルールブックを拝はい見けんするとＧＭと相談と書いてありましたね。すみません……）ので、彼女の生おい立ちに、なにか秘密めいたことを入れたい、と思ったのです。

　それに加えて、リプレイを行なっていくうちに、ノエルはクリスとトランがそれぞれなにか意見を言うたびに、「あ、クリスさんを信じます」「あ、トランさんの言う事も正しいかも」と、神を信じる人の意見を取ったり、悪の秘密結社の人の意見を取ったりしていました。

　なので、「えぇ～い、ノエルは天使と悪あく魔まの子だっ！」（天使と悪魔のハーフ？）と……。

　つまり、神の言葉にも悪の言葉にも惹ひかれる……と言った方がいいのでしょうか。



（中略。ノエルと小箱にからむ、こんな設せつ定ていは可か能のうかという話がわんさか）



　……ということを考えていたのですが、どこまでの設定がＯＫなのか把は握あくできていませんで、ごめんなさい……。

　あと、私は最初に「薔薇の小箱は、現げん段だん階かいでは開くことができない」と設定したので、小箱を開く切きっ掛かけのような出来事が必要になってくるかと。

　そこで、ラストステージで手に入れた剣けんがあるので、折せつ角かくなのでそれが封印を解く鍵かぎになれればな～と考えていたのですが、これはＧＭであるきくたけさんにご相談させていただきます～。そういった方向に持っていくことは可能でしょうか？



（中略。小箱の形けい状じようについていろいろ書かれている）



　それと小箱に関しては、もうひとつ漠ばく然ぜんとした考えがあるのですが……。

　ちなみに、あの時にきくたけさんがおっしゃっていらした「武ぶ具ぐは全部で五つある」という設定は生かすのでしょうか？

　つまり、今度のリプレイで残りの四つを見つけられるようにするのでしょうか？

　もしそうされるなら、私が考えていた小箱は、ダイスのように六面あるのですが、一面だけは、旅立つ際さい、私が「箱にも薔薇の紋章があります」と設定を言ってしまったので、ちょうど残りは五面。

　武具をひとつ見つけるたびに……



（中略。小箱にからむシナリオソースのようなことが書かれている）



　……きくたけさんが、リプレイ中、巧たくみに伏ふく線せんを張はって回かい収しゆうされていらっしゃるので、そこから思いつきました。



　なお、以上のことはあくまで私の思いつきを書いただけですので、却きやつ下かになっても大だい丈じよう夫ぶです～。また別の小箱の使い道を考えます！



（中略。実はこんなキャラも考えていたという話が書かかれている）



　と、長文になりましてすみません……。



　薔ば薇らの小こ箱ばこの件けんをご検けん討とうしていただきたく、ＧＭ様！

　どうぞ宜よろしくお願い致します！

力丸乃のりこ



　　　＊　　＊　　＊



　……と、以上である。

　ノエルの設定に始まり、蓄蕨の小箱の設定、物語アイデア、希望の……山・山・山!!

　全文掲載すれば、十ページにも及およぶかという力作である。

　このメールを読んで、私は決心した。

「よっしゃ、これから先のキャンペーンシナリオの中に使える部分は全部使ったるっ」

　同時に、確かく信しんできた事実がひとつあった。

　それは……

「このＴＲＰＧという遊びを、彼女は面白いと感じた」



　……ということだ。

　新しい誰かがＴＲＰＧを面白いと思ってくれるのは、なにやら嬉うれしいものだ。

　その日は、思わず幸せな気分で眠ねむれたきくたけである。

　ただ、この日の私はまだ知らなかったのだ。



　後日、複ふく数すうのメールにわけて、ノエルの服ふく装そうや追加の設定などが大量に送られてくることになる事実を───。



　そして、第二回セッションの日は、やってきた。



◆Pleplay 02◆今回予告とハンドアウト




　第一回のセッションから二週間ほどが経けい過かしたその日。

　再ふたたび、本キャンペーンの参加メンバーがF.E.A.R.社へと集結していた。



「やっぱりみんなマイ・ダイスを持ってるもんなんですよねえ……自分のダイスじゃないといい出目ってでないんでしょうかね～」

「はい？　なんでです？」

「ほら、あたしぜんぜんいい出目でないのに、みなさん６ばっかり出すじゃないですか」

「気のせい！　まあ、同じダイスを使い続けて育てる、なんて人もいますがね（笑）」

「……愛あい情じようじゃなくて怨おん念ねんでは？」



　そんな馬ば鹿かな話を繰くり返すうちに……ややあって、遅おくれていたひとりがやって来る。



「すいません、遅れました～」

「よし、そろった。セッションを始めようか！」



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥では！　ここからセッションに入りましょう！　前回がダンジョンばっかだったので、今回はちょっぴりシティアドベンチャー風味を加えてありまーす。では、例によって今回予告……いきます！



「旅先に届とどけられた一通の手紙。

　それは、ノエルにとって懐なつかしい人からのものだった。

　だが、その男の“〝優やさしい笑えみ”〟という仮か面めんの下にある本心は、ノエル以外には見えていた」



エイプリル：‥……見えているのかっ!!（一同爆ばく笑しよう）

ノエル：‥あたしだけ見えないってダマされてるってことですかっ!?（笑）



「秘ひめられた策さく謀ぼうが、第二の武ぶ具ぐと共に現あらわれる───」



　アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

　第二話「銀の籠こ手ての呼よび声　───Airgetlamh」



「冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが、キミを待つ！」



トラン：‥やっぱり見えるらしい（笑）。

ノエル：‥ア、アガ、アガ……？

クリス：‥アガートラーム？

エイプリル：‥ふむ、とりあえず印象的な言葉を並ならべてみよう。───“〝仮面”〟。

ノエル：‥かめん。

トラン：‥“〝男の笑み”〟……仮面の男の笑みか。いつもの菊きく池ちさんが出すＮＰＣじゃないか。

ＧＭ：‥好きなんだからしょーがないだろう。では、続いてハンドアウトにいきます！



ノエル用ハンドアウト

コネクション：‥ソーウェン公こう爵しやく　　　関係：‥恩おん人じん

　旅先に舞い込こんだ、一通の手紙。

　それは、パーティへの招しよう待たい状じようだった。

　差し出し人の名は、ソーウェン公爵。

　それはキミが幼おさないころ、両親が世話になった男の名前だった。



エイプリル：‥……ソーメン公爵？（一同爆笑）

ＧＭ：‥………………もう、きっとこのＮＰＣ、“〝ソーメン”〟としか呼ばれないな。

ノエル：‥もうダメですね～ソーメンさんですよ～。

クリス：‥どーでもいいが、いかにも人をだましそうなＮＰＣだ。

ノエル：‥あ、あたしにとってはいい人……なんですよね？（笑）

ＧＭ：‥ええ、めちゃくちゃいい人です。両親がさんざんお世話になりましたよ。

エイプリル：‥で、借金を背せ負おわされ、土地屋や敷しきをダマしとられるんだな。

ＧＭ：‥ンなことしとらんっ！（笑）……貿ぼう易えき商しようをやってて、お金持ちらしいが。まあ、プレイに入ればわかる。次～。



クリス用ハンドアウト

コネクション：‥マティアス　　　　　関係：‥恩人

　はげ上がった頭をさすりながら、いつものようにマティアスは温和な瞳ひとみで……言った。「ダイナストカバルに動きがあった。貴き公こうの、正せい義ぎの戦いの始まりだ」

　ふいに、ノエルの笑顔がキミの脳のう裏りに浮うかんだ。



クリス：‥なんかものすごいてきとーなハンドアウトだ！

ＧＭ：‥そそそんなことはないぞ！

クリス：‥ところで、なんでそこでノエルの顔が浮かぶんです。

ＧＭ：‥ああ、今回の事じ件けんも例によって彼女がからむので（笑）。次ー。



トラン用ハンドアウト

コネクション：‥大だい首しゆ領りよう　　　　　　　関係：‥主人

　───アガートラーム。

　それが、ノエルにまつわるふたつ目の武ぶ具ぐの名だった。

　どうやら、その所しよ在ざいがあきらかになったらしい。

　ダイナストカバル首領より、招集命令が届いた。



トラン：‥こっちも第一話と同じじゃねーか！（笑）

エイプリル：‥ところで、アガートラームってなに？

ＧＭ：‥今回出しゆつ現げんする、五つの武具のうちのひとつで……。

トラン：‥ケルト神話の神様だかなんだかですよね。たしかその銀色の腕うでそのものを指さすんでしたっけ？

ＧＭ：‥ういうい（笑）。よって今回の武具は籠手、ということです（笑）。

エイプリル：‥なるほど。

ＧＭ：‥では、次ー。



エイプリル用ハンドアウト

コネクション：‥神しん聖せい皇こう帝ていゼダン　　　関係：‥ビジネス

　そこは、ヴァンスター帝国の最さい南なん端たんにある街……その場末のバー。

　そろそろ、皇帝より新たな命令がくるはずだ。

　そんなことを考えていた時だった。

　男が、キミに語りかけてきたのは───。



エイプリル：‥……こっちも同じだ（笑）。命令を受ける場所が変わっただけだ。これを黄金パターンにしようとしているな。

トラン：‥こっちは場所すら変わってない（笑）。よし、オープニングで好き勝手な演えん出しゆつを考えよう。

ＧＭ：‥おう、なんでもこい！（笑）



◆PrePlay 03◆レベルアップ!!




　今回予告とハンドアウトの読み上げが終わり、全員、前回稼かせいだ成長点のチェックをする。

　そう……レベルアップのお時間である。



トラン：‥……前回、成長点を32点稼いだわけですが、考えてみればもともとレベルが４だったのでレベルアップできません（笑）。

ＧＭ：‥そーだね（笑）。今回、レベルアップできるのはノエルだけだ。あ。キャラクターは、稼いだ成長点を消費することで、レベルアップをすることはできるんです。これにより、能のう力りよく値ちを上じよう昇しようさせたり、新しいスキルを取得したりします。

ノエル：‥はい（笑）、そこは勉強してきました！（と、ルールブックを机つくえの上に置く）

一同：‥ぬおっ!?

トラン：‥な、なんかまたルールブックにたてられた付ふ箋せんの数が増ふえてる……？

ノエル：‥前回の教訓を生かしてですね、ちゃんとチェックしてきました～。

ＧＭ：‥すばらしい（笑）。

ノエル：‥ところで……今さらなことを聞いていいですか？　前回、教わりながらキャラクター作ったんですけど、なんであの時……。

　ここでいきなり、ルールの質しつ問もんを繰くり出してくる力丸さん。

　……というか、ゲーマーの素そ質しつがあるかもしれない（笑）。



ノエル：‥だいたいわかりましたっ！　ありがとうございます～。

一同：‥いえいえ（笑）。

ＧＭ：‥よし、では疑ぎ問もんが解とけたところで……レベルアップしようか！

ノエル：‥はーい。えっと、レベルアップに必要は成長点は、現在のレベル×10ですよね？　２レベルになるのに10点かかります。

ＧＭ：‥そのとおり（笑）。

ノエル：‥で、まだ成長点が35も残りますが、一気に３レベルに上げちゃってもいいんですか？

ＧＭ：‥ＯＫですよ。あと20点消費してくださいませ。

ノエル：‥わかりました～……これで３レベル！　みなさんとの差が一気に縮ちぢまりますよ！



　ノエルのレベルアップが始まった。

　他の三人はレベルアップしないもんだから、彼女にいろいろアドバイスをする。

　わいわいがやがや、たいへん楽しげである。



ノエル：‥とりあえず……この《ブランディッシュ》が気になるんですけど、どうでしょう？　いっぺんにいっぱい攻こう撃げきできるんですよね？

トラン：‥ああ、その選せん択たくはありですよ。敵てきがたくさん出てきた時に、活かつ躍やくできます。

ノエル：‥それとそれと気になるのが、《バーサーク》なんですが……これ、攻撃力が上がるけど、回かい避ひが下がりますよね？　初心者には危き険けんでしょうかっ？　ほら、かわたなさんは前のリプレイで《バーサーク》のレベルをいっぱい上げてたじゃないですか。てことは使えるスキルなのかなと……そのへんを先人にお聞きしたいです。

クリス：‥私が《バーサーク》を上げていたのはですね……（以後、いろいろ説明）。

ノエル：‥んー……すると厳きびしそうですねえ……だったら───。

ＧＭ：‥ぬう……力丸さん、すでにゲーマー会話になってるとこがすごい……。

ノエル：‥あと、《バッシュ》です《バッシュ》！　ノエルのレベルがふたつ上がると、とれるスキルは四つだから……《ブランディッシュ》、《バッシュ》が＋２レベルで～……あとなにとろう～♪　……あ、まちがってないですよね？（おそるおそる）



　───さわぐこと三十分。

　ノエルのレベルアップは、無事完かん了りようしたのであった。



ノエル：‥もう役立たずとか、お邪じや魔ま虫むしとか言わせませんよ～。

ＧＭ：‥ンなこと誰だれも言ってねえ！（笑）では全員、買い物やらなんやら済すませたら、セッション本ほん編ぺんに入ろうか！



　なお、前回のラストで入手した魔ま剣けんカラドボルグは、ノエルが装そう備びすることとなった。

　以下が、そのデータである。



カラドボルグ

種別：‥両手剣

命中：‥－｜１

攻撃力：‥［CL＋９］

効果:命中判はん定ていの直前にＭＰを３点消費することで、対象の物理／魔法防ぼう御ぎよ力りよくを０としてダメージロールを行なうことができる。

　この効果は、一シナリオに三回まで使用できる。

　効果が発動したさい、剣の刃やいばは雷らい光こうをまとい、青白く輝かがやく。



    

  
    
      　　　　OPENING PHASE




◆Opening 01◆届とどけられた招しよう待たい状じよう




　はじめての冒ぼう険けんから、三日が過すぎた。

　三人の仲間と共に旅へと出たノエルは、期待に胸むねをふくらませていた。

　これから自分たちが綴つづるであろう、その冒険の物語に───。



ＧＭ：‥では、最初のオープニングはノエル───キミのシーンだ。前回の冒険から一週間ほどがたった。舞ぶ台たいはヴァンスター帝てい国こく領・フィジアス島の東海岸にある、大きな港町……さらには、そこにある旅館の一室だ。

ノエル：‥えっと、なんていう町ですか？（←メモを取ろうとしている）

ＧＭ：‥………………。

ノエル：‥？　あの、町の名前は……。

ＧＭ：‥………………（笑顔）。

トラン：‥さては決めてなかったなっ!?（笑）

ノエル：‥あ、う、あわわ……ごめんなさい、聞いちゃいけない質しつ問もんだったんですねっ!?（笑）

ＧＭ：‥で、では……レブナントで。港町レブナント。……前のシナリオで出会ったキミたちは首都を出て、旅を始めた。あれから数日経たったが、まだフィジアス島からは出ていない……そんな状じよう況きようかな。

トラン：‥なるほど。ここから船に乗って大陸に渡わたるのかな。

ＧＭ：‥ちなみにこのシーン、他のＰＣは登場不ふ可かです。四人とも同じ旅館に部屋はとったんだけど、他の三人は出かけている、ということで。

クリス：‥呼よんでも助けはこないよ～。

ノエル：‥え、あ……!?　なんかいきなり不ふ吉きつなことを……っ!?

ＧＭ：‥時じ刻こくは、朝の八時くらい。その日キミは、“〝ドンドン……”〟と、ドアがノックされるその音で目が覚めた。

ノエル：‥ん、んん……（←微び妙みように色っぽい目覚めの吐と息いき）……と、目をこすりながら起きるんですが、ちょっと特とく殊しゆサービスでＴシャツ一枚まいです（一同爆ばく笑しよう）。

トラン：‥特殊サービスってなんだっ!?（笑）

ＧＭ：‥ドア越ごしに聞こえるのは、この宿屋に住み込こみで働く世話係の男の、くぐもった声だ。

「───ノエル様。あなたを尋たずねてお客様がみえておいでです」

ノエル：‥お客様？　ここに泊とまってるのは、誰にも知らせてないのになあ。とりあえず、ドアを開けます。───“〝がちゃ”〟っと。

ＧＭ：‥扉とびらを開ければ、そこに立っていたのは品のいい紳しん士し。服ふく装そうからすると、男は貴き族ぞくに仕える執しつ事じ……ってとこでしょうか。六十歳さいくらいで、物もの腰ごしも優やさしい。

ノエル：‥どなたですか～？

ＧＭ：‥「あなたが、グリーンフィールド家のご息女・ノエル様ですね？　わたくしはソーウェン公こう爵しやくの使いの者で……ガゼルと申します」

ノエル：‥公爵？　その公爵様のお使いがあたしになにを……？　そんな人、知りません～。

ＧＭ：‥「これは異いなことを。公爵は、あなたのご両親とは懇こん意いにしていたと聞き及およんでおりますが───」

ノエル：‥は！　そういえば犬のように鳴くお母様からそんな話を聞いたことがありました～（一同爆笑）

ＧＭ：‥そんなよけいなコトは憶おぼえてなくていいんだっ!!（笑）

ノエル：‥それでその、公爵様があたしにどのような……。

ＧＭ：‥「はい。この度たび、公爵様が五十歳の誕たん生じよう日びを迎むかえられまして、その記念に舞ぶ踏とう会かいを催もよおすこととあいなりまして。で、ぜひともグリーンフィールドのお嬢じよう様さまをご招待したいとおっしゃられまして……」



    

  
    
      ノエル：‥お会いした記き憶おくもほとんどないあたしに……ありがとうございます～。

ＧＭ：‥「ところが、屋や敷しきの方に伺うかがいましたところ、ノエル様は旅に出たとおっしゃるではありませんか。この一週間、探さがし回りまして……やっとここを探し当てたのでございます」

ノエル：‥一週間もあたしをお探しになったのですね～もうしわけないのです～……ところで、その舞踏会は父と母もお呼ばれしているんですよね？

ＧＭ：‥「……は？」

ノエル：‥あれ？　両親も古い知り合い、なんですよね？　だから呼ばれているのかな、と。

ＧＭ：‥「……」

ノエル：‥……。

ＧＭ：‥……えー、なんですかその。わたくしめが命ぜられたのは、ノエル様をお連れすることだけでして」

トラン：‥うわ、あやしいっ。

ノエル：‥（さわやかな声で）そうなんですか～、じゃああたしは伺います～。

クリス：‥疑うたがおうよっ!?（笑）

ＧＭ：‥「舞踏会は三日後───場所はこちらのご招待状の方に記されております」

ノエル：‥わかりましたあ……（他のプレイヤーを見回して）……あ。あのう……誰かお友達とか連れて行ってもいいですか？

ＧＭ：‥「ご安心を。その招しよう待たい状じよう一枚で二名様までご入場できます」（一同爆笑）

ノエル：‥あ、ほんとだ～書いてあります～。

クリス：‥……って二名っ!?　たぶんその舞ぶ踏とう会かいで事じ件けんが起こるんだろっ!?　あとふたりはどーすんだっ!?

ＧＭ：‥うひひ。「───では、三日後にお会いできることを、楽しみにしております」ガゼルと名のったその男は品よくノエルに一礼すると、宿屋を出て行きます。

ノエル：‥うーん、でもふたりしか入れないのも困こまったなあ……。

ＧＭ：‥「（しわがれた声で）ひきかえすなら今のうちじゃあっ！」

ノエル：‥へぅっ!?

ＧＭ：‥“〝バタンッ!!”〟廊ろう下かをはさんで対面にある部屋のドアが威い勢せいよく開くと、例の占うらない師しのパパアがけわしい顔で正座せいざをしている（一同大爆笑）。

トラン：‥なんでこんなとこにいるんだよっ!?（大爆笑）

ノエル：‥（大笑いしながら机つくえにつっぷして）いや、いやっ、ちょっと待ってくださいっ……×▼●■……っ、すいません……素すでおかしく…って……ちょっと待って……っ！（笑）



　一同、笑い転げてプレイが三十秒ほど中ちゆう断だんする。



ノエル：‥（笑いをこらえながら）……く……あ、あなたはあたしが旅立った時にいた占いのおばあさん!!　なぜこんなところに！（笑）

ＧＭ：‥「いや、おぬしの行く末が気になってのう……」

トラン：‥なってのう、じゃなくてっ!!（笑）

エイプリル：‥ばーさん、前は帝てい国こくの首都にいただろう！（笑）

クリス：‥ついてきたのかっ!!（笑）

ＧＭ：‥「ぐーぜんじゃ」

ノエル：‥なるほど～まったくのぐーぜんなんですね～。

ＧＭ：‥「うむ。だが、ちょうどいい。お主には言っておきたいことがある～」

ノエル：‥言いたいこと？

ＧＭ：‥「お主は、踏ふみ出してしまったようじゃのう～だが、今なら間に合う～人として幸せに暮くらしたくば引き返すのじゃ～お主はまた災さい厄やくに巻まき込まれようとしている～」

ノエル：‥……え？

ＧＭ：‥「───汝なんじが求める五つ。それがこの世に出ることを好まぬ輩やからがおる……それだけは伝えておこう～」

ノエル：‥お、おばあさんっ、その輩のことをくわしく教えてくださいっ!!

ＧＭ：‥「それは言えぬのじゃあ～……」

一同：‥なにしに出てきたんだお前はっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：‥あ、あの、おばあさん～？　肝かん心じんなところをいつもごまかされるので、もやもやが残るんですけど～（笑）。

ＧＭ：‥「占いなんてそんなものじゃ」

トラン：‥占い師がそんなコト言うなよっ!?

ＧＭ：‥「ひひひ……努ゆめ々ゆめ忘わすれることなかれ～今ならまだ引き返せるということを～……」“〝ぎぃぃいいいいいいいいぃい……バタン”〟ドアが閉とじられた。

ノエル：‥い、意味ありげなことを～……。でもそういえば、光のゴーレムさんもなんか同じようなこと言ってましたね～。

クリス：‥やっぱあのばあさん、なんか知ってるんじゃないか。

ノエル：‥じゃあ、部屋に飛び込んで聞いてみましょうか！

エイプリル：‥いや、もういないだろう。ギャグっぼく出てきたけど、なにか秘ひ密みつを握にぎる重要ＮＰＣと見た。

ノエル：‥おおっ。

トラン：‥ああ。部屋に飛び込んでみたら全部内側から鍵かぎがかかってるのに、ばあさんは忽こつ然ぜんと姿すがたを消している、みたいな。

ノエル：‥なるほどー、そうやって神しん秘ぴさを演えん出しゆつするんですね～。では、その神秘さを演出すべくおばあさんの部屋のドアを開けます～。（少し驚おどろいた口調で）え!?　誰もいな……。

ＧＭ：‥「お？」ばあさん、ご飯を食べてますが（一同大爆笑）。

トラン：‥いるのかよっ!?（大爆笑）

クリス：‥わざわざ公こう爵しやくの使いが帰ったあと、意味ありげに登場しといて……（笑）。

ノエル：‥え、えっと……あまり神秘的じゃないので、ドアを閉めて部屋に戻もどります～。

ＧＭ：‥なんかグダグダになってきたので、シーンを閉とじよう（笑）。

ノエル：‥……では最後に。そこには……。



「そこには、公爵からの手紙をじっと見て、舞ぶ踏とう会かいを楽しみにするノエルがいるのでした。ちゃんちゃん（笑）」



◆Opening 02◆仁じん義ぎか金か




　それは、ある意味で究極の選せん択たくだった。

　だが、よくよく考えてみれば───迷まようほどのことではないと、トランは気づいていた。

ＧＭ：‥では、次のシーンはトランだ。キミには再ふたたび大だい首しゆ領りようからの招しよう集しゆう命令が……。

トラン：‥きたんですね。では、懐ふところからちっちゃな石せき像ぞうを取り出しまして……。

ＧＭ：‥なんだそれは。

トラン：‥携けい帯たい大首領です。

ＧＭ：‥だからなんだそれはっ!?

トラン：‥文字どおり携帯できる大首領です。

ＧＭ：‥……。

トラン：‥小さいけどちゃんと目の部分は赤い電球でピカピカ光る、リアルモデルです。えー……もしもしー？　大首領ー！　もしもーし！　実は感度がちょっと悪い（笑）。

ＧＭ：‥………………ダイナストカバルって………………。

トラン：‥まあ、これで「アジトにこい」と連れん絡らくを受けたということで。

ＧＭ：‥……。便利だな。携帯大首領。

トラン：‥悪の技ぎ術じゆつの粋すいを集めて作ってありますから。



　技術の粋を集めて作ったのがこれでは、ダイナストカバルの明日は暗そうである。



ＧＭ：‥まあ、いい。キミは今、ダイナストカバル港町支し部ぶのドアの前に立っていた。

トラン：‥おお、この町にも支部が！　では、路ろ地じ裏うらを横に入って、その薄うす暗ぐらい階かい段だんを降おりていく。そこにさび付いた鉄の扉とびらがありまして。で、周囲を警けい戒かいしつつノックを……。

ＧＭ：‥潮しお風かぜでさび付いたちょうつがいが“〝ぎぃ、ぎぃい……”〟と音を立て、扉はゆっくりと開く。するとそこは大首領の間だ。

トラン：‥いきなり大首領の間かっ!?（笑）ほ、他ほかに部屋はないのかっ!?　我わが組そ織しきの財ざい政せいも相当悪化しているな……。

ＧＭ：‥うむ。……で、部屋の奥おくまで赤い絨じゆう毯たんの道が敷しかれ、やはり大首領のお言葉を伝える石像がある。ちゃんと目も赤く、ピカピカ光っている。

トラン：‥トラン＝セプター……召しよう還かんに応おうじ、はせ参じました。

ＧＭ：‥すると、石像の目が光り───「よくぞ来た、トラン＝セプターよ！」と、室内に大首領のさわやかな声が響ひび……。

一同：‥さわやかっ!?（笑）

ＧＭ：‥まちがえた。威い厳げんのある声が響いた。「呼よび出したのは他でもない。トランよ」

トラン：‥───第二の武ぶ具ぐの所しよ在ざいが、判はん明めいしたのですね。

ＧＭ：‥「そのとおり、第二の武具“〝アガートラーム”〟を所有する者の名が判明した」

トラン：‥……所有？　すでに、誰だれか所持してるのですか？……その者の名は？

ＧＭ：‥「うむ。ヴァンスター帝てい国こくの豪ごう商しよう・ソーウェン公爵という男だ」

一同：‥ぶ！

トラン：‥つまりわたしの役目は……。

ＧＭ：‥「そうだ。公爵の屋敷へと侵しん入にゆうし、アガートラームを奪だつ取しゆすること───なのだが。けっしてお前が偉い大だいなるダイナストカバルの幹かん部ぶであることに気づかれてはならん」

トラン：‥は？　なぜでありましょうか、大首領。

ＧＭ：‥「このソーウェンという男、実は裏では武器商人を営いとなむ、まことあっぱれな人物」

ノエル：‥まことあっぱれなんだ！（笑）

ＧＭ：‥「我が組織も、いろいろ公爵から武器を仕入れていてな、アガートラームを盗ぬすんだことがばれると、たいそうバツが悪い」（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：‥だ、大首領……。

ＧＭ：‥「だが、それはそれとして、だ。最近は帝国の取り締まりが強化され、財政がたいへん苦しくなったらしい」

トラン：‥実に、身につまされる話です（一同爆笑）。

ＧＭ：‥「そこで公爵は、アガートラームを裏マーケットで売ばい却きやく、その資し金きんで財政を立て直そうと考えたのだな」

トラン：‥なるほど。その情じよう報ほうをキャッチしたのですな、大首領。

ＧＭ：‥「そのとおりだ。裏に流れてしまえば、行ゆく方えを追うことが困こん難なんになる。そうなる前に……なんとしても奪うばい取るのだ」

トラン：‥大首領。

ＧＭ：‥「なんだ」

トラン：‥奪い取ったら、公こう爵しやくが破は産さんするのでは。

ＧＭ：‥「そうなったらそこまでの男だった、ということよ」

トラン：‥仁じん義ぎに反しませんか。

ＧＭ：‥「うちが悪の組織だって……知ってたか？」

トラン：‥そもそも、うちの組織で買い取れば万ばん事じうまく収おさまる気がします。

ＧＭ：‥「我が組織の財政について、余よとお前は共通の見けん解かいを持つと思っていたがな」

トラン：‥………………。



　二秒の沈ちん黙もくののちに。

　トラン＝セプターは臣下の礼をとって───宣せん言げんした。



「お任まかせください、大首領。

　必ずやアガートラームは、手に入れてごらんにいれましょう。

　すべては……貧びん乏ぼうが悪いのでございます」



◆Opening 03◆正せい義ぎの定義




　レブナントの港町───その砂すな浜はまで。

　マティアスとクリスの師し弟ていコンビは、さわやかな汗あせをかいていた。



ＧＭ：‥では、次はクリスのオープニングだ。キミは今、いつものように神官長にして大だい恩おん人じん・マティアスの部屋に呼び出されていた。

クリス：‥いや、ちょっと待った。マティアスのいる神しん殿でんは、ヴァンスター帝国の首都にあったはずです。我われ々われは三日ほどかけて、東の港町に来たはずでは。

ＧＭ：‥…………。

クリス：‥…………。

ＧＭ：‥ほ、ほら、神殿同士だし、首都の神殿とこの港町の神殿、テレポートのゲートでつながっているんだ。

クリス：‥命令を下すために港町まで来たのか（笑）。じゃあ、マティアスの前で……いや、せっかくなのでシチュエーションを変えて稽けい古こをつけてもらってるとこから始めたい。

ＧＭ：‥ＯＫ。では……“〝どげしゃあっ!?”〟「……ふっふっふ、まだまだだな、クリスよ」

クリス：‥いきなり負けてるじゃねえかよっ!?（笑）ま、まいりました……。

ＧＭ：‥「（野太い声で）……ふう、いい汗をかいたわ」マティアスはかいた汗をぬぐいながら、クリスに告げる。「───さて、今回の任にん務むだが……」

クリス：‥第二の武ぶ具ぐ、ですね？

ＧＭ：‥「……察しがいいな。二日ほど前、ソーウェン公爵なる男がこれを保ほ持じしている事実が判はん明めいした。もっとも、本人は否ひ定ていしているがな」

クリス：‥ソーウェン公爵といえば、我わがヴァンスター帝てい国こくの大だい豪ごう商しようですな。

ＧＭ：‥そうだ。あのような金の亡もう者じやにアガートラームを持たしておけば、ろくなことに使わないのは明白である」

一同：‥明白なのかっ!?（笑）

ＧＭ：‥「金を儲もうけることに長たけた男は、裏うらで悪事を働いているものと相場が決まっておる」

一同：‥決まっているのかっ!?（笑）

クリス：‥し、しかし罪つみもない一いつ般ぱん人じんをそのように決めつけるのは……。

ＧＭ：‥「（太くいやらしい声で）なぁにを言っている。金は天下の回りもの、と申すであろう。儲けすぎた金は天へと返し、再さい配はい分ぶんされるべきである」

クリス：‥え、ええ……。

ＧＭ：‥「そして、天とは神！　神とはすなわち神殿である！」（一同大爆笑）「……我らが公爵の財ざい産さんを徴ちよう収しゆうしたところで、誰に咎とがめることができようか！」

一同：‥悪人だ───っ!?

ノエル：‥わ、悪いですよきくたけさん！　神殿の方が悪いっ！（笑）

クリス：‥なるほど、マティアス様！　その大だい胆たんなご意見にこのクリス＝ファーディナント、感服いたしました。いかん、まるめこまれた（一同爆ばく笑しよう）。

ノエル：‥ク、クリスさん……（笑）。

クリス：‥つまり……公爵からアガートラームをパチってくるのですね。

ＧＭ：‥「パチるとは聞こえが悪い───が、神と正義の名において、そしてお前の責せき任にんにおいて善ぜん処しよせよ」（一同爆笑）

クリス：‥はは───っ！

ノエル：‥クリスさ───んっ!?　ダ、ダマされてますよ!!（大爆笑）

クリス：‥たしかにマティアス様のお話には、問題があるのかもしれない。しかし、私はあの幼おさなき日に誓ちかったのだ！

トラン：‥なんかあったらしい。幼い日に。

ＧＭ：‥マティアスは、クリスの肩かたに手を置き、優やさしい口調で……日には涙なみだすら浮うかべ、言う。「……そうだ。あの時、お前は涙を流して私に誓った。すべてを投げうち、この私に一生ついていくと───」（一同爆笑）

クリス：‥そう！　今こそあの時の恩義をお返しする時！　おもむろに立ち上がり……。

　クリスは、自らの忠ちゆう誠せい心しんを示しめすかのような大声で宣せん言げんした。



「クリス＝ファーディナント、すべての迷まよいは吹ふっ切れてございます。

　すべては、神と、民と、神殿のために───！」



　その言葉に、マティアスは笑え顔がおを浮かべ……満足そうにうなずいた。



◆Opening 04◆場末の酒場にて




　レブナントの港町……そのはずれにある場末の酒場。

　時じ刻こくは、夜。

　すえた匂においと煙草たばこの煙けむりが充じゆう満まんするこの場所で……



　エイプリルはひとり、グラスを傾かたむけていた。



ＧＭ：‥お待たせしました。次はエイプリルのオープニングだ。舞ぶ台たいはハンドアウトにもあるとおり、港町の場末の酒場……時刻は、夜。

エイプリル：‥では、安酒場にはおよそ似につかわしくない美少女が、カウンターにひとり腰こしをかけていると───。

クリス：‥ひとりの酔よっぱらいがからんでくる。「よおよお、べっぴんの姉ちゃんがこんなとこでよおぉ……？」

エイプリル：‥“〝じゃきっ!!”〟そちらに視し線せんすら向けず、銃じゆう口こうを男のアゴにつきつける。

クリス：‥「な、なんだよおっ、そんな物ぶつ騒そうなものを向けるんじゃねえよひいぃいっ!?」と、男はシッポをまいて逃にげていきます。

一同：‥はやっ!?（笑）

ＧＭ：‥カウンターの向こう側、グラスを磨みがきながら……男のバーテンダーが言った。「……エイプリル、ですね。皇こう帝ていのお言葉を……お伝えします」

エイプリル：‥（渋しぶい口調で）お前がゼダンのエージェントか。……それで？　第二の武具がみつかったのか？

ＧＭ：‥「ええ……第二の武具アガートラームの所しよ在ざいは、もともと押おさえていたのですよ」言いながら、ピッ……と小さな紙し片へんをカウンターに置く。

エイプリル：‥ソーウェン公こう爵しやく───名前は聞いたことがあるな。

ＧＭ：‥「ええ。皇帝陛へい下かの遠とお縁えんにあたる貴き族ぞくでありながら、下々の民のように商売に手を出した下品な男です」

エイプリル：‥こいつが持っているのか？

ＧＭ：‥「はい。海かい峡きようを越えた対岸……そこに屋や敷しきをかまえる公爵が、アガートラームの所持者です。この男に対し、皇こう帝ていは再さい三さんアガートラームを引き渡わたすよう勧かん告こくしていたんですがね？　公爵は、そのようなものは所持していないと言い続けておりまして───」

エイプリル：‥───なるほど。もともと所持していない物を奪うばわれたとしても、文もん句くを言う奴やつはいない……そういうことだな。

ＧＭ：‥男は、視線を手元のグラスにおいたまま、ニヤリと笑む。「……話が早い。皇帝は、アガートラームを持ち帰ればあなたの刑けい期きを三百年、減げんじると申しておられます」

エイプリル：‥話がちがうな。と、言って席を立……。

ＧＭ：‥「話は、最後まで聞くものですよ。……皇帝は、もう百年追加してもよいとも、おっしゃっておられます」

エイプリル：‥追加の条じよう件けんが、あるということか。

ＧＭ：‥「そのソーウェンなる男、皇帝の要求に対し首を横に振ふるどころか、逆ぎやくに人を小こ馬ば鹿かにするような発言までする始末───これを看かん過かすることが、できるとお思いで？」

エイプリル：‥……。

ＧＭ：‥「皇帝は、公爵に不幸が起きることをお望みです」

エイプリル：‥百年ぽっちで、俺おれに殺しを頼たのもうってのか？

ＧＭ：‥「殺せ、とは言っておりませんよ」

エイプリル：‥殺したあとで、その罪つみまでかぶせられるのは不本意だ。

ＧＭ：‥「大だい丈じよう夫ぶです。公爵にご不幸があっても、それは事じ故ことして処しよ理りされる手はずになっておりますから」

ノエル：‥こ、この国には悪人しかいないのでしょうか……（笑）。

クリス：‥というか、なんでエイプリルだけこんなハードボイルドなんだ。

トラン：‥そうだ。不公平だ（笑）。

エイプリル：‥とにかく、その資し料りようの紙片を灰はい皿ざらの上で燃もやして……わかった、とひと言。それだけ告げて席を立ち、酒場を出て行こう。

ＧＭ：‥立ち去ろうとするエイプリルに、バーテンが最後に告げる。「お客様、お代の方は……？」

エイプリル：‥では、振り返りもせず最後に言うぞ。



「───皇帝に、つけておいてくれ」



    

  
    
      　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆海うな原ばらの向こうに夢ゆめは広がる……かもしれない




　青い海が、眼がん前ぜんに広がっている。

　海面に白い軌き跡せきを曳ひきながら、船は大陸をめざす。

　その甲かん板ばんの上で、少女は潮しお風かぜを受けていた。



ＧＭ：‥……というわけで。ミドルフェイズ最初のシーンは、全員の目の前に青い海原が広がっている───そんな場面から始まる。

クリス：‥海原？　あ、船の上？

ＧＭ：‥そうそう。レブナントの港町を出航し、大陸へと向かう船の上、と思ってほしい。オープニングで、ノエル以外の三人は第二の武ぶ具ぐアガートラームをソーウェン公爵なる人物が所持しているという情じよう報ほうを入手したわけだが……。

クリス：‥うむ。どーやって公爵に接せつ触しよくするか悩なやみながら宿に帰ってきたところで……。

ノエル：‥（嬉うれしそうにあっけらかんと）ソーウェン公こう爵しやくっていう人から誕たん生じようパーティの招しよう待たい状じようをもらいました～（笑）。

トラン：‥───というノエルのひと言で、我われ々われは公爵の屋敷がある大陸側へ船で向かうこととなったのであった、と（笑）。

ＧＭ：‥まさにそのとおり。

ノエル：‥ノエルは、パーティが楽しみでわくわくしてますよ（笑）。

クリス：‥問題は、招待状だな───二名までしか入れないわけだが。

トラン：‥まあ、誰だれがノエルと入るのかは決まったようなものですがね、神しん殿でんの犬。

クリス：‥ほほう、それについては同感だぞ、悪の手先。

トラン：‥……と、わたしとクリスは招待状をはさんでにらみ合ってるわけで！（笑）

ノエル：‥（ひとりのーてんきに）みんなー！　公爵のパーティにいきたいかー！　お─！



　一同沈ちん黙もく。



ノエル：‥……あ、あれ？　みんな行きたくないんですか？　あの有名なソーウェン公爵のパーティですよ!?　きっと楽しいですよっ!?

クリス：‥の、のえるさん？　なんか性せい格かくかわってませんか（笑）。

ノエル：‥それだけパーティを楽しみにしてるのです～。でも、この券けんではふたりしか入れないんですけどどーしましょう！

クリス：‥（マジメな声で）……ひとつ、提てい案あんがある！　実は先ほど、騎き士し道どう精せい神しんが目覚めましてね。突とつ然ぜん。

ＧＭ：‥今までなかったのか、騎士道精神。

クリス：‥ヤボなツツコミはなしにしてもらおう！　で、みすみす危き険けんが待っている公爵の屋や敷しきにノエルひとりで行かせるのは、どうかと思う！

トラン：‥同感です。

クリス：‥……そこで！　ナイト役として私が同どう伴はんするのがいいでしょう！

トラン：‥却きやつ下かします。

クリス：‥ほう。……わかった、正々堂々と策謀も魔法もなしで勝負して決めようか。

トラン：‥今、魔法もなしとか抜ぬかしやがりましたか？（←魔法使い）

エイプリル：‥俺は、ふたりのやりとりを聞いて、ニヤニヤ笑っていよう。

ＧＭ：‥エイプリルは招待状の争そう奪だつ戦せんに参加しないのか？

エイプリル：‥ちょっと考えがあるので、見ているだけで。

クリス：‥……よしわかった。ここは、招待状をもらった張本人ノエルに決めてもらおう。

ノエル：‥あたしは、パーティにいければ誰でもいいのです～。

クリス＆トラン：‥誰でもいいのかよっ!?

クリス：‥ならば仕方あるまい……ここは、釣つり勝負しかない！



　なんでそーなる。



トラン：‥よくわかりませんが、いいでしょう。受けて立ちましょう。

ＧＭ：‥釣りなんてどーやって判はん定ていするんだっ!?（ちょっと考えて）……ん～、じゃあ、お互たがい【幸運】で振ふってもらおうか。

トラン：‥わたしの【幸運】は４！（ダイスを振って）……８！　合計12っ!!

ＧＭ：‥“〝ざばあっ……”〟体長三〇センチほどの魚が釣り上がった。

クリス：‥フフフ、その程てい度どかっ!!　貴き様さまなど、“〝ヴァンスターの釣りキチ”〟と呼よばれた私の敵てきでは───ないっ!!（ダイスを振る）



　クリスの瞳ひとみが“〝キュピ───ン”〟と光った。

　ぽちゃん、と大海原に小さな波は紋もんが生まれた。

　……その結果。



ノエル：‥じゃあ、こーうぇんそうしゃく……あ、逆ぎやくだ、ソーウェン公爵のパーティ行きは、クリスさんに決まりました～ぱちぱちぱち～（笑）。



　───とゆーことになったのだった。



　　　＊　　＊　　＊



トラン：‥フエイト使って振り直していいですか。

一同：‥やめとけっ!!（笑）



◆Middle 02◆接せつ触しよく




　船は、無事に目的の港町へと到とう着ちやくした。

　二日ぶりに踏ふみしめる大地を確たしかめるように、ノエルはその場でぴょんぴょん跳はねる。

　その光景を、三人は愉ゆ快かいそうに眺ながめていた。



ＧＭ：‥さて、では次のシーンだ。船は無事についたわけだが……なんかすることなければ、公こう爵しやくの屋敷に行ってしまうがいい？

エイプリル：‥公爵の屋敷に行くまでにはひとつ、やりたいシーンがある。

ＧＭ：‥どんなシーン？

エイプリル：‥で、作ってほしいシーンなんだが……服を買いに行きたいのだ。

ＧＭ：‥服？

エイプリル：‥ほら、我われ々われは冒ぼう険けんの旅に出たが……まさか正せい装そうを必要とするようなパーティなんかがあるとは想定していない。よって、服なんか持っていないかな、と。

ＧＭ：‥ああ、なるほどー。

エイプリル：‥……というのは表向きで。

一同：‥表向きっ!?

エイプリル：‥帝てい国こくのエージェントと接触したいのだ。皇こう帝ていに手をまわしてもらって、公こう爵しやくのパーティチケットを手に入れようと。

クリス：‥なにいっ！（笑）

エイプリル：‥ついでに……最悪、潜せん入にゆう捜そう査さになるかもしれないからな。公爵の屋敷の見取り図もほしい。

ＧＭ：‥ぬ、ぬ……ＯＫ、ではそのようなシーンを作ろう（笑）。



　　　＊　　＊　　＊



ＧＭ：‥というわけで、舞ぶ台たいはこの町でいちばん大きい服ふく飾しよく店てんだ。店内には、ハイソな貴き婦ふ人じんたちが大おお勢ぜいいて、「ハハーン？」とか会話をしている。

クリス：‥アンタはハイソな貴婦人をなんだと思っているんだ。

トラン：‥ではわたしは、黒のタキシードでも……（ごそごそ）。

クリス：‥では、なんで悪の手先と一いつ緒しよになって服を選ばねばならんのだ……と、ブツブツつぶやきながら白い服を見ている（ごそごそ）。

ノエル：‥ふたりは白と黒ですか～。

クリス：‥やはり聖せい騎き士したる者、白い服を纏う方がいいでしょう。ガサガサと試着して、ノエルに見せよう。……どうだ。

ノエル：‥おぉー、似に合あいます～……でも、マントを纏まとえば、もっと似合うと思うのです！

クリス：‥マント？　タキシードに？　それはただの馬ば鹿かでは。

ノエル：‥いえいえっ、すっごく似合うのを見つけたんですよっ！　と、虹にじ色いろに輝かがやくマントを渡わたします～。

クリス：‥虹色マントっ!?

ノエル：‥この素す敵てきな虹色なら白のタキシードに似合いますよ！　馬鹿じゃないですよ！



　素す敵てきに馬鹿である。



エイプリル：‥では、こっちもてきとーに店員に声をかけよう。……おい、てきとーにドレスをみつくろってくれ。俺は……そうだな、緑を基き調ちようにしたもので。金きん額がくはいくらでもいい。

ノエル：‥エイプリルさんお金持ちっ!?

エイプリル：‥ああ、それと……この子にも似合いそうなのみつくろって試着を。これも値ね段だんはいくらでもいい。

ＧＭ：‥すると店員は「は、はい！　少々お待ちを……！」と駆かけ出していき、ややあって手にいっぱいのドレスを抱かかえて戻もどってくる。

ノエル：‥では、いくつか試着して……赤いのを選びます～。

ＧＭ：‥いやぁ……よくお似合いですぅっ！」と、ピンとヒゲをはやした店長らしき男が、モミ手をしながら褒めてくれる（笑）。

エイプリル：‥では、山と積まれたドレスから無む造ぞう作さに一着取りだして……俺はこれでいい。

ＧＭ：‥「いやぁ……よくお似合いですぅっ！」と、店長がモミ手をしながら褒ほめてくれる。

一同：‥着てねえだろっ！（笑）

ＧＭ：‥「えー、毎度ありがとうございます！　お代の方はしめて……二七〇〇〇Ｇです」

一同：‥高けえよっ!?

エイプリル：‥そうか。では、先に外に出ていてくれ。支し払はらいを済すませる。

クリス：‥い、いいのか？

トラン：‥では、お言葉に甘あまえて……。

ノエル：‥新しい服を買ってもらって上じよう機き嫌げんで店を出ます～（笑）。

ＧＭ：‥店長はモミ手をしながら三人を見送り……笑え顔がおでエイプリルに聞く。「で、お客様。お支払いの方は現げん金きんで？　それとも分ぶん割かつで？」

エイプリル：‥───ツケで。

ＧＭ：‥「……」笑顔のまま、店長は凝ぎよう固こした。「あ、あのご冗じよう談だんは……」

エイプリル：‥と、そこで皇帝に預あずかったヴァンスターの紋もん章しようを見せる。

ＧＭ：‥愛あい想そ笑いしていた店長の目が、いきなりけわしくなる。「（シリアスに）お待ちしておりました」

一同：‥お前がエージェントかいっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

エイプリル：‥で？　例の物は手に入ったか？

ＧＭ：‥では、ここで【幸運】の判はん定ていをしてもらおう。チケットと屋や敷しきの見取り図が手に入ったか、だ。達たつ成せい値ちが12ならチケットのみ、14以上なら見取り図も手に入る。

エイプリル：‥だ、ダイスを振ふるのか！（笑）いざとなったらフェイトを使おう……（ダイスを振る）……お、14！



    

  
    
      ＧＭ：‥では、店長は封ふう筒とうをこそっと手渡し……「お納おさめください」。

エイプリル：‥ご苦労───と、それを懐ふところにしまって、店を出て行く。

ＧＭ：‥では、立ち去ろうとするキミの背せ中なかに、再ふたたび愛想笑いに戻った店長が声をかける。「あ、あの～エイプリル様、実じつ際さいのところお支払いは……？」



　その言葉に、エイプリルは少しだけ振り向き、冷めた笑顔を見せて───言った。



「皇帝にツケておいてくれ」



◆Middle 03◆ソーウェン公こう爵しやく




　水平線に陽が沈しずみ、周囲の景色が薄うすい群ぐん青じよう色いろに染まりだした時じ刻こく。

　きらびやかな衣い装しようをまとった人々が、吸すい込こまれるようにその巨きよ大だいな屋敷に消えていく。

　ソーウェン公爵の誕たん生じようパーティは、盛せい大だいに執とり行なわれた。



ＧＭ：‥では、新しいシーンを始めよう。舞台はソーウェン公爵邸てい……彼の誕生パーティの日だ。もう夜だというのに、彼の趣しゆ味みの悪い屋敷は派は手でにライトアップされている。屋敷に入っていく人の波の中に、キミたちもいる……そんな場面だ。

トラン：‥趣味、悪いのか（笑）。

ＧＭ：‥そうだな……庭には、派手な装そう飾しよくがほどこされた噴ふん水すいが水を噴ふき上げ───芝しば生ふの敷しき詰つめられた庭には、「僕ぼく、芸げい術じゆつ品ひんです」と必要以上に主しゆ張ちようしている彫ちよう像ぞうが、これみよがしに立ち並ならんでいる。……ちょうど、矢野くんの家の庭みたいな感じ？

トラン：‥そんなもんねえっっ!?

クリス：‥あ、ところで剣けんとか武ぶ器きは持ち込んでいいのか？

ＧＭ：‥ああ、持ち込んでもかまわないけど、受付で剣が抜けないように封印シールが貼はられます。「屋敷をお出になるまでにこのシールを破いたら、罰ばつ金きんでございます」（一同爆笑）

クリス：‥受付の人。あなたの名前はもしや、カムランさんというのでは。



　わからないって。



ＧＭ：‥そんなやりとりをしつつ、受付を済ませ……キミらはダンスホールへと通される。そこに広がる光景を見た時、ノエルたちはあっけにとられた。

ノエル：‥ほえー？

ＧＭ：‥庶しよ民みんから見れば……いや、ノエルはけっこーいい家のお嬢じようさんなんだろうが、その観点から見ても、そこはまさに別世界。個こ人じんが所有する家の一室……というには、そこはあまりに広すぎる。

トラン：‥（シリアスな声で）ば、馬ば鹿かな……。

ＧＭ：‥天てん井じようから釣つり下げられたいくつものシャンデリア、部屋の南側の壁かべは前面ガラス貼ばりの窓まどとなっており……今が昼ならば、きっと広い海が一望できたはずだ。

トラン：‥やはり、この国の政せい治じはまちがっている……と、なぜか怒いかりが……（笑）。

エイプリル：‥海が一望？

ＧＭ：‥うん、この屋敷は三方を海で囲まれた、崖がけの上に建けん設せつされてるんだ。

エイプリル：‥入り口を固められたら逃にげ出すのはひと苦労だな。



　泥とろ棒ぼう的な発言である。



ＧＭ：‥部屋の中央はダンスをするためにスペースを開けられているが、壁かべ際ぎわにはテーブルが配置され、世界の珍ちん味みが当たり前のように並べられている。そして、壁や柱もみごとな装飾が施ほどこされ───この王宮の舞ぶ踏とう会場に勝まさるとも劣おとらない豪ごう華かな部屋に、無数の着き飾かざった人々が談だん笑しようをしており……。

トラン：‥ええい、もういいわっ！（笑）

クリス：‥富とみがこのような場所に集まっているなど……実にゆゆしき事じ態たいだ。これはやはり神しん殿でんが神の名において徴ちよう発はつせねば……マティアス様のお言葉はまちがいではなかった！

エイプリル：‥い、いや、それはまちがってると思うぞ。

ノエル：‥きょ、今日のためにお腹なかをすかせているので料理をあさりにふらふらと……。

ＧＭ：‥と、そんな時だ。「おお、これはこれは！　大きくなったものですな、グリーンフィールドのお嬢さん！」少しヤサっぽい中年男だん性せいの声がノエルの背はい後ごからかけられる。

ノエル：‥え？

ＧＭ：‥振ふり返れば、そこには身長一七〇センチ……五〇歳さいくらいの男が、温和な笑え顔がおを浮うかべて立っている。

ノエル：‥え、その人が……？

ＧＭ：‥「おっと、あのころのキミはまだ五歳くらいだったね。私の顔をおぼえてないかな？」───そう、ソーウェン公爵だ。四角い顔に、すこし垂たれた目、七三分けに整えられたブラウンの髪かみ……そして、ピンと立ったヒゲが印象的だ。

一同：‥ヒゲかい！（笑）

ノエル：‥というか、あからさまにあやしいような……その笑顔が……（笑）。

ＧＭ：‥いやいや、公爵にはあふれる気品があります。指を見れば、ごつい指輪がジャラジャラと……。

トラン：‥どこが気品だ。

ノエル：‥そ、そーいえば……子こ供どものころ、遊んでもらった記き憶おくがあります！　手をひっぱってもらったとき、指輪がカチカチあたって手が痛いたかった記憶が～！

ＧＭ：‥「ははは、それもいい想おもい出だ」

一同：‥お前が言うなよっ!?

ノエル：‥あの～公爵様、あたしの両親は今日は、来ていないのですか～？

ＧＭ：‥「…………」

ノエル：‥あの……？

ＧＭ：‥公爵は満面の笑顔で、大げさに両りよう腕うでを広げて言った。「ご両親は、お忙いそがしいとのことでねえ」

トラン：‥うわっ、ムチャクチャあやしいっ!?

ＧＭ：‥その声に、公爵はトランの視し線せんをやり……「───で、こちらは？」。

ノエル：‥あ、お友達です～トランさん、クリスさん、エイプリルさん～。

ＧＭ：‥「ふむ……ノエル君、お友達はちゃんと選ばなくてはいけない」

一同：‥どーゆー意味だっ!?

トラン：‥し、失礼な！　我われ々われはれっきとした……。

ＧＭ：‥「れっきとした……なんだね？」



「泥棒」と「悪の手先」と「いかれた聖せい騎き士し（自じ称しよう）」である。



トラン：‥…………。

ＧＭ：‥「まあ、いい。……では、あとで積もる話でもしよう、ノエル君。今日は泊とまっていくといい。部屋は用意させよう」

ノエル：‥ありがとうございます～……積もる詰ってなんですか？　そのためにわざわざ探さがしてくださったんですよね？

ＧＭ：‥「（あやしい口調で）……キミにひとつ、お願いがあって、ね？」伯はく爵しやくの口元に、笑みが浮かぶ。

ノエル：‥な、なんですか？

ＧＭ：‥「それは……」言いかけてからノエルのうしろにいる三人をちらり見て、「いや、あとでゆっくりお話ししょう」

トラン：‥ここではお話できないことですか？　例えば……“〝銀の腕”〟の話、とか。

ＧＭ：‥公爵は、落ち着いた態度で言葉を返す。「ななななんのことですかな？」（一同爆ばく笑しよう）

クリス：‥落ち着け、公爵！（笑）

ＧＭ：‥「では失礼。またあとで、ゆっくりお話をしましょう───」公爵は立ち去り際ぎわにニヤリ、笑みを浮かべて他の客の輪の中に入っていった。

トラン：‥あからさまに……。

クリス：‥……あやしいな。

ＧＭ：‥では、トラン。【感知】で判定を！　難易度は８だ。

トラン：‥む？（ダイスを振る）……成功です。

ＧＭ：‥では、トランは気づく。公爵がひとりのメイドを呼よび止めて、こっそりアゴでくい、とトランの方に注意を向けさせる。

トラン：‥う？

ＧＭ：‥すると、それまで笑顔だったメイドが、いきなり獲え物ものをねらう狼おおかみのような表ひよう情じようになってコクリと頷うなずいた。

エイプリル：‥監かん視ししろ……とか言われたか？

トラン：‥そのようですね。

ＧＭ：‥……てなとこで、公爵の紹しよう介かいも終わったし、シーンを切ろう（笑）。

ノエル：‥って、まだごはん食べてないですよう!?（笑）



◆middle 04◆月つき灯あかりの下で




　人々の談笑と、楽がく団だんが奏かなでる静かな音楽が室内を満たす。

　クリスは、絶たえ間なく声をかけられるノエルから、一時たりとも視線をはずさない。

　この無む邪じや気きな笑顔を守らんとしてか、それとも───。



ＧＭ：‥では、次のシーンだ。時じ刻こくは深夜に───。

クリス：‥待った！　なんかイベントが起こる前にシーンを作りたい！

エイプリル：‥同じく。ちょっと相談したいことも。

ノエル：‥相談？

エイプリル：‥ああ。このままパーティが終われば、アガートラームがらみのイベントが発生するだろう？　そうなる前に、下調べ……可か能のうならば今のうちにかっぱらう。

トラン：‥なるほど。いいかもしれませんね、わたしも同行しましょう。

エイプリル：‥お前はこなくていい。

トラン：‥いや、ひとりよりふたりの方が……。

エイプリル：‥いらん。

トラン：‥い、いや、わたしも大だい首しゆ領りようから伝説の武ぶ具ぐがらみの任にん務むを受けて……。

エイプリル：‥監視付きのお前がついてきたら、かえって危き険けんだ。

トラン：‥……じゃあ……いいです……（しくしくしく）。

エイプリル：‥俺のシーンはこのあとで。先にクリスのシーンから先にどうぞ。

ＧＭ：‥ＯＫ。では、クリスのシーンから作ろうか。なにがやりたいんだ。

クリス：‥では、パーティが始まって一時間ほどたったころ。ノエルは、酔よっぱらった親おや父じにからまれます。

ノエル：‥えぇっ!?（笑）

ＧＭ：‥「お嬢さん、おひとりですか～うぃーひっく。一緒におどりましょうや、げひゃひゃひゃひゃつ」（一同爆笑）

ノエル：‥ひぃいいいいいいいっ!?　い、一緒にきている人がいますのでっ。

クリス：‥酔っぱらいはえらくしつこくてですね、ぐいっとノエルの腕うでをとるんですよ。

ＧＭ：‥とるのか！　ぐいっ！

クリス：‥と、その時。（すかした声で）───お嬢さんは、貴き公こうとは踊おどりたくないと言っておいでだ、と割わり込こみます（一同大爆笑）。

トラン：‥ちょ、ちょっと待ていっ!?　なんだその強ごう引いんな展てん開かいはっ!?（大爆笑）

ＧＭ：‥「けっ、男連れかよ」と悪あく態たいをつきながらその場を去っていく酔っぱらい（笑）。

ノエル：‥ありがとうございます、クリスさんっ！　助かりましたっ！



クリス：‥いいえ───しかし酔って女じよ性せいにからむなんて、とんでもない男だ。



　お前がやったんだ。



ノエル：‥なんかクリスさんの株かぶが急きゆう上じよう昇しようですよ！

トラン：‥な、納なつ得とくいかねえ！（笑）

クリス：‥いや、ちょっと絵になるシーンを作ろうと思いまして。───ノエルさん、ちょっと外の風にあたりましょう、とバルコニーに連れ出します。

ＧＭ：‥……ではキミは、ノエルの手をとってバルコニーへと出る。室内の喧けん噪そうから少し離はなれたこの場所───空を見上げれば月が煌こう々こうと輝かがやき、その淡あわい光がふたりを優やさしく包み込む。

クリス：‥……そう。海から吹ふく潮しお風かぜが、肌はだに少し心地ここちいい───。

ノエル：‥おぉー、絵になるシーンです～。じゃあえっと……（がらっと切なそうな声になって）───クリスさん……。

クリス：‥（優しい声で）…………なに？

ノエル：‥お……。

クリス：‥お？

ノエル：‥おなか空すいた……。



　だいなしである。



クリス：‥はは、そう思って……ほら、とマントの下から料理を取り出します。どうぞ、お姫ひめ様さま？（←めげない）

ノエル：‥……わあい！　クリスさんの好感度アップですよ～（笑）。もぐもぐ食べます。

トラン：‥餌え付づけされてるっ!!（笑）

クリス：‥で、少しマジメな話をします。ノエル───キミが持つ力……五つの武具を解かい放ほうするその力は、貴重で危あやういものだ。今はまだそのすべての真実が明かされていないから見えにくいが……私には、よくわかるんだ。

ＧＭ：‥わかるのか。

ノエル：‥でも、武具を探さがすことが自分捜さがしにつながるってトランさんが……。

クリス：‥ああ、そうだね。僕はその旅を止めるつもりはない。いや、むしろキミの旅を応おう援えんするつもりで一緒にいるんだ。

ノエル：‥……。

クリス：‥そう、キミは狙ねらわれている。ダイナストカバル、ヴァンスター帝てい国こく……もしかして他ほかにもいるかもしれない。そう、キミを狙う輩やからは、すぐ側そばにいるんだ。

ノエル：‥側に……ですか？

クリス：‥そうだ。その中でもいちばん危ないのは……。

トラン：‥神しん殿でんだ。

ノエル：‥えぇっ!?（笑）し、神殿がっ!?（笑）

クリス：‥ちがうっ!!　トラン、へんなタイミングで横やり入れるなよっ!?

トラン：‥登場します。……おい、神殿の犬。さっきから聞いていれば勝手なことばかり……。

ノエル：‥と、ところでトランさん！　さっきから、トランさんのことを熱い視し線せんで見つめているメイドさんがいますよっ！　きっと好きになったんですよ！　チャンスですよ!!



　なんのチャンスだ。



トラン：‥いいえ？　あれも、あなたを狙ってる輩、ですね。───おい、神殿の犬。ノエルに公こう爵しやくのことをどこまで話した。

クリス：‥公爵はあやしい。おわり。

トラン：‥使えん奴やつだな!?

クリス：‥話す前にお前が割り込んできたんだろうっ!?

トラン：‥ならば、キミに言っておかなければいけないことがあります、ノエル。

ノエル：‥話すこと？

トラン：‥ええ。（シリアスな声で）さっきわたしが公爵にカマをかけたの、わかりましたか？

ノエル：‥え……？　ぜ、ぜんぜん気づきませんでしたっ。

トラン：‥すみっこに行ってさめざめ泣きます。

ノエル：‥ご、ごめんなさい、ほんとにわからなかったです、すいませんっ（笑）。

トラン：‥ま、まあいい。それで確かく信しんしたのです。五つの武ぶ具ぐ……そのうちのひとつが、この屋や敷しきにあります。そして彼は、それをよくないことに使うつもりです。

クリス：‥そうなのか？

トラン：‥よいことに使うつもりなら、最初から武具の話をするでしょう？

ノエル：‥な、なるほどー！

トラン：‥これはわたしの推すい測そくですが……公爵は、第二の武具アガートラームを売り払はらうつもりで、それができないでいるんですよ。

ノエル：‥どうしてですか？

トラン：‥おそらく、保ほ持じはしているけど開かい封ふうができていないのでしょう。

クリス：‥だからノエルの力が必要───そういうことか。つじつまがあうな。

ノエル：‥でも、売り払っちゃいけない理由があるんですか？

トラン：‥───あの男は、裏うらで武器商人をしている。

ノエル：‥えぇえっ！

クリス：‥その情じよう報ほう、私も知らないんだよな。（ざーとらしく）……なんだとう!?（笑）

トラン：‥解放されたアガートラームが売り払われればどうなるか、わかるでしょう？　かつて世界を灼やき滅ほろぼしたと言われる武具のひとつですよ？

クリス：‥だから神殿が保ほ護ごしようしているのだ。

トラン：‥神殿だって信用できるかっ!?

クリス：‥悪の組そ織しきに言われたかないわっ!?

トラン：‥それに！　公爵からアガートラームを奪うばわなければならない大きな理由がある！

ノエル：‥理由……ですか？

トラン：‥そうですよ。あれは、キミが自分を知るために必要なものなんでしょう？　ですから、一いつ緒しよに……取り戻もどしましょう。わたしにそのお手伝いを、させてください。

ノエル：‥キラキラした目でトランさんを見ます。

クリス：‥うおっ!?

ノエル：‥こ、この人……実はいい人かも……！　好感度、急きゆう上じよう昇しよう中ちゆう上昇中っ!!

クリス：‥い、いかん！　私が作ったシーンなのに、トランにおいしいところを持って行かれそうだ！（笑）ええい、そこまで推理してるなら、とっととアガートラームを探してこい！

トラン：‥エイプリルにそう言ったら「お前はいらん」って言われたんだっ！（笑）

エイプリル：‥にやり。

トラン：‥とにかく、そろそろエイプリルが戻ってくるころです。合流しましょう。

ＧＭ：‥では、そんなところでシーンを……。

ノエル：‥あ、じゃあ部屋に戻ろうとするふたりに向かって声をかけます！（少し泣きそうな声で）……あ、あの！　ちゃんと話していませんでしたけどっ……。

クリス：‥立ち止まって振り返ろう。

トラン：‥同じく。

ノエル：‥あ、あの、あたしっ……ほんとはお父様とお母様の本当の子こ供どもじゃなくてっ……捨すて子だったんですっ……その時、唯ゆい一いつ持っていたのがこの薔ば薇らの小箱だけで……っ、だから本当の両親のこととか、どこで生まれたかとか知りたくて……っ！

クリス：‥……。

ノエル：‥だから……っ、あの……あたしの旅につきあってくださいっ。



　……そんなノエルの声に。

　奇しくもクリスとトランは同時に笑え顔がおを浮うかべ───同時に同じ言葉を口にした。



「もちろんだ───ノエル」



◆Middle 05◆潜せん入にゆう




「うぐっ……」



　ふだんはめったに人が近づかない、屋敷の片かた隅すみにある倉庫。

　そこで女じよ性せい───公こう爵しやくに仕えるメイドのうめき声があがった。

　気を失い、倒たおれ伏ふした彼女を見下ろし……エイプリルが小声でつぶやいた。



「───すまんな」



ＧＭ：‥というわけでお待たせ、エイプリルのシーンだ。キミは……。

エイプリル：‥うむ、人通りの少ない場所で屋敷のメイドを襲おそって気絶させる。で、服をはぎ取って着込む。

ＧＭ：‥うい（笑）。

エイプリル：‥で、エージェントから手に入れた屋敷の見取り図なんだが……なんか隠かくし部屋みたいな場所がない？

ＧＭ：‥その見取り図はこの屋敷を建けん築ちくした時の設せつ計けい図ずだ。見れば、公爵の書しよ斎さいとおぼしき部屋に、地下室への入り口らしいものがある。

エイプリル：‥アガートラームは、ここか。では、周囲に警けい戒かいしつつそこまで走る。

ＧＭ：‥ＯＫ。人手はほとんどパーティ会場に行っているせいか、誰だれとも会わずに書斎にたどり着いた。床ゆかにしかれた、豪ごう勢せいな絨じゆう毯たんの下に……。

エイプリル：‥ここ、か。床に扉とびらかなんかあって……。

ＧＭ：‥そうそう（笑）。そこを“〝ぎっ”〟と引き上げると、地下に続く階かい段だんが現あらわれる。そこを降おりていくと、すぐに鉄の扉に突つき当たるのだが───。

エイプリル：‥［トラップ探たん知ち］（ダイスを振る）……14。

ＧＭ：‥罠わならしきものはない───いや、正せい確かくに言えば罠はあったが、今は解かい除じよされている。

エイプリル：‥解除？

ＧＭ：‥……ちょうど今、扉の向こうに誰かがいるようだ。少しだけ開いた扉の隙間から、ぼそぼそと会話する声が聞こえるな。

エイプリル：‥では、音を立てないようにドアに近づき、中を覗のぞくと……？

ＧＭ：‥そこには、逆ぎやつ光こうになったふたりの男の人ひと影かげ。部屋の奥おくにある発光物を見ながら、ふたりが会話している。「長かった……やっと封ふう印いんが解とける日が、きたようだ」

エイプリル：‥ソーウェン公爵？

ＧＭ：‥うん。しゃべっている相手は例の執しつ事じだな。



    

  
    
      トラン：‥（突とつ然ぜん執事になってへりくだった口調で）「おめでとうございます、公爵様。つらい日々でございました」

ＧＭ：‥うむ、よくぞあの小こ娘むすめのことを突き止めてくれた。お前の献けん身しんには頭が下がるぞ」

トラン：‥とんでもございません。公爵様に仕えるが、我わが人生にございます」

エイプリル：‥で、公爵は言うんだな。「……金を借りる時は頭を下げて心にもない世辞を言いよる連中も、少し財ざい政せいが傾かたむいただけで手のひらを返しおって……！」（一同爆ばく笑しよう）

クリス：‥（公爵になって）「このアガートラームさえ開封できれば、すべてが元に戻もどる。さすれば、あの皇こう帝ていのこわっぱめもわしに一目おかぬわけにもいくまい」

ＧＭ：‥「では、開封ののちにあの小娘はいかがなされますか？」と執事。

トラン：‥「あれは、アガートラーム開封のためカギにすぎん。そういうことだ」

クリス：‥（執事になって）「なるほど、そうでございますな───」

ＧＭ：‥「余よ計けいなネズミを連れてきた罰ばつだ。わかるだろう？」

トラン：‥「おかわいそうに……」

クリス：‥「では、そのように処しよ理りいたしましょう」

ＧＭ：‥……ってちょっと待て！　今、誰が公爵で誰が執事だっ!!（一同大爆笑）

ノエル：‥あははははははははは（笑）。

エイプリル：‥まあ、あれだ。公爵の狙ねらいはよくわかった。トランの予想通りだったな。

ＧＭ：‥うん、ばっちり（笑）。

エイプリル：‥で、ちなみに部屋の奥にある発はつ光こう源げんってのは……。

ＧＭ：‥そう、“〝銀の籠こ手て”〟……アガートラームだ。ただし、前にダンジョンの中で見たカラドボルグの時のように、なんか正八面体の水すい晶しよう体たいに中に封じられている。

エイプリル：‥とにかく場所はわかった。あとは隙を見てもう一回ここにきて、あれをかっぱらうだけだ。……そっと、その場を離はなれるぞ。

ＧＭ：‥ＯＫ。では、このへんでシーンを切るとしよう。

エイプリル：‥では、階段を駆かけ上がりながらぼつりつぶやく。



「へっ、面おも白しろいことになってきやがった」



◆Middle 07◆アガートラームが呼よぶ声




「ここだ───」



　エイプリルと合流したノエルたちは、灯あかりの消えた公爵の書斎へと侵しん入にゆうする。

　固く閉とじられたその扉の向こうに───求めるものが、ある。

　ノエルには、たしかにそれを感じ取った。



ＧＭ：‥では、キミたちは今、公爵の書斎までやってきた。周囲に人影はない。パーティが終わった直後の時間だ、ホストである公爵は帰り際ぎわの招しよう待たい客きやくに挨あい拶さつしてるんだろう。

エイプリル：‥絨毯をはがして……っと。

ＧＭ：‥あ、ちなみに今は地下に公爵はいないので、扉には鍵かぎがかかっているようだ。

エイプリル：‥ついでに罠も、だろう？……［トラップ探知］！（ダイスを掛る）



　それはまるで魔ま法ほうのようだった。

　はたから見れば、まるで彼女が手を触ふれただけで、トラップはやる気を失ったかのように姿すがたを現わし、沈ちん黙もくし───扉は自らの意い志しをもって開いていくようにすら見えた。

　地下の闇やみへと続く階段を下り、眼がん前ぜんで待ちかまえていた鉄の扉もまた───。



ＧＭ：‥う、最後のトラップは解除されました。……いかん、エイプリルが調子いい（笑）。

トラン：‥まあ、それがシーフとしてはある意味当然なのですが（笑）。

エイプリル：‥実力だ。と、その扉を押おす。

ＧＭ：‥“〝ぎいっ……ギイギギギギ……ィ───……”〟エイプリルが軽く触れただけで、扉とびらは軋きしんだ音と共に、いともたやすく開いていく。部屋の中から、淡あわい白銀の光が漏もれだす。

エイプリル：‥よし、いこう。

ＧＭ：‥四人は、部屋の中へと入る。キミたちの少し先で輝かがやき、浮うかんでいるのは、前の迷めい宮きゆうで見たのと同じような水晶体。その中には、籠手のようなシルエットが見て取れるね。

トラン：‥これが、アガートラーム───。たしかに、カラドボルグとにてますね。

クリス：‥さあ、ノエル。

ノエル：‥う、うん。じゃあ、薔ば薇らの小箱を取り出して近づけてみます……あっ、二面目が光りましたあ～。

ＧＭ：‥まだなにも言ってねえ!?（一同爆笑）……まあ、光るんですが（笑）。で、ノエルが近づくと同時に、それに反はん応のうして───。

ノエル：‥あ、薔薇のアザも反応するんですね。

ＧＭ：‥うん、鋭するどい痛いたみが走るんだ。

ノエル：‥痛みっ!?

トラン：‥あれ？　前も痛みとかあったっけ？

ノエル：‥ど、どーでしたっけ。

エイプリル：‥で？　アガートラームは解かい放ほうされないのか？

ＧＭ：‥されないみたいだ。

一同：‥え？

トラン：‥前はゴーレムになって襲おそいかかってきたから、それを倒たおして武ぶ具ぐを回かい収しゆうしたんだよな。ゴーレムに変形したりは……？

ＧＭ：‥しないね。

トラン：‥むう、毎回開け方はちがうのか。

ＧＭ：‥なお、当然のようにその水晶体の箱には開く場所もない。この水晶体について調べる場合は、［アイテム鑑かん定てい］でどうぞ。

トラン：‥じゃ、フェイト使って振りまーす。（ダイスを振る）……達たつ成せい値ちは20！

ＧＭ：‥ＯＫ。この水晶体はアガートラームを封ふうじるためのアイテムだ。魔法にも防ぼう具ぐにも非ひ常じように高い防ぼう御ぎよ能のう力りよくを誇ほこる。具体的に防御力は物理魔法共に１２０。

一同：‥１２０!?

ＧＭ：‥で、ＨＰは１！

一同：‥１っ!?



　ここで一同、いかにすればこの箱を破は壊かいできるかを相談し始める。

　ややあって───。



トラン：‥……あー、なるほど！　これ、カラドボルグを使えば壊こわせるのか。

クリス：‥あ、そうか！

ノエル：‥え、え……どうすれば？

トラン：‥ノエル、カラドボルグの特とく殊しゆ能力を便うんですよ。この、“〝ＭＰを三点消費して、攻こう撃げき対象の防御力を０にする”〟ってやつ。

ノエル：‥なるほどなるほどわかりました～。カラドボルグを抜ぬきますー。

ＧＭ：‥ノエルがカラドボルグを抜き去ると、アガートラームと呼よび合うように共きよう振しんを始めて───ふいに銀光が噴ふき上がる。

ノエル：‥じゃあＭＰを三点消費して斬きります！

ＧＭ：‥どうぞ！

ノエル：‥てやー。



　死ぬほど気の抜けた声である。



ＧＭ：‥………………え。あ、今の剣けんを振り降おろした声か（笑）。すると、圧あつ倒とう的な硬こう度どを誇っていたその水晶体はいとも簡かん単たんに……そう、ナイフで豆とう腐ふでも切ったかの……。

一同：‥豆腐っ!?

エイプリル：‥せめてチーズとか言えばまだカッコいいのに……。

ＧＭ：‥い、いいんだよっ！（笑）それほど斬るのに反発がないってことだ！

ノエル：‥豆腐～（笑）。

ＧＭ：‥で！　アガートラームを覆ていた水晶体は、パアン、と甲かん高だかい音と共にいとも簡単に破は砕さい……光と散った。そのあとには、むき出しとなったアガートラームが淡く輝き、浮いている。

ノエル：‥手に取ってみます～。

ＧＭ：‥……と、キミが触ふれた瞬しゆん間かん。懐ふところにしまっていた小箱の第二面から、ローズ色の光がアガートラームまで伸のび……それを合図に、銀の籠こ手ては同じ色に一瞬輝かがやき、光を失う。

ノエル：‥は、反応してますよみなさんっ!?

ＧＭ：‥同時に、アガートラームを持つその腕うでを通して、どこか懐かしいような、悲しいような感かん情じようが流れ込こんでくる。

クリス：‥（すかさず）ノエル……？　涙が……。

ノエル：‥…………あ、あれ。

ＧＭ：‥その涙を指ですくったとほぼ同時に。「───こらこら、悪い子だ。人の家の部屋に勝手には入ってはいけないなあ？」入口の方から発せられたソーウェン公こう爵しやくの声が、室内に反はん響きようした。

ノエル：‥ま、まるで狙ねらいすましたのように……っ（笑）。

トラン：‥お前ぜったい、武具が解放されるまでそこに隠かくれてただろうっ!?（笑）

ＧＭ：‥（自信たっぷりな口調で）「だが、私は寛かん大だいな心で許ゆるしてあげよう。さあ、その武具をこちらに渡わたしなさい？」

ノエル：‥（他の三人の方を向いて）……わ、渡した方がいいんでしょうか～？（おろおろ）

トラン・クリス・エイプリル：‥だめだ──────っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：‥自分捜さがしはどーなるっ!?

トラン：‥公爵は悪い奴やつって言っただろ───っ!?（笑）

ノエル：‥そ、そーですよねっ!?　あまりに自信たっぷりだったので……！（笑）じゃあ……これはぜったいに渡せませんっ！

ＧＭ：‥「おやおや……昔はあんなに素す直なおなお嬢じようさんだったのにねえ。実になげかわしい。私は、私の財ざい産さんを取り戻もどそうとしているだけですよ？　それのどこが悪いのです？」

ノエル：‥あれ、たしかに？（と、トランの方を見る）

トラン：‥ほら、やましいことがなければ、最初から素直に頼たのんでますって。

ノエル：‥そ、そーですよね！　やっぱりこれは渡しませんよっ！

ＧＭ：‥「そうかい───とても残念だよ」ゆらり、公爵の目が不気味に光る。

ノエル：‥ふ、不ふ穏おんな空気が不穏な空気がっ!?

ＧＭ：‥ここで、公爵の表情が一変します。口元にはいやらしい笑えみ。欲よくにまみれたその瞳ひとみは。あきらかにキミたちを見下している。「───やれ」“〝パチン”〟と、指を鳴らすと……彼の背はい後ごにずらりと私し兵へいが立ち並ならぶ。

ノエル：‥わあっ!?

ＧＭ：‥「もう一度だけ、聞きましょう。さあ渡しなさい、ノエル。このままでは、うしろの三人も一いつ緒しよに死ぬことになる。それはとても悲しいことでしょう？」

ノエル：‥う……。

ＧＭ：‥「十秒待ちましょう。その間に決めなさい───10、９……」

ノエル：‥ま、またカウントダウンですよっ!?　ど、どうしましょう？

トラン：‥それは、あなたが決めればいい。大だい丈じよう夫ぶですよ、という目でノエルを見る。

ＧＭ：‥「８、７……」

クリス：‥では、そのセリフにうなずいて……言ったでしょう。私はあなたを護まもる騎き士しです。

ＧＭ：‥「中ちゆう略りやく……２、１───」

ノエル：‥やっぱり、あなたには絶ぜつ対たい渡しませ───んっ！

ＧＭ：‥「では、仕方がありませんね」公爵は言いながら、ふところからなにか小箱を取り出してフタを開き……。

ノエル：‥え？

ＧＭ：‥箱の中にあったのは、ボタンだ。それに親指をかけて……「悲しい出来事だ。私の誕たん生じようパーティにやってきて、事じ故こ死しなんてするとは、ね」

エイプリル：‥へっ……ずいぶんと人じん為い的な事故死だ、な。



　公爵は、皮肉げにゆがむその口から、最後の言葉を発した。



「ポチっとな───」



　次の瞬間、四人が立つ部屋の床ゆかが突とつ然ぜんなくなった。



◆Middle 08◆屋や敷しきの地下の迷めい宮きゆうに




　ゆがんだ笑みが口元に浮うかぶ。

　公爵は闇やみに落ちた四人を見下し、実感していた。

　おのれの、勝利を。



ＧＭ：‥では、ここから次のシーンだ。いきなり床がぬけて、キミたち四人は深い穴あなの底へと真っ逆さかさま───そんな場面だ。

トラン：‥う、これはダメージくらいますかっ!?

ＧＭ：‥うむ！　全員、【敏びん捷しよう】で判はん定ていどうぞ！　これに失敗すると着地失敗でダメージだ！

トラン：‥び、【敏捷】か！

エイプリル：‥（ダイスを振ふる）……当然、成功。すたっ、と着地だ。

クリス：‥（ダイスを振る）あぶね、こっちも成功。ズン、とこっちも着地。

ノエル：‥え、えっ……（ダイスを振る）……やだあっ!?　やあ～っ!?（←失敗したらしい）……べしょんっ、と！

トラン：‥（ダイスを振る）ぜんぜん、だめっ！　しょーがないのでクリスの頭に直ちよく撃げきします。……ごめすぐぇいっ!?　…………ぱた。

ＧＭ：‥へ、へんな音が……。

ノエル：‥ト、トランさんの頭がたいへんなことに～。

ＧＭ：‥というわけでダメージが５＋３Ｄ６で（ダイスを振る）……19点!!

トラン：‥防ぼう御ぎよ力りよくの２引いて、17ダメージ。残りＨＰ13。

クリス：‥穴に落ちただけでＨＰ半分以下になるのかよっ!?

ノエル：‥こっちは13ダメージ～。

エイプリル：‥とりあえず、周囲を見回すが……。

ＧＭ：‥うん、近くには何体もの白はつ骨こつ死体が転がっている。どうやら公こう爵しやくは今までも、邪じや魔まな輩やからをここに落として殺害したようだ。

トラン：‥よっこらせっと起きて……とりあえずノエル、こっちへ。《ヒール》しますよ（ダイスを振る）……じゅーぶん全ぜん快かいしますね。

ノエル：‥トランさんやさしー。支し持じ率りつが上がりますよ～。

クリス：‥なにいっ!?

エイプリル：‥……おい、馬ば鹿か言ってる場合じゃねえぞ。こいつぁ……と周囲を警けい戒かい。

ＧＭ：‥と、その時だ。「おお、生きている。素す晴ばらしい───しかし、なまじ生き残るより、素す直なおにここで死んだほうが苦しい思いをしなくてすんだかもしれない」公爵の声が、暗闇の中に反はん響きようする。

クリス：‥く……っ、と上を見る。

ＧＭ：‥闇の中で、天てん井じようの方に四角く切り取った光が見える。その逆ぎやつ光こうの中に立つソーウェン公爵がにやけた笑みを浮かべている。

ノエル：‥おじさま～どうしてこんなひどいことを～。

ＧＭ：‥「おお、ノエル君。本当に……本当に残念だよ。なんと痛いたましい事故だろうか。十年ぶりにお会いできたというのに───キミの両親には、お悔くやみの言葉を届とどけておこう」

ノエル：‥む、昔はあんなに優しかったのにい……よく憶えていないんですが！

エイプリル：‥金と心に余よ裕ゆうのある奴やつぁ……たいてい優しくなれるもんさ。

トラン：‥それにしても公爵？　あなたは大事なことを忘わすれていませんか？

ＧＭ：‥「大事なこと───？」

トラン：‥そうです。アガートラームは、こちらの手にあるってことですよ。

ＧＭ：‥「───ああ。キミたちが死んだあと、ゆっくり回かい収しゆうさせていただくよ。今まで何年も待ったのだ。あと三、四日くらい待つのは苦ではない。もっとも……三日も必要ないかもしれないがね？」

トラン：‥ちっ。

ＧＭ：‥では、最後に公爵のセリフと共に、このシーンのイベントを終えよう。



「では、さようならだ諸しよ君くん。

　人生の最後に、私の自じ慢まんの地下迷宮をたっぷり楽しんでくれたまえ」



　その声と共に、天井に開いていた穴は閉とじ───周囲を闇が満たした。



◆Middle 09◆ダイブ！




　しだいに、闇やみの黒に目がなれてくる。

　そろり、ゆっくりと道づたいに西側の通路を抜ぬけ───その光景を見た時、四人は公爵の性せい格かくの悪さを実感した。



ＧＭ：‥───さて、キミたちは西側の通路を抜けて少し広めの部屋へと入る。ちょっとこっちの図を見てくれ。部屋の中央に、このような巨大な深い溝があり───（図、参照）。



ノエル：‥この溝の上にある、三つの四角いのはなんですか？

ＧＭ：‥ああ。溝の上には２～３メートルおきに、１メートル四方のプレートが浮うかんでいる。

一同：‥…………。

トラン：‥つまり、三段だん跳とびをしろと……？

ＧＭ：‥このプレートをひとつひとつ乗って対岸に渡わたるなら、【敏捷】の判はん定ていで難なん易い度ど９にチャレンジし、三回成功させればいい。一回でも失敗すると……落ちてダメージだ。

トラン：‥また【敏捷】か!!

ＧＭ：‥なお、助走をつければ、対岸まで一発で飛べる。ただし難易度は14に跳ね上がる。

トラン：‥なお無理だっ!!

クリス：‥でも、フェイトを使って一回だけチャレンジって選せん択たくはあるな。

トラン：‥くぅ～……《フライト》、とってないんだよなあ……。

ＧＭ：‥ほう、持ってませんか！　そいつは残念だ！

ノエル：‥……こ、こーゆー時のきくたけさん、とても嬉うれしそうな顔しますね。

ＧＭ：‥嬉しそうか？

ノエル：‥すごく嬉しそうです。

ＧＭ：‥きっとノエルは落ちるな。

ノエル：‥な、なんでですかあっ!?

エイプリル：‥とにかく、目的のものは手に入れたんだ。とっとと先に進んでオサラバするとしようや。

ノエル：‥そうそうそうですね、そうなのです。

クリス：‥……ちなみに、穴あなの底をのぞくと？

ＧＭ：‥かなり深くてよく見えないが……やはり白はつ骨こつらしいものが、転がってるね。

トラン：‥むう………………って!?　ちなみに穴の深さってどのくらいですかっ!?

ＧＭ：‥む、気づいたか（笑）。目もく測そくでしか測はかれないが、24～５メートルってとこか。

トラン：‥やっぱりかっ!!

クリス：‥？　なにが？　ダメージが大きそうってこと？

トラン：‥いや、それもありますが……もっと問題なのは……落ちたら、《プロテクション》が届きません。

一同：‥なに──────っ!?

クリス：‥射しや程ていが足りないのか！　なるほど、そうきたか！

ＧＭ：‥うひひ、『闇やみ色いろの血の騎き士し』に続く、《プロテクション》封ふうじ第二弾だんだ（笑）。さあ、誰だれからチャンレンジする？



　一番手は、エイプリルだった。

　【敏捷】が高く、トラップに対する耐たい性せいも持つシーフが一番手となるのは至し極ごくまっとうな話である。念のため、クリスの所持していたロープを持っていく。

　一枚まい目め、二枚目……彼女は、危あぶなげなく浮ふ遊ゆうしたプレートを軽かろやかに渡っていく。

　そして三度目のジャンプ！

　エイプリルの視し界かいに三枚目のプレートがぐんぐん近づいてきた



ＧＭ：‥はい、そこで［危き険けん感知］の判定してくれい。

一同：‥なにいっ!?



　エイプリルはそこにある罠わながあることに、気づいた。

　だが、時すでに遅おそかった。

　彼女が三枚目のプレートを踏ふみ込こんだその瞬しゆん間かん。



　大だい爆ばく発はつが起こった。



　　　　＊　　　　　　　＊



　トラップからのダメージをクリスの《プロテクション》で最さい小しよう限げんに押おさえ込み……エイプリルは無事対岸へと着地する。



トラン：‥では、次はわたしが行きましょう……（ダイスを振ふる）……10！（笑）

ＧＭ：‥おお、一枚目のプレートに見事着地！

トラン：‥いけそうな気がしてきました。この調子で……ここから対岸に直ちよく接せつ飛びますっ！　難易度、いくつになります？

ＧＭ：‥ぶ、そう来たか。12でいいぞ。

トラン：‥む、それならフェイトを一点使用して……ジャンプ!!（ダイスを振る）



　……その瞬間。

　彼の笑え顔がおはなによりも輝かがやいていた。



トラン：‥キラキラキラ……（←プレイヤーも満面の笑顔）（一同大爆笑）。



　まぶしい笑顔を振りまきながら、トランは深い闇へとダイブした。



　　　＊　　＊　　＊



トラン：‥マジ死ぬかと思った……ＨＰ６しか残ってない……。ダメージ５＋６Ｄって、へたすると死んでたじゃないかっ!!



　エイプリルがたらしたロープを登り、瀕ひん死しのトランは対岸へと引き上げられた。

　次はノエルの番だった。



ノエル：‥……い、行きますよっ!?　じ、地道にひとつずつ飛びます！

ＧＭ：‥ういうい（笑）。ノエルって一発目で落ちそうだよね（笑）。

ノエル：‥そうですぇあえあうあああ～っ！　いま、さらっと「そうですよね」って言いそうになりましたよっ!?　わ、罠わけにはまるとこでした。

ＧＭ：‥罠なんかしかけてねえっ!?

ノエル：‥と、とにかく行きます!!（ダイスを振る）……11！　お、成功です～！　そう簡単に失敗しないですよっ（笑）。

ＧＭ：‥調子にのると落ちるで。

ノエル：‥ノエルふんばる魔まの囁ささやきは聞かない……っ、耳をふさいで……（ダイスを振る）。



　結果は予想通りだった。



　ノエルは耳をふさいだまま、深い闇やみへとダイブした。



　　　＊　　＊　　＊



ノエル：‥うぅうううううううううう～……！（←15ダメージ）

トラン：‥だからなんでわたしをにらむんですかっ!?



　エイプリルがため息をつきながら、ノエルをロープで引き上げる。

　続くクリスは失敗することなくプレートを飛び渡わたり、対岸へとたどり着いた。

　爆発は巻まき起こったものの、自らに《プロテクション》をかけることで受けたダメージはたいしたことはなかった。



　こののち、トランの《ヒール》＋《マジックブラスト》で傷きずを癒いやしたあと、一行は奥おくの道へと進むのであった───。



◆Middle 10◆お札と竜りゆうと暗殺者




　パーティの行く手をふさぐようにあったのは、一枚まいの巨きよ大だいな石の扉とびらだった。

　エイプリルがひとり前に出る。

　彼女の鋭するどい瞳ひとみは、そこに罠わなが仕し掛かけられていることを見み抜ぬいていた。



エイプリル：‥（渋しぶい口調で）……少し下がっていろ。トラップだ。

ノエル：‥おぉー、さすがはエイプリルさん～。

エイプリル：‥では、解かい除じよするぞ。

ＧＭ：‥むう、難なん易い度どは16だ。

エイプリル：‥念のためフェイトを一点使用。４Ｄで振るぞ。（ダイスを振る）……15

一同：‥……………………。

ＧＭ：‥と、全員が一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした次の瞬間。“〝……バンバンバンバンっ!!”〟扉の近くから、四枚のお札が連続で撃うち出されるっ!!

クリス：‥札っ!?

ＧＭ：‥全員、【敏びん捷しよう】の判はん定ていどうぞ！

トラン：‥また【敏捷】───っ!?（ダイスを振ふる）……失敗！

エイプリル：‥（ダイスを振る）……失敗！

ノエル：‥（ダイスを振る）失敗～っ！。

クリス：‥（ダイスを振る）……あ、成功（笑）。

ＧＭ：‥判定に失敗した三人は……顔面にお札が貼はりつく！　これは魔法封ふうじのお札で、貼りつかれると“〝魔ま術じゆつ”〟に属ぞくするスキルが使用不ふ能のうになる。

トラン：‥ぐはっ!?

ＧＭ：‥ちなみに、ＭＰを10点消費すると、すぐはがせるよ。

トラン：‥即そく座ざにはがす！

エイプリル：‥もちろん、はがす。

ノエル：‥“〝魔術”〟スキルだけってことは……あたしには関係影えい響きようないんですか？

ＧＭ：‥ないよ。

ノエル：‥じゃあ、このままでいいです～。ＭＰ10点なんてそんなもったいない。それにちょっとかわいいのです。



　かわいいのですか。



ＧＭ：‥で！　トラップの発動と同時に、目の前の扉は“〝ゴンゴンゴン……”〟と開いていく。そこは、開けた大きな部屋になっているね。部屋の中央に目をやれば……なにか巨大な生物が二匹ひき、うずくまっている。

一同：‥う……？

ＧＭ：‥その二匹は、同時に首をもたげ───咆ほう哮こうをあげた！　というわけで、戦せん闘とうだっ！



トラン：‥え……《エンサイクロペディア》っ!!（ダイスを振る）

ＧＭ：‥ぬ、成功してるな。そのエネミーは……ドラゴンパピーだ!!　この二体は、キミたちの姿すがたを確かく認にんすると……首を振りながら突とつ撃げきしてくる！

ノエル：‥わあっ、こわいですよっ!?



ドラゴンパピー

　その名のとおり、ドラゴンの幼よう生せい体たい。６レベルのエネミーである。

　幼生とはいえドラゴン、ブレスや爪つめの攻こう撃げきなど、戦闘力はけっしてあなどれない。





トラン：‥《陣じん形けい》です、ノエルっ!!　使用許きよ可かを出してください。

ノエル：‥押おします押しますっ、ハンコはいくらでも押しますよぅ───っ!?（一同爆ばく笑しよう）

エイプリル：‥あわてるな。あのくらいのエネミーなら、落ち着いて戦えば問題ねえ。



　四人が瞬時に散開する。

　クリスとノエルは前へ、射しや撃げき能力を持つエイプリルは横に跳とび、トランは最さい後こう衛えいに位置。

　自分のポジションに到とう達たつするやいなや、エイプリルの銃じゆうが咆哮をあげる。

　銃じゆう弾だんは、ノエルの眼がん前ぜんで唸うなりをあげるドラゴンのウロコを撃ち抜ぬいた。



ＧＭ：‥……ぐっ、クリティカルかよ！　ダメージロールの結果は38だから……うへ、一撃で26ダメージかいっ！

ノエル：‥さすがエイプリルさんっ!!

ＧＭ：‥今の一撃で、ドラゴンは怒いかり心頭だ。ギロリ……目の前に立つ者をにらみつける。

ノエル：‥……わあっ、あたしですよっ!?



　ドラゴンの攻撃が、ノエルの顔面を強打する。

　が、その攻撃はクリスの《プロテクション》のダイス目が走り……ダメージ０！



ノエル：‥あ、ありがとうございます～。

クリス：‥いやいや……で。推すい測そくすると、私の支し持じ率りつは70程てい度どの数字を記録していると思われますが───今ので上がりませんか。

ノエル：‥上がりますよすごいですよっ！　一万八千くらい上がりました！（一同爆笑）



　小豆あずき相場より激しい変へん動どうである。



ＧＭ：‥……次、もう一匹のパピーの行動だ！　ターゲットはクリス！



　この攻撃を、クリスはかろうじて回かい避ひする。

　続くノエルは、新たに取得した《インヴィジブルアタック》で命中率を上げて、ドラゴンに一撃をたたき込こむ！　さらに、４レベルへと進化した《バッシュ》は、彼女に確実な手て応ごたえを与あたえた。



　───戦いの展てん開かいはエイプリルが最初に言ったとおり、落ち着いて対たい処しよすれば苦戦する相手ではなかった。

　なにせ、ノエルが前のシナリオとちがい、３レベルになっている。

　周囲との差は１レベルだ。

　前衛としての役やく割わりを、着実にこなせるようになっていた。

　戦闘時の安定度を見れば、前回とは大ちがいである。

　第１ラウンドは、最後に二匹のドラゴンパピーをトランが《アースブレット》で転てん倒とうさせて、終わった。

　続く第２ラウンド、最初のエイプリルの攻撃でドラゴンパピーの一匹はそのまま倒たおれ伏ふし……残るドラゴンの攻撃は《プロテクション》でふせがれ、もはや致ち命めい打だにはほど遠いダメージしか与えられない。



トラン：‥よし、これは楽勝ですね。

ＧＭ：‥と、安心するのはまだ早い!!　そこで全員【感知】で判はん定ていだっ！



　この判定に唯ゆい一いつ成功したエイプリルは、仲間に向かって叫さけんだ。

　エイプリルは、右に伸のびる通路より駆かけ寄よる足音を聞きつけたのだ。



エイプリル：‥気をつけろ、右からなにか来るっ!!



ノエル：‥……右？

ＧＭ：‥そう、右の通路から腰こしをかがめた人ひと影かげが２グループ十人ほど、この戦場に駆け込んでくる！　手には短たん剣けんを持ち、顔まですっぽり黒い布ぬので覆おおっている。「チッ……生きてやがる」

クリス：‥こいつら、公こう爵しやくの部下かっ!?　三日待つんじゃなかったのか!?（笑）

ＧＭ：‥うむ、公爵はアガートラームを待ちきれないようだ（笑）。



　ちなみに、この暗殺者のデータは、人型のエネミー・精せい鋭えい兵へいを利用した。



精鋭兵

　兵士の中でも、さらに優ゆう秀しゆうな者だけを選せん抜ばつ、さらに過か酷こくな訓練を受けた戦士───それがこの精鋭兵である。

　レベル６のモブだ。





ＧＭ：‥暗殺者はキミらが生きてるのを見るとちゃきっ、と短剣を握にぎりなおし……ターゲットはランダムで決めます。（ダイスを振ふる）……３でトラン。

トラン：‥うわっ、こっち来たっ!?

ＧＭ：‥新たな敵てきは、脇わき目めもふらず、マイナーアクションでトランにまっすぐ駆け寄り……攻こう撃げき！《バッシュ》５レベル使用っ!!（ダイスを振る）

トラン：‥ぐはっ!?

ＧＭ：‥ダメージロールは７＋７Ｄで……うわおっ!?

一同：‥でかっ!?

ＧＭ：‥……合計38ダメージっ!!

トラン：‥わたしの防ぼう御ぎよ力りよくは２！　現げん在ざいのＨＰは28！　36ダメなので死にます。

クリス：‥プ、《プロテクション》!!



　戦いは、壮そう絶ぜつな殴なぐりあいになった。

　侵しん入にゆうしてきたふたり目の暗殺者は、ノエルの元に駆け込み攻撃を繰くり出して、一撃で彼女のＨＰは一気に残り21である。

　考えた末、ノエルとトランは、ノエルを襲おそった暗殺者に攻撃を集めるがラウンド内に倒すことは……できず！

　クリスは、目の前のドラゴンパピーを足止めするのに精せい一いつ杯ぱいである。



　戦いは、第３ラウンドに突とつ入にゆう。



　初っぱなから、エイプリルの放つ弾だん丸がんがノエルの眼がん前ぜんの敵の息の根を止めた。

　暗殺者は自分の死を悟さとると……“〝かきっ”〟。

　奥おく歯ばを噛かみしめ───その場で自じ爆ばくした。

　だが、【幸運】判定に成功したノエルは、これをひょい、とかわす。

　続くドラゴンパピーはクリスに攻撃を行なうが……《プロテクション》の前に有ゆう効こう打だは与あたえられず───。

　残る暗殺者は、目の前のトランを攻撃！



トラン：‥死にます。



　……となるとこころを、再ふたたびクリスの《プロテクション》！　ヘタな目を出すとＨＰが０になりかねなかったので、フェイトまで使用！

　それですら、トランのＨＰは残り６！

　だが次に食くらえば、《プロテクション》があっても戦せん闘とう不ふ能のう確かく定ていである。

　トランは、ノエルに《待機》を進言し───先に《アースブレット》で暗殺者にダメージを与えつつ［転倒］させる。［転倒］させれば、ノエルの攻撃が当たりやすくなるとの配はい慮りよである。

　なお、クリスのドラゴンパピーに対する攻撃は見事に……はずれであった。



トラン：‥というわけでノエル、こっちに移い動どうしてこいつを倒たおして───っ!!（号泣）

エル：‥は、はい～っ!!



　ノエルの攻撃は見事命中するものの、ＧＭの期待どおりに……。



ＧＭ：‥……あ、暗殺者のＨＰ、３点残った（笑）。

トラン：‥ぐはっ!!（笑）

ノエル：‥かっ、かたじけない～～～っ!?（一同爆笑）



　戦いはもつれにもつれ、第４ラウンドに突入！

　ＭＰが底をついたエイプリルだったが、その射しや撃げきはトランの前の暗殺者をしとめるには十分な威い力りよくだった。





トラン：‥ふう、あぶない……。



　だが、彼は忘わすれていた。

　暗殺者が、自爆した。

　が、トランは【幸運】判はん定ていに成功、ノエルは爆発に巻まき込まれるが……クリスの《プロテクション》を受けてノーダメージである。



トラン：‥ふう、あぶないあぶない……。



　と、トランがつ再さい度どぶやいた時だった。

　クリスと戦っていたドラゴンパピーがひょい、と首を持ち上げ……トランとノエルのいたエンゲージに向かってブレスを吐はいた。



トラン＆ノエル：‥こっちきた───っ!?

クリス：‥うわ、ふたりとも《プロテクション》ないと、ＨＰＯになる!?



　その瞬しゆん間かん、トランの笑え顔がおが輝かがやいた。



トラン：‥……ノエルを［かばう］っ!!

ノエル：‥えぇえええええ───っ!?



　この一いち撃げきで、彼のＨＰは０───。

　トランは、やり遂とげた男の顔で倒れ伏ふした。



ノエル：‥あ、あたしをかばってトランさんがたいへんなことに～。

エイプリル：‥大だい丈じよう夫ぶだ、たしか《レイズ》を持っていただろ、クリス！　蘇そ生せいを……！

トラン：‥いや、《レイズ》を持っているのはわたしです。

一同：‥ぐはっ!?

ＧＭ：‥……なら、ノエルを犠ぎ牲せいにしてトランが《レイズ》をかければよかったんじゃ……。

トラン：‥いや、これでいいんです……ですよね、ノエル（ちらり）。

ノエル：‥ですですよ！　支し持じ率りつが急きゆう上じよう昇しようですよ！

トラン：‥ははは、そうでしょうそうでしょう。

クリス：‥しまった！　そーゆーことかっ！（笑）

ノエル：‥もう、今ので50くらい支持率上がりましたよ～。



　さっきの一万八千とえらいちがいである。



エイプリル：‥……なに遊んでんだ、お前ら。



　なお、ドラゴンパピーががんばったのは、ここまでだった。

　こののち、ノエル、クリス、エイプリルの三連続攻こう撃げきにより……



　ドラゴンパピーは最後の咆ほう哮こうを上げて、その場に倒れたのだった。



◆Middle 11◆忘わすれていたこと




　公こう爵しやくのペット（ドラゴンパピー）たちを撃げき破はした一行は、ＨＰやＭＰを回かい復ふくし……暗殺者たちがやってきた、南側の通路へと向かう。

　自分たちが地下に落ちたあと、公爵の部下の暗殺者が現あらわれたのだとすると、こちら側にも出入り口があるのでは───と予よ測そくしたのだ。



ＧＭ：‥……というわけでキミたちが南の通路を進むと、再ふたたび視し界かいが開ける。そこは地下に作られた人工池になっているね。

トラン：‥潜もぐれ……ってことか？　ちょっと水の中に入ってみ……。

ＧＭ：‥“〝ゆらり───”〟なにやら水面に魚ぎよ影えいが集まってくる。



トラン：‥戻もどるっ!!（笑）

クリス：‥あからさまにあやしいじゃねえか！（笑）

ＧＭ：‥ささ、遠えん慮りよなさらずに。ちょっとお魚さんにつつかれるけど、潜れますよ？

一同：‥潜ってたまるかっ!?

クリス：‥ここは、戻っていける場所から行こう。

トラン：‥……あ！　重要なことを思い出しました！　アガートラームを持ってきてるじゃないですか。これ、使えないのかと。

クリス：‥そーいえばそーだ！

ＧＭ：‥わはは（笑）。［アイテム鑑かん定てい］して、これに成功すれば能のう力りよくと使い方がわかるよ。鑑定の難なん易い度どは15だ。

トラン：‥ここはわたしの出番ですね。えー……フェイトを一点使用して判はん定てい！（ダイスを振ふる）よし、17っ！

ＧＭ：‥む。トランは、そのすばらしい脳のう細さい胞ぼうで瞬時にそのアイテムの能力を看かん破ぱした。データは以下のとおりだ。



●魔ま手しゆアガートラーム

種別：‥盾たて（バックラーと同じ）

防ぼう御ぎよ力りよく：‥３

効こう果か：‥使用タイミングは、攻撃するタイプの魔ま術じゆつの使用宣せん言げん時じ。

　　　アガートラームの装そう着ちやく者しやに［CLＤ６］のＨＰダメージを与あたえる。その行動で与える魔法ダメージに、［装着者の受けたダメージ］を加える。

　　　この効果は１シナリオに一回のみ使用できる。



トラン：‥……ってこれ、魔法使いのアイテムだ！　具体的に言うと、このパーティではわたし専せん用ようと言っても過か言ごんではない！

ノエル：‥では、トランさんが使いこなしてくださいっ！



　こうしてトランがアガートラームを装そう備びすると……

　一行はドラゴンパピーと戦せん闘とうした部屋へと舞まい戻ったのであった。



◆Middle 12◆橋の上の決戦




　風が、吹ふいていた。

　さらに目の前には、細く長い橋が───まっすぐに伸のびていた。



　一行は、ドラゴンパピーと戦った部屋から西側へと向かい、その部屋に到とう達たつしていた。



ＧＭ：‥というわけで、次のエリアなんだが……部屋全体が大きく陥かん没ぼつして、深い穴あなになっている。部屋のいちばん奥おく……対岸には扉とびらが見えるね。

クリス：‥どーやってあそこまで行けと……。

ＧＭ：‥ご安心めされい。ちゃんと部屋の入り口から対岸まで、一本の大変細い橋でつながっておる。

一同：‥…………。

ＧＭ：‥さらには、この部屋には横よこ薙なぎの強風が吹き荒あれておりまして。

一同：‥……………………。



ノエル：‥た、たしか前のリプレイの一巻かん（「銀の輪の封ふう印いん」）でこのようなシチュエーションがあったような……。

ＧＭ：‥あの時は、地底湖で下には水が張はられてましたがね。

ノエル：‥たしか、橋から誰だれか落ちましたよね。

トラン：‥まあ、それは置いときまして！（←張ちよう本ほん人にん）で、風が吹いていると言ってましたが、判定に失敗で落ちるとか……？

ＧＭ：‥いや、橋は狭せまいとはいえ、人が二～三人並ならべるくらいの幅はばがある。強風は吹いているが、橋の上を歩くくらいなら落ちないよ。この風は、この部屋に入った者全員の行こう動どう値ちをマイナス10するだけのものだ。

クリス：‥そうなのか。

エイプリル：‥ってことは、俺おれが１、他の三人は行動値が０になるってことだな。

クリス：‥もし、橋から落ちたら？

ＧＭ：‥落ちたらダメージを受けるのは、まちがいない。ダメージは５＋３Ｄ６だ。

トラン：‥そこまで決まっているってことは、落とすための、なんらかの仕し掛かけがあるんでしょうねえ。

ＧＭ：‥さあ……うひひ（笑）。

ノエル：‥な、なんかきくたけさんから邪じや悪あくなオーラが……オーラが見えますよっ!?

エイプリル：‥ほう、見えるようになったか。

トラン：‥それが見えるようになれば、一流のゲーマーです。

ＧＭ：‥勝手なことをぬかすなっ!?

エイプリル：‥まあ、くだらないこと言ってないで……先に進むぞ。

クリス：‥なにがあってもいいように、全員でかたまって前に進もう。



　そもそも、これがまちがいの始まりであることに、誰も気づく者はいなかった。



ＧＭ：‥……ＯＫ。では、キミたちはかたまって、強風にあおられながら橋の上をソロリソロリと進んでいく。そして、橋の中ほどまできた時だ。全員、難なん易い度ど11で［危き険けん感知］を！

クリス：‥きたきた！（笑）

エイプリル：‥まかせてもらおう（ダイスを振ふる）……10！　失敗。

クリス：‥10！　失敗！

トラン：‥９！　失敗！

ノエル：‥６！　失敗です～！

ＧＭ：‥ありゃ。……キミたちは、その気配に気づかなかった。

一同：‥お？

ＧＭ：‥ふいに、キミたちのすぐ目の前で空気……風景が揺ゆらぎ───“〝ゴウッん！”〟なにか重い物を振り回すような風切り音が鳴るっ！　キミたちのいるエンゲージ全体に攻こう撃げきっ!!

一同：‥なに───っ!?

ＧＭ：‥なお、この攻撃は不意打ちになるので、みんな回かい避ひにダイスをマイナス一個このペナルティを受ける！　命中は８＋３Ｄで（ダイスを振る）……17っ!!

トラン：‥ダイスを一個減へらされたら、エイプリル以外回避できる可か能のう性せいはない！

エイプリル：‥（ダイスを振る）……ぐ。いや、こっちも失敗だ。

クリス：‥いったいなにが攻撃してきたんだっ!?

ＧＭ：‥では、そこでゆらいだ空気の正体がわかる。その橋の上……まさにキミたちと同じエンゲージに、なにか身長二メートルの大型が、はっきりと現あらわれる。

トラン：‥う、橋の上に《保ほ護ご色しよく》かなんかで隠かくれていたのか!?

ＧＭ：‥そのとおり！　そこに出しゆつ現げんしたのは全身、全面鏡張りの装そう甲こうを持つゴーレム!!　名付けて……。

エイプリル：‥ミラーゴーレム、とでも言うのか？

ＧＭ：‥先に言うな先にっ!?　まさにその通り、読者投とう稿こうのエネミー・ミラーゴーレムだ！　奴やつは自分の身体からだに背はい景けいを映うつし出し、ここに隠れていたのだ。

トラン：‥なんという器用なマネを……。



    

  
    
      ＧＭ：‥とにかくダメージロールいくぞ！（ダイスを振る）……32！

トラン：‥はい、死にます!!

クリス：‥死ぬのかよっ!!

トラン：‥だって、ＨＰが30で防ぼう御ぎよ力りよく２しかないんだからっ!!（笑）

クリス：‥ト、トランに《プロテクション》っ!!（ダイスを振る）……16っ!!

トラン：‥そ、それでもＨＰの半分もってかれた！

ＧＭ：‥あ、言い忘わすれた。今の攻撃で、橋の一部も破は損そん！　みんなの重さで“〝みしっ、みしみし……っ”〟と悲鳴をあげている。

クリス：‥って、橋もダメージ受けるのかっ!?

ＧＭ：‥うむ。このエリアの特別ルールとして、“〝橋”〟もキャラクターと同じに考える。ＨＰは70、防御力は物理魔ま法ほうとも０だ！　もちろんＨＰが０になれば、橋は崩くずれる。

一同：‥なに───っ!?

エイプリル：‥ぐ、まずいな……。



　いきなりのエンゲージ全体攻撃。

　これにより全員、自分がＨＰの半分ほどをもぎ取られていた。

　橋も、残るＨＰは38である。



ＧＭ：‥というわけでここで、あらためて戦せん闘とう開始だ！

トラン：‥とりあえずセットアッププロセスで《エンサイクロペディア》!!（ダイスを振る）

ＧＭ：‥ぬ、成功してるな。名前はミラーゴーレム。《保護色》《範はん囲い攻撃》、そして必殺の《ミラービーム》を持っている（一同爆ばく笑しよう）。

クリス：‥なんでこの世界のゴーレムはみんなビーム撃うつんだよっ！（笑）

ＧＭ：‥他ほかに使うスキルはないな？

クリス：‥《陣じん形けい》……は、敵てきとエンゲージしてるからだめか！

ＧＭ：‥では、ミラーゴーレムの行こう動どう値ちは12っ！　ただし強風の影えい響きようを受けて、２となる。

エイプリル：‥ってことは、向こうが先に行動か！

ＧＭ：‥うひひ。ゴーレムは再ふたたび腕うでを振り上げて、エンゲージに全体に攻撃だ。

トラン：‥待って───っ!?（←ＨＰ半分）

ノエル：‥ひ──────っ!?（←ＨＰ半分）



　再ふたたびゴーレムが腕うでを振り上げ、ノエルたちをなぎ払はらう！

　この攻撃に対して、ノエルたちはだれひとり回避ができない。

　ダメージロールの結果は34───つまり……。



クリス：‥うわ、ＨＰが６しか残らんっ!?

トラン：‥死にます！

エイプリル：‥死ぬ！

ノエル：‥死にます───っ!?

トラン：‥やばい、これじゃ全滅ですよっ!!　ここは《蘇生》を使うしか選択肢がないっ！　ノエル、ギルドスキル使用の承しよう認にん、お願いしますっ！

ノエル：‥しょっ、承認承認!!　ハンコ押おしますですっ！

トラン：‥ダメージを受ける前に全員、《蘇生》によりＨＰが回かい復ふくして……そこに今のダメージがくる。うわ、それでもわたしは死にますよっ!?

クリス：‥他の三人は死なないから、ここはトランに《プロテクション》!!（ダイスを振ふる）……11っ!!

エイプリル：‥ではそれをちらり、確かく認にんしつつ……《デスターゲット》でゴーレムを攻こう撃げき！（ダイスを振る）

ＧＭ：‥（ダイスを振る）ぬ、よけられん！

エイプリル：‥（ダイスを振る）……35ダメ！

ＧＭ：‥防御力は10だから、25ダメージ！　ゴーレムの鏡面装そう甲こうの一部がくだけ、甲高い音をたてた！

トラン：‥では、生き残ったわたしは、《マジックブラスト》＋《ヒール》!!（ダイスを振る）───これで全員、ほぼ全ぜん快かい!!

一同：‥おお───っ!!

クリス：‥し、しのいだ！



　歓かん声せいをあげ、ホッとした───のは束つかの間だった。

　トランは、ある事実に気づく。



トラン：‥……ちょっと待て。これ、ものすごくやばい。

クリス：‥？　なぜだ、ここからふたり連続で攻撃だぞ。

トラン：‥でも、それで倒たおせなかったら、また《範囲攻撃》がくる。もう《蘇生》もないから、出目しだいでは、また全滅です。ＧＭ、橋へのダメージは？

ＧＭ：‥今、累るい計けいで66ダメージ。あと４点で橋崩ほう壊かい！

一同：‥げ！

トラン：‥（ちょっと考えて）……次のゴーレムの攻撃でダメージ受けて、こっちに行動順番がくる前に、さらに落下でダメージ。回復がはさめません。

クリス：‥（ちょっと考えて）……トランが死ぬ可か能のう性せいが高い？　すると、全員の回復が不能になって……。

トラン：‥いや、私だけがダメージ受けるなら、《プロテクション》で助かるかもしれませんけど……落下で全員がダメージ受けると、ノエルだってやばい。いずれにせよ、次のゴーレムの攻撃はしのげない……？

ノエル：‥まずいじゃないですかっ!?

エイプリル：‥最初、不意打ちくらったのがまずかったな……もしくは、俺ひとりで調べにいくべきだったか。



　しばらく考え込こむ一同。



トラン：‥…………待てよ。ＧＭ、橋が崩くずれて落ちたら、エンゲージはどうなります？

ＧＭ：‥ぬ（笑）。【幸運】を振って、失敗したらゴーレムと同じエンゲージになる。が、成功したらゴーレムとは別エンゲージになる。

クリス：‥……それだっ!!

トラン：‥なるほどっ!!　あくまで次のゴーレムの攻撃を全員が食くらうのがやばいのであって……それさえなければ、どうにかなる！

ノエル：‥あ、あう？

トラン：‥ノエルはおもいっきりゴーレムをぶんなぐってください！　このさい、フェイトやカラドボルグの特とく殊しゆ能力も使ってＯＫ！　で……。

クリス：‥わかった。私が、橋を壊こわすんだな！　で、トランとエイプリルが【幸運】判はん定ていに成功すれば……。

エイプリル：‥なるほど、ゴーレムの範はん囲い攻撃が全員を捉とらえることはない、か。

ＧＭ：‥（うは、自力で気づいたか）。

ノエル：‥じゃ、全力でいきますよっ!!《スマッシュ》＆《バッシュ》!!　フェイトを三つ使ってさらに……カラドボルグの力を使いますっ!!

ＧＭ：‥ノエル。キミがカラドボルグに魔ま力りよくを込めたその瞬しゆん間かん───剣けんは、赤みがかった銀色の光を噴ふき上げた！

ノエル：‥大きく振りかぶって……てや───っ!!（ダイスを振る）



　ノエルの、光を纏まとったカラドボルグの一撃がミラーゴーレムを捉える。

　光は鏡に覆おおわれたゴーレムの巨きよ体たいをいともあっさり斬きり裂さく。



ＧＭ：‥……ぐは、防ぼう御ぎよ力りよく無む視しでくるから、52ダメージかっ!?

ノエル：‥お───っ!!

クリス：‥では、私はそのまま橋へ攻撃！



　クリスが、橋に剣を突つき立てた。

　橋はついに自重を支ささえきれず……轟ごう音おんと共に崩壊した。



　　　＊　　＊　　＊



　こののちの展てん開かいは、トランが計算したとおりとなった。

　エイプリルは素すのダイス目で、トランはフェイトを一点使用して【幸運】判定を成功させて───狙ねらいどおり、穴あなの底でクリスとノエルのみがゴーレムとエンゲージする。

　さらにエイプリルは持ち前の俊しゆん敏びんさで見事に着地、ダメージを受けずにすむ。

　続く、ゴーレムの《範囲攻こう撃げき》はノエルとクリスにたたき込まれ───。



ノエル：‥きたー！　回かい避ひ、できるかな……っ。

エイプリル：‥自分を信じるんだ。ダイス運の悪いお嬢じようちゃんでも、そろそろ大きい目とかでる。ここでクリティカルとか出せば、まさに物語の主人公のようだぞ。

ノエル：‥そ、そうですよねっ！（ダイスを振ふる）



　ダイス目はピンゾロだった。



ノエル：‥なんてこと───っ、なんてことっ───!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：‥ふぁ、ファンブルか……っ！

トラン：‥こ、これはこれでおいしいなあ……（笑）。

ノエル：‥やだーもうーっ!!　おかしい！　ぜったいなんか仕込まれてますよ！

クリス：‥ノ、ノエルに《カバーリング》!!　そして、自分には《プロテクション》!!



　この一撃でクリスは死にかけるが───苦戦したのは、ここまでだった。

　これまでの恨うらみをはらすかのように、四人の目がギラリ輝かがやき、ゴーレムをにらんだ。



　エイプリル、そしてトランの攻撃により……。



　───ミラーゴーレムは粉ふん砕さいされた。



◆Middle 13◆扉とびらへの鍵かぎ




　ミラーゴーレムを粉砕した一行は、そのまま奥おくへと進軍した。

　というか、橋が落ちているため、戻もどる道がなかったのである。

　奥の部屋へと登る崖がけには、なぜかハシゴがかかっていた。



　そこは、行き止まりの部屋だった。



ＧＭ：‥というわけで、そこはガランとした部屋だ。部屋の中央には台だい座ざがあり、そこには一本の剣けんが突き立っている。

一同：‥………。

エイプリル：‥罠だな。

トラン：‥罠ですね。

クリス：‥罠だろ。

ノエル：‥罠です（うんうん）。

ＧＭ：‥……。

エイプリル：‥ここは、俺おれにまかせてもらおう。



　エイプリルが、自信ありげに笑えみ……ひとり剣に向かっていった。

　罠は、あっさり発見された。

　ついでに、あっさり解かい除じよされた。



ＧＭ：‥………………。

エイプリル：‥……では、剣を引き抜ぬくっ！

ＧＭ：‥ＯＫ！　キミがその剣を抜いた瞬しゆん間かん……“〝ぶしゅうううううううう！”〟その引き抜いた穴から大量の水が噴ふき出した！

トラン：‥水っ!?

ＧＭ：‥流れ込んだ水は、そのままキミたちを押し流し、さっきの穴へとたたき込む……。

一同：‥おおいっ!?

ＧＭ：‥……なんてことはなく！（一同爆笑）ゆっくりと、さっきの穴に流れ込んでいくのだ。

エイプリル：‥なるほど。これで水が張はって向こう岸に渡わたれるようになるのか（笑）。

ＧＭ：‥そうだね（笑）。で、同時に……この地下迷めい宮きゆうのどこかで……“〝ゴッ、ゴゾゾゾゾゾゾ……”〟と、なにか風ふ呂ろの栓せんを抜いた時に、水が吸すい込まれていくような音が、遠くで聞こえた。

トラン：‥……あー、なるほど。さっきの水がたまっていた部屋だな。あそこの水がここから噴き出してるんだ。

ノエル：‥おー、なるほどー！　……なんか『バイオハ●ード』を思い出しました（笑）。

トラン：‥あー、あったあった（笑）。

ＧＭ：‥そうなのか（笑）。……で、ややあって───水の流れは完全に止まり、前の部屋の穴あなが完全に水で満たされた。もう泳いでいけば、向こう岸に渡れるな。

トラン：‥では、いきましょうか。

ノエル：‥……あ。

一同：‥あ？

ノエル：‥ト、トランさんって改かい造ぞう人間なんですよね？

トラン：‥まあ、そうです。それが？

ノエル：‥水の中に入ったりして……機械の部品が錆さびたりしませんか？（一同爆ばく笑しよう）



　ノエルのジョークっぽい問いかけに、トランもまたジョークまじりに言葉を返した。



「大だい丈じよう夫ぶですよ。わたしの身体からだは……生活防ぼう水すい仕様ですから」



    

  
    
      　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆お前は悪あく魔まか




　迷宮の一室に造つくられていた人工池───水が引いたその奥おくの壁かべに、扉とびらはあった。

　四人はエイプリルを先頭に、その先に続く道……地上へと出る道を登っていく。

　最後の鉄の扉を押おし開くと同時に、夜明けの、清せい浄じような冷たい空気が流れ込こんできた。



ＧＭ：‥とゆーわけで、クライマックスです！　その最後の扉……扉といってもマンホールのフタみたいなハッチだが……を押し開くと、そこはキミたちの知っている風景だ。すぐわきに、どこか趣しゆ味みの悪い噴ふん水すいが見える。

クリス：‥噴水？　……ああ、公こう爵しやく邸ていの庭か。

エイプリル：‥とりあえず、出るぞ。

ＧＭ：‥と、四人がその隠かくし通路から外に出た時だ。（やらしい口調で）「おやおや、ここを抜ぬけだしてきたのは、キミたちが初めてだ」

ノエル：‥……公爵～！

エイプリル：‥へ、待ちかまえていやがったか。

ＧＭ：‥「やれやれ。これまであそこに落ちた者は、ひとりの例外もなく穴あなの底で骨ほねになるか、ドラゴンのエサになったというのに」

ノエル：‥（絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな声で）なんてこったい～。



　ここで、いきなり噴き出すトラン……というかクレバー矢や野の。



トラン：‥（腹はらを抱かかえながら）なんてこったいじゃねえっ！（大だい爆ばく笑しよう）いや、そんな声でなんてこったいと言われても……っ…腹、痛いたい～っ！（大爆笑）



　なんかツボにはまったらしい。



ＧＭ：‥……つ、続けていいか？「さて……まあ、いいだろう。わざわざアガートラームをここまで持ってきてくれた……そう思えばくやしくもない」“〝パチン”〟、公爵が指を鳴らすと、足音を響ひびかせ十人ほどの兵士や魔術師がキミらを取り囲む。

エイプリル：‥（渋しぶい口調で）……へっ、ぞろぞろとまあ……。

ＧＭ：‥公爵の横には、巨きよ大だいな唸うなりをあげている一匹ぴきのトラ。「さあ、かわいいこいつのエサにしてやろう」そう言いながら、公爵自身も剣けんを抜き放つ。やたら豪ごう華かな装そう飾しよくを施ほどこしたミスリルソードだ。

トラン：‥む。それが使えるとは、なかなかのレベル！

ＧＭ：‥「しかし私は寛かん大だいな男だ。最後に、チャンスを与あたえよう」

クリス：‥チャンス？

ＧＭ：‥「───そうだ。アガートラームとカラドボルグを渡わたしなさーい？　さすれば、お前たちの命は保ほ証しようしよう！」

一同：‥剣もかよっ!?

ＧＭ：‥「ははは、まさかカラドボルグまで持っているとは思っていなかったよ」

クリス：‥なんて欲よく深ぶかい奴やつ！　ノエルさん、なんか言ってやりましょう！　ここは戦いの前に一発、正義の前口上をっ!!

ノエル：‥（おっとりした口調で）あ、あくぎゃくひどうのかずかず～ゆるしませんです～。



　へにょん。

　力が抜けて、机つくえに突っ伏ぷすプレイヤー一同。



ＧＭ：‥「面めん妖ような声を……！　ち、力が抜けるっ!?」（一同大爆笑）

ノエル：‥い、いやいやいやっ！　顔がキッ、となって言ってますよ。

ＧＭ：‥「今、悪あく逆ぎやく非ひ道どう……と言ったね？　しかし考えてみたまえ。私は、私が雇やとった者たちの生活を守るため、私し財ざいであるアガートラームを売り払はらおうとしているだけだ。それのなにが悪いのかね？　私の財ざい政せいが傾かたむけば、多くの者が路頭に迷まようのだよ？」

ノエル：‥………………あれ？（と、仲間の方を見る）

トラン：‥（ひそひそ声で）ほ、ほら、だからといって多く罪つみのない人々を死においやってるわけですから、悪い奴なんですよ！（ひそひそ）

ノエル：‥あ、あ……そか、そうですよねっ。（公爵に向かって）しかし今まで、数々の被ひ害がい者しやをだしてるじゃないですか！　それのどこに正義が……。

ＧＭ：‥「被害者？　どこにそんなものが？」

ノエル：‥ど、洞どう窟くつの中にいっぱいいましたよっ！

ＧＭ：‥「なにを言う。あれは、私し利り私し欲よくのために私の宝たからを……従業員たちの生活がかかったあの大事なアイテムを盗ぬすみにきた、いわば───加害者だ」

ノエル：‥も、ものは言いようですね……（三人の方を向いて）……なんか説得されそうです。

一同：‥されんな──────っ!?（大爆笑）

ノエル：‥あぅっ、でも───っ!?

クリス：‥がんばるんだ、ノエルさん！

トラン：‥もっとなにか言い返しましょうっ!!

エイプリル：‥……そうだ。お前の感じたことを、言葉にすればいい。

ノエル：‥じゃ、じゃあえっと……あ、あたしはおのれを信じて……仲間を信じて……っ……

ＧＭ：‥「そのうさんくさい連中が、信じるに値あたいする仲間かね？」

クリス：‥お前が言うなっ!?

ノエル：‥え、えっとっ……（←混こん乱らん中ちゆう）……あなたみたいにソーメンとかラーメンとかちゃんとした名前で呼よばれないような人は、この世にいてはいけないのです～っ!!（一同大爆笑）

一同：‥なんだそれは──────っ!?（大爆笑）



　なにを口走っているのか、本人も理り解かいしていないよーである。



ＧＭ：‥だが公こう爵しやくは傷きずついたらしい。身体からだがよろついて……「人様に向かって“〝この世にいてはいけない!?”〟お前は……悪あく魔まかっ!?（一同爆笑）

ノエル：‥もう悪魔でもなんでもいいので、ここらへんで許ゆるしてください前口上～っ!?（笑）

エイプリル：‥（渋い口調で）……ああ、十分だ。立りつ派ぱだったぞ、お嬢じようちゃん。

クリス：‥では……！　───始めましょうか！



◆Climax 02◆夜明けの戦い




　夜明けの薄うす明あかかりが世界に朝をもたらすころ───公爵邸ていの中庭で戦いは始まった。



ＧＭ：‥では、戦場のエンゲージはこんな感じで！

トラン：‥……最初から一気に押し切りましょうっ!!　全員に《ウィークポイント》をかけます！　全員の、次に当てた攻こう撃げきのダメージが＋７点！　続いてノエル、《陣じん形けい》を……!!

ノエル：‥承しよう認にんですっ!!



ＧＭ：‥同じく、公爵が《ウィークポイント》をクリスのいるエンゲージの敵てきに！

クリス：‥公爵も持ってるのかっ！

ＧＭ：‥では、ゆくぞ！　まず、公爵の行こう動どう値ちは17！

一同：‥はやっ!!

ＧＭ：‥「だてに公爵は名のっておら……」

トラン：‥いや関係ないだろっ!?（←そっこーツッコミ）



    

  
    
      ノエル：‥あ、関係ないんですか～またあやうくダマされるとこだったっ……。

ＧＭ：‥なんつー早いツッコミだ。で……トラの行動は16だ。



クリス：‥公爵、トラよりも速いのかよっ!?

ＧＭ：‥では、まずは公爵の行動！　彼はマイナーアクションでずんずんとクリス・ノエルに近づき───振ふり上げたミスリルソードをクリスにたたき込ーむっ!!「のぅえるぅ……仲間が死ぬ様を見て、後こう悔かいするがいい…………フんはァっ!!」

ノエル：‥ふんはーっ!?　ふ、ふんはーって……ふんはー……（←大だい爆ばく笑しようしている）。

ＧＭ：‥なにがおかしいっ!?

トラン：‥公爵、いきなり筋肉ダルマになった印象が……。

ＧＭ：‥とにかく、命中判はん定てい！　11＋３Ｄ……（ダイスを振る）……27！

クリス：‥よけられるか、そんなの！（ダイスを振る）……失敗！

ＧＭ：‥ダメージロールは……（ダイスを振る）───27！

クリス：‥防ぼう御ぎよ力りよくの12を引いて……さらに《プロテクション》！（ダイスを振る）……13！　ダメージは２！　たいしたことないな、公爵っ。

ＧＭ：‥まだだ！　続いてトラの攻撃！　マイナーアクションで……移い動どうっ!!

トラン：‥うわ、こっち来たっ!?　やっかいな……。

ＧＭ：‥トラがトランを攻撃っ！（ダイスを振る）……命中23！

トラン：‥そんなのよけられ……（ダイスを振る）てゆーか、ピンゾロ！（笑）



　牛ほどもある巨きよ大だいなトラの爪つめが、トランを引き裂さく！

　ダメージロールの結果は37。これはトランを一撃で殺し、まだあまるほどの数字だ。

　これに対しクリスが《プロテクション》を放つが、いきなりトランの残りＨＰは５に！



クリス：‥うわ……しのぎきれるか……っ？

トラン：‥というか、きびしい！　公爵を倒たおせば、戦せん闘とう終わったりするとか……!?

ＧＭ：‥「ふはは、甘い考えは捨てるがいい！　言っておくが、ここにいるのは、我が部下の中でもえり抜ぬきの精せい鋭えいよ」

トラン：‥う、こいつら精鋭兵か！　さっき迷めい宮きゆう内ないで戦った暗殺者と同じ能のう力りよくです。

クリス：‥５レベルの《バッシュ》持ってた奴やつか！

ＧＭ：‥「ふふ、こやつらは、私のためなら命を捨ててでも貴き様さまらを殺すだろう。なあ……！」力強い笑みを浮かべながら大きく手を広げ、公こう爵しやくが部下たちに声をかける。

一同：‥ふむ。

ＧＭ：‥（いきなり部下になって）「お～……（←やる気のない返事）」（一同爆笑）

トラン：‥だめじゃねえか公爵っ!?（笑）

エイプリル：‥ある意味予想通りだがな。

クリス：‥つまり公爵を倒して戦いが終わるかどうかで、奴の人間力がはかられるわけか。

ノエル：‥あ、そっかーなるほどー（笑）。

ＧＭ：‥「さ、最後の一兵になっても戦うわっ!?」公爵がムキになって叫さけんだところで、行動はエイプリルっ!!

エイプリル：‥《デスターゲット》使用！　フェイト、残り二点のうち一点を使って……（ダイスを振る）……22っ!!

ＧＭ：‥「ふふ、見える……貴様の弾だん丸がん、見えておるわっ!!」（ダイスを振る）

“〝ズギュ───ンっ!!”〟銃じゆう弾だんの衝しよう撃げきに公爵がのけぞる。

一同：‥見えてるだけじゃねえかっ!?（一同大爆笑）



　いきなり、35点ものＨＰをもぎとられる公爵!!

　怒りに震える公爵の号令にしたがい、一いつ斉せいに攻こう撃げきを開始する精鋭兵と魔ま術じゆつ師したち！

　だが、クリスの厚あつい鎧よろいと《プロテクション》の前に、ダメージは軽けい微び。

　もう一体の精鋭兵は、剣けんを大きく振りかぶってノエルにたたきつける。



ＧＭ：‥命中……（ダイスを振る）クリティカルっ!!

ノエル：‥やあっ!?　ろ、６出ろ６出ろ……っ!?

ＧＭ：‥きっとピンゾロ～。

ノエル：‥どうしてそういうこと言うかなっ……!?（笑）

エイプリル：‥大だい丈じよう夫ぶだ、きっと６ゾロだ！

ノエル：‥そ、そうですよねっ、（ダイスを振る）……はあっ……どうしてこんな目に……もだめ～……（←ダイス目３）。

ＧＭ：‥精鋭兵の一撃が、ノエルの肩かたに打ち込こまれる！（じゃりっとダイスをいっぱい握にぎる）７＋９Ｄ……死ぬかも（笑）。

ノエル：‥な、なんか死ぬような気がしてきましたよ……っ。

トラン：‥そんな弱気になっちゃだめだっ！

ノエル：‥そ、そうですよねっ!!　さあ、こいっ。

ＧＭ：‥どらっ！（ダイスを振る）……40ダメージ！

ノエル：‥やあっ!?　防御引いて34ダメージ～っ！　死……。

クリス：‥《プロテクション》……！　ヘタな目を出すと死ねるので、フェイトを一点使用！　とにかくデカい目だっ！　５Ｄで……（ダイスを振る）……おわっ、７っ!?（大だい爆ばく笑しよう）

一同：‥５Ｄ振って７かよっ!?

ＧＭ：‥でも27ダメージか！　これじゃ、殺せない！

ノエル：‥もっ、もはや人じゃないですね公爵、ひどいっ（一同爆笑）。

ＧＭ：‥「それが私の選んだ道なのだ！　やれ！」その声に、魔術師が魔法を放つ！　ターゲットはランダムで決める！（ダイスを振ふって）……クリス！

クリス：‥う、魔法か！

ＧＭ：‥マイナーアクションで《エキスパート：‥地》、メジャーアクションで《アースブレッド》！　魔術師Ａの突つき出した手の先に石のつぶてが浮うかび……。





「くる！」と、クリスがつぶやいた瞬しゆん間かんには、すでにつぶては彼の肩を貫つらぬいていた。

　ダメージロールは12＋６Ｄ！

　だがダイス目が悪く、合計28！《プロテクション》込みで、与あたえたダメージはわずかに７だった。

　続くもうひとりの魔術師もエイプリルの動きを捉とらえるが……再ふたたびダイス目が悪い。

　与えたダメージは13点のみ！

　ダメージこそ低いものの、クリスとエイプリルは《アースブレット》にはじき飛ばされ［転てん倒とう］する。



ＧＭ：‥ぐぬうっ、《プロテクション》邪じや魔まだっ!!

トラン：‥くる攻撃全部に《プロテクション》かけないと死ぬので！

クリス：‥でも、そろそろＭＰがきつくなってきた……。それに［転倒］してるから、次の敵てきの攻撃は絶ぜつ対たいによけられない……っ。

ＧＭ：‥次は集中攻撃で沈しずめたるか……次の行動は、ノエル!!

ノエル：‥はいっ……じゃあ……。

トラン：‥ちょっと待って！



　ここで考え込む、トラン。



トラン：‥ノエルがここで《ブランディッシュ》したとして……ぶつぶつ……クリスは起きあがって、攻撃か《ヒール》か……もし殺しきれないと……ぶつぶつ……いや、それより……。

クリス：‥か、考えている！

トラン：‥次、トラに行動されるとわたしは絶対死にます。つまり、パーティから魔法火力がなくなり、範はん囲いに対する《ヒール》も失う。このラウンドでカタをつけないと……。

クリス：‥つくのか……？

トラン：‥そのためには、アガートラームを使わないと……でも、私のＨＰは５。クリスがわたしのＨＰを回かい復ふくする必要が……。

ＧＭ：‥アガートラームは使うと、４Ｄのダメージをトランに与えるからな。

エイプリル：‥しかもクリスが回復にまわっても、回復しきれなかったら……。

トラン：‥ええ、アガートラームの効こう果かでわたしは死にますね。そうなったら最悪。

ノエル：‥えぇー！

ＧＭ：‥…………こーくると、こうなって……（机つくえのコマを凝ぎよう視しして考えている）……。

ノエル：‥き、きくたけさん、目が真剣に……なんか光ってますよ、こ、こわい！（笑）



　全員、ゲーマー根こん性じよう大全開である。



トラン：‥……迷まよっていても、しょうがありません！　ノエルは行動を［待機］、クリスはわたしに《ヒール》を！

ノエル：‥は、はいっ。

ＧＭ：‥ぬ、アガートラームを使うのか！

クリス：‥……では、トランに《ヒール》！　回復は５＋４Ｄで……。

トラン：‥わたしのＨＰが現げん在ざい５。アガートラームを使うと受けるダメージが４Ｄだから平へい均きん14ダメージ。17～８きてもおかしくない。せめてその《ヒール》でＨＰを20くらいまで回復してもらえれば……！

クリス：‥ってことは、４Ｄで10出せば……（ダイスを振る）───11かっ!?　16点回復！　これでトランのＨＰは21！

トラン：‥とりあえずじゅーぶんっ！　わたしの行動、いきます！　マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《アースブレット》！　目標は、ノエルのエンゲージの敵！　……ノエル、頼たのみますよ───これで敵を全ぜん滅めつしたら、一気に公こう爵しやくのとこまで走って攻こう撃げきを！

ノエル：‥わかりましたぁ！

ＧＭ：‥賭かけだな。

ノエル：‥え？

トラン：‥まず、ノエルとエンゲージをしている敵を倒たおしきれるかどうかが勝負。こいつらには、まだ１ダメージもいってませんからね……！

ＧＭ：‥倒せなかったら、終わりだ。次のラウンドで集中攻撃されればノエル、もたないだろ。

ノエル：‥え、え……。

エイプリル：‥仮かリに倒したとしても、ノエルが公爵を一発で倒さなければ、次のラウンドにまわってトランがトラに殺されて……へたするとノエルが公爵に殺されて……。

ノエル：‥え、え、え……。

クリス：‥こっちも、《プロテクション》一回撃うつくらいのＭＰしかない。次に、目の前の敵から同時に攻撃くると、私も死にかねない。

ノエル：‥えええええ……。

エイプリル：‥もちろん、俺おれひとり残ったところで……回復魔ま法ほうも防ぼう御ぎよ魔法もないんじゃ、殺されるだけだ。

ノエル：‥せ、責せき任にん重大ですかっ!?　ちょ、ちょちょちょ……っ!?

トラン：‥いきますっ！（ダイスを振ふる）



　トランの、突つき出した両手から放たれた石つぶてが、嵐あらしとなって吹ふき荒あれる。

　それは、ノエルだけをよけ───ふたりの男に襲おそいかかった。



ＧＭ：‥……ぐ、命中っ!!　両方よけられん!!

トラン：‥では！　ダメージに《マジックフォージ》、フェイト二点使います!!　アガートラーム使用っ!!　頼む、倒れてくれ……っ！（ダイスを振る）



一同：‥うわ、出目いいっ!?

トラン：‥よし……っ！　合計……（ダイスを数えて）……79っ!!

ＧＭ：‥ぐあ！　それは耐え切れん!!　ノエルの眼がん前ぜんにいたふたりは、無数の銀光につらぬかれて吹っ飛び……壁かべにたたきつけられてそのまま絶ぜつ命めいした！

一同：‥よっしゃ───っ!!

ＧＭ：‥さすがの公爵もあせる。「な、なんだ今の光……！　アガートラームか……っ!!」

一同：‥いけっ……ノエルっ!!

ノエル：‥行くですっ!!　まず公爵のとこまで走って……！



　それは一瞬のことだった。

　アガートラームの示しめした銀光の道をすべるように走り───。

　ソーウェンが気づいた時にはすでに、ノエルは遠心力にまかせてそのか細い腕で剣けんを横よこ薙なぎに振り始め……！



ＧＭ：‥「……ぬう！　だが当てられるかな……っ!?」

ノエル：‥当てて……みせますっ!!《バッシュ》！　フェイトを一点だけ命中に使って……（ダイスを振る）……19っ!!

ＧＭ：‥ぐ、回かい避ひはクリティカルのみ成功！（と、ダイスを握にぎる）

トラン：‥そ、そこでクリティカル出したら……怒おこりますよっ!?

ノエル：‥（身を乗り出して）い、１ですっ、１っ……!!

ＧＭ：‥こういう時にクリティカルしてこそ……（ダイスを振る）……５！　だめ！　公爵の身体にノエルの剣が打ち込まれた！

一同：‥よおしっ!!

ノエル：‥あ、当たった！　ここで残ってるフェイト二点、《ボルテクスアタック》、カラドボルグの能力を使います！　い、いたた……。

ＧＭ：‥痛い？　カラドボルグは使用者にダメージいかないよ？

ノエル：‥い、いえ……身を乗り出しすぎて足がつりかけました……（一同爆ばく笑しよう）。

クリス：‥あとは、ダメージ！　デカい目、出せ！

ＧＭ：‥「ふはは！　だが、お前に私は倒せん！　なぜなら、この金にあかして買い付けた無む敵てきの鎧よろいを貫つらぬくことなど、できんからだ……なにいっ!?」（一同爆笑）

トラン：‥負けゼリフを勝手に吐はいて勝手にやられてるっ！（笑）

ＧＭ：‥防御力無む視しの攻撃だからな。……アガートラームの時と同じように、ノエルの握るカラドボルグから、赤みがかった銀の光が放たれ、公爵自じ慢まんの鎧をすり抜ける。

ノエル：‥では、ダメージいきます！　公爵、今までの悪あく逆ぎやく非ひ道どうな振る舞まいを後こう悔かいするがいいです───っ！　えー……19＋12Ｄ！（ダイスを振る）

一同：‥（出目を見て）……おおっ!?

ノエル：‥お、お！　お!?　ダイス目、ものすごくいいかもしれないっ!?　10、20……30の……合計で……66です───っ!!

ＧＭ：‥ぐ……！　さっきエイプリルの攻撃で受けたダメージは35。合計１０１ダメージかっ!!

クリス：‥ど、どうだ!?

ＧＭ：‥（ばしっ、とテーブルの上に公こう爵しやくのデータシートをオープンする）……ぐふっ、公爵のＨＰ……きりよく１００なんだ……（一同大爆笑）。

一同：‥よっしゃ───っ!!（笑）

ＧＭ：‥ノエルの剣が公爵の鎧を貫き……血しぶきがあがる。彼は目を見開き───言う。

「な、なに……？　私は、負ける…のか……？　ノエ、ル……？」

ノエル：‥う、う……？

ＧＭ：‥「わ、私の、私のなにがまちがっていた……の、だ」剣を取り落として、ノエルに手をのばしかけ───。

ノエル：‥え……。

ＧＭ：‥公爵が敗北したのを見ると……「こ、公爵様が、やられたっ!?」「だめだ逃にげろ───！」「がおっ、がお───っ!?（←トラ）」（一同大爆笑）

ノエル：‥に、逃げるんですか！

ＧＭ：‥「ま、待て、お前たちどこに……っ」公爵は逃げゆく部下に手を伸のばすが……誰だれも振ふり返る者はいない。公爵には、人望がないのが問題だった。

トラン：‥なにを今さら！（笑）

ＧＭ：‥公爵は一瞬、どこか悲しげな表ひよう情じようを見せ……。



　───そのまま崩くずれ落ちた。



　東の空から朝日が差し込こみ、夜の闇やみを払はらっていく。

　街が再ふたたび動き出そうとするこの時間に、



　戦いは、終わりを告げた。



    

  
    
      　　　　ENDING PHASE




◆Ending 01◆ノエルの決けつ断だん




　公爵は、ノエルの刃やいばの前に倒たおれ伏ふした。

　そして言葉を交わすうちに、彼女の心に生じたのは───迷まよい。



ＧＭ：‥では、ここからエンディングシーンだ。最初はノエルにスポットを当てよう。場面はさきほどの戦せん闘とう直後……倒れている公爵の周囲に四人が立っているところから始まる。

クリス：‥公爵が、最後のセリフを吐くシーン？（笑）

ＧＭ：‥まあ、そんなとこだ。この先の冒ぼう険けんにからむ話なんだがね。

ノエル：‥この先？

ＧＭ：‥公爵は、仰あお向むけに倒れたままノエルを見み据すえ……。「なあ、ノエルよ。私はやはりまちがっていたのか？」どこか、憑つきものが落ちたような優やさしげな顔で言った。

一同：‥いい奴やつになったっ!?（笑）

ノエル：‥ま、まちがいですよ。あなたは、利り益えきを得るためにたくさんの人を殺しました。

クリス：‥それにお前は裏うらで武ぶ器き商人をやってんだろう？　開かい封ふうしたアガートラームを売り払えば、それが多くの命を奪うばうことにつながると……理り解かいしていたはずだ。

ＧＭ：‥「たしかにな。だが、ここで財ざい政せいが破は綻たんすれば、私の商売にからむ多くの人間が路頭に迷うことになる。それをさせるわけにはいかなかった。私は、まちがっていたのか？」

ノエル：‥……それはその……。

ＧＭ：‥「すまん、キミを困こまらせるつもりはないのだ。……それに、今それを言ってもせんないことだな。私の元で働いていた者たちが、路頭に迷わないよう祈いのろう……」

エイプリル：‥……。

ＧＭ：‥「そうだ、ノエルよ。お前にこれをたくそう───私には、もう必要のないものだからな。……私の内ポケットに、地図が縫ぬいつけてある。持って行くといい」

ノエル：‥地図？

ＧＭ：‥「その地図が指し示しめす場所に、第三の武具があるはずだ」

一同：‥なにいっ!?

トラン：‥つきとめていたのか！

ノエル：‥な、なんで……。

ＧＭ：‥「さあな───せめてもの罪つみ滅ほろぼし、というとこか」それだけ告げると、公こう爵しやくは痛いたみをこらえながらもすべてを悟さとった表ひよう情じようで瞳ひとみを閉とじる。

クリス：‥では、ひと思いに介かい錯しやくを……（←剣けんを振ふり上げている）。

ノエル：‥きくたけさん。

ＧＭ：‥ん？

ノエル：‥……公爵、助けることってできますか？

一同：‥はいっ!?

ノエル：‥なんか、根っからの悪人ではないような……そんな気がして。

クリス：‥神しん殿でんの者として言おう。……ノエルさん、この男はすでに罪つみを犯おかした。それを助けるようなマネは、私にはできない。それに、元気になった途と端たんに襲おそってでもきたら……。

ＧＭ：‥ああ、それはない。クライマックスで倒されたんだ。仮かりに生き残っても、このシナリオでＰＣに害を与あたえるようなことはしないよ。

クリス：‥たしかにそれで襲われたらタマランか（笑）。

ＧＭ：‥んー……（ちょっと考えて）……プレイヤーが望むなら、生き残らせてもいいよ。このシーンが終わるまでに《ヒール》をかければ、助かるということで。

ノエル：‥おぉ！

エイプリル：‥だがよお嬢じようちゃん。結果は、変わらねえぞ？　いずれにせよこの男は終わりだ。なにせ皇こう帝ていを侮ぶ辱じよくしたうえ、アガートラームを持ってないなどと、ウソまでついてるからな。

ノエル：‥公爵のしぶとさなら……（笑）。でもどうしましょう……。

トラン：‥ここは、ノエルが決めていいですよ。

ノエル：‥……。



　ひとり、ノエルは考え込む。

　ノエルはソーウェンを見据え……数秒の沈ちん黙もくののちに、顔を上げてトランに言った。



「───トランさん、公爵に《ヒール》してあげてください」



◆Ending 02◆教えと迷まよい




　クリスは複ふく雑ざつな面おも持もちでひとり、空を仰あおぎ見る。

　視し界かいいっぱいに広がる青い世界に羽ばたくのは、一羽の白いハト。

　自由に舞まう翼つばさを見て、それをうらやむ気持ちが自らの心にあることを……この時のクリスはまだ気づいていなかった。



ＧＭ：‥では、ここでクリスのシーンです。事じ件けん解決の数日後、キミは近くの神殿に最終報ほう告こくを済すませ、ひとりノエルたちの待つ宿屋に帰る途と中ちゆうだ。

クリス：‥では、正せい義ぎを志こころざす神殿の者として、ノエルの最後の判はん断だんを考えます。あれで、よかったのだろうか、と。

ノエル：‥ま、まずかったですかっ!?

クリス：‥いや、私の立場としては複雑な気分だろう、という演出です（笑）。で、こうふと空を見上げて……マティアス様、あれでよかったのでしょうか？

ＧＭ：‥キミの視線が空を向く。目に入ったのは、自由に飛び回る一羽の白いハト。

クリス：‥微び妙みように感動的な演出だ。では、そのハトを見……。

ＧＭ：‥見ていると“〝びたんっ!!”〟ハトはキミの顔面に着地した。くるっくー（一同大だい爆ばく笑しよう）。

クリス：‥ぜんぜん感動的じゃねえっ!!（一同爆笑）ハトをひっつかんで……！

ＧＭ：‥と、そこで気づく。その足輪に、キミの所しよ属ぞくする神殿の紋もん章しようが入っている。マティアスが大事に育てた伝でん書しよ鳩ばとだな。

クリス：‥ハ、ハトをひっつかんでナデナデします。マティアス様から手紙でもきたのか？

ＧＭ：‥そうだね。足に手紙がついてる。

クリス：‥では、それをカサカサと開いて……。

ＧＭ：‥そこにはこう書いてある。『───大たい任にん、ご苦労であった。お前の旅は始まった。一日も早く五つの武ぶ具ぐを入手し、聖せい騎き士しとして成長したお前の笑え顔がおを見せてくれ』

クリス：‥初めてマティアス様がまともなことを！（笑）では、その手紙を見ながらつぶやこぅ。───あの時、私は公爵を殺すべきだと思っていました。彼の悪行は許ゆるし難がたいことです

ＧＭ：‥『まあ、そう深く考えるな』

クリス：‥手紙が返事するなよっ!!（一同爆笑）私はシリアスにつぶやいてエンディングを終えたかっただけです！

ＧＭ：‥失礼しました。

クリス：‥（シリアスに戻もどって）……ノエルのあの選せん択たくが正しいのかどうかは、わかりませんその解かい答とうを得るためにも、旅の中で彼女を見守っていこうと思います───。そして私は再ふたたびこの青い空を見上げ───。



　再び、その心に迷いを抱かかえたまま、クリスは空を仰あおぎ見る。

　すべてを吸すい込こむようなその蒼そう穹きゆうの空に───。



　マティアスのさわやかな笑顔が浮うかんだ。



クリス：‥浮かばんでいいわっ!?（一同大爆笑）



◆Ending 03◆救きゆう済さい




　この街で随ずい一いちと言われる、高級服ふく飾しよく店てん。

　数々のきらびやかな服を陳ちん列れつするその店の奥おくに小さな事じ務む室しつがある。

　エイプリルは、ソファにもたれかかって無む造ぞう作さに足を組み───。



ＧＭ：‥というわけで、エイプリルのエンディングといこう。

エイプリル：‥こっちも皇こう帝ていに報告だな。エージェントと接せつ触しよくする。

ＧＭ：‥この街のエージェントというと……あの服屋の主人か（笑）。ではキミは再び、その服飾店に来ている。そうだな……奥の事務室で店長と会話をしているシーンで。

エイプリル：‥では、どかっとソファに座すわって……報告だ。アガートラームの解放には成功、同時に第三のアイテムの武具の所しよ在ざいをつかんだ。なお、第三の武具はヴァンスター帝てい国こく領りようのはるか外だ。俺おれはノエルを監かん視ししつつ外の世界に出る。───かまわんな？

ＧＭ：‥「……しかたありませんな。ですが、監視がなくなると、思わないほうがいいですよ」。

エイプリル：‥ああ、わかっているさ……。もっとも、今ほど監視しやすくはないだろうがな。

一同：‥逃とう走そうするつもりだっ！（笑）

エイプリル：‥（めんどくさそうな口調で）……ま、報告は以上だ。それだけ言って、俺は立ち上がり、部屋を出て行こうとして───振ふり返る。

ＧＭ：‥う？

エイプリル：‥公こう爵しやくの元で働いていた者、その関連で商売をしていた者はどうなる？

ＧＭ：‥「……さあ。なるようにしかなりませんな。ソーウェンの商売に関連していた多くが困こまるであろうことは予よ測そくされますが……ね」興きよう味みなさそうに、男は言った。

エイプリル：‥ならば追加で報ほう告こくだ。これは、これから先、ノエル……あのお嬢じようちゃんに武具を解放させるために必要なことでもある。だからかならず実行してくれと、皇帝に言っとけ。

ＧＭ：‥「……なにをですか？」

エイプリル：‥……簡単なことだ。公爵関係者の人間で商売が傾かたむいいた者には資し金きんの援えん助じよを。路頭に迷まよったものには半年間の生活補ほ助じよ金きんを、出してやれ」



ノエル：‥おお───っ、さすがですよエイプリルさん！

ＧＭ：‥「無む茶ちやを！　そんな資金をどこから!?」男はガタンと立ち上がって非ひ難なんをするが……。



　エイプリルはドアを開きながら……にやり笑んで、言った。



「……なあに。皇帝の宝ほう物もつ庫こに眠ねむっているお宝たからをひとつ売り払はらえば、済すむことさ」



◆Ending 04◆はじめての感かん情じよう




　トランは、必ずやくるであろうその連れん絡らくを待っていた。

　……ふいに懐ふところでそれは振しん動どうを発した。



ＧＭ：‥というわけで、最後はトランのエンディングだ。

トラン：‥この流れで言うと、わたしも大首領との会話ですね？　……では、おもむろに懐に忍しのばせていた携けい帯たい大首領が振動します。

ＧＭ：‥振動？

トラン：‥あ、着信だ。

一同：‥マナーモードかよっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

トラン：‥みんなと宿屋にいたんですが、そこでわたしはそそくさ離はなれてですね……携帯大首領と会話します。

ＧＭ：‥……………………。

トラン：‥……ん？　聞こえないな。もしもし？　もしも───しっ!?

ＧＭ：‥で、では……ノイズまじりにその小さな石せき像ぞうから大首領の声が聞こえる。「ザ……ザザ……ぶつっ、ザ……よ…くぞ……た、ラン＝セプ……よ！」

トラン：‥いけませんね。電波状じよう況きようがよくない。

一同：‥電波なのかよっ!?（爆笑）

ＧＭ：‥すくなくとも石像の目がとぎれとぎれに明めい滅めつしとる。通話状じよう態たいはよくなさそうだ（笑）

トラン：‥では手短かに。見事ふたつ目のアイテムゲットして、三つ日の在あり処かも判はん明めいしました───っ、聞こえますか───っ!!（笑）

ＧＭ：‥「素す……らしい成……だ。その調……残る武ぶ具ぐの解かい放ほう……だ」

トラン：‥よく聞こえませんが、言いたいことはわかりました。お任まかせください、大首領必ずや、“〝世界を我われらの手に”〟！

ＧＭ：‥「うむ、“〝世界を我らがプツッ、ぷーぷー」

トラン：‥あ、切れた。

ＧＭ：‥携帯大首領の目も、光が消えている。

トラン：‥電池が切れたかな。

一同：‥電池かいっ!?

ＧＭ：‥まあ、魔ま力りよくをプールできる魔法石が動どう力りよく源げんということで（笑）。

トラン：‥ま、いいや。報告はすみました。

クリス：‥おい、なに石像と話してんだ？（←いきなり登場）

トラン：‥み、見られたっ!!（笑）な、なんでもありません……！　と、クリスの背せ中なかを押おしながら宿に戻もどりましょう。

クリス：‥お、おい、なんだよ……と押されていく。

ノエル：‥なんかクリスさんとトランさん、なんか仲良くなってるような（笑）。

クリス：‥そんなことは……！

トラン：‥……断だんじてありませんっ。

エイプリル：‥やれやれ。

トラン：‥とにかくみなさん、宿に戻りましょう……と言いつつ。わたしは自分の心にわいた、その不思議な感情に気づいています。

ＧＭ：‥不思議な感情？

トラン：‥ええ。わたしは、ダイナストカバルの研究施し設せつで生まれてまだ数年しか経たっていないんですが───たしかに初めて、それを実感しているんですよ。その感情というのが……。



　トランは、これから始まる旅に。

　ノエルたちと始まるこの旅に───どこか期待を抱いだく。

　彼らはきっと、自分にその感情を感じさせてくれるはずだ、と。



　トランの感じた、その感情は……“〝楽しさ”〟といった。



◆Ending 05◆旅の予感




　四人の旅は改めて……ここに始まった。

　───そう、それは少女の笑え顔がおと共に。



ＧＭ：‥では、最後はこのシーンをもって今回のシナリオを終えましょうか。

エイプリル：‥あ、その前に。公こう爵しやくはどうなった？

ＧＭ：‥……ああ。後の戦いが終わってすぐ、ヴァンスターの兵士たちが屋や敷しきを襲しゆ撃げきしたけど、彼の姿は消えていたらしい。兵士が突とつ入にゆうした時、屋敷にあった金目のものは、一いつ切さいなかったという。

一同：‥…………。

ノエル：‥こ、公爵……。

クリス：‥やはり、あの男は信じられん！　一度悪に貯まった者は、改心などするわけないんだ───なあ、トラン。

トラン：‥なぜこっちを見る。

クリス：‥では……なあ、エイプリル。

エイプリル：‥その眉み間けんに銃じゆう弾だんを叩たたき込まれたいか？

ノエル：‥け、けんかはダメですよ～。支し持じ率りつ下がりますよ～。

トラン：‥ま、まだ支持率関係するんですかっ!?（笑）

エイプリル：‥ちなみにいま、支持率の第一位は誰だれだ？

ノエル：‥えー……エイプリルさんかな。

クリス：‥なにい！　私は一万八千も稼かせいだはずなのにっ!?

ノエル：‥じゃ、じゃあ、僅きん差さでクリスさん。

クリス：‥……「じゃあ」ってなんだよっ!?

ノエル：‥い、いや！（笑）でも大だい丈じよう夫ぶですよ！　ぶっちぎり最下位はトランさんなのです！

トラン：‥…………街道のすみっこでさめざめ泣きます。

ＧＭ：‥……（笑）。───では、ここからナレーション風にエンディングを締しめていこうか！（ナレーション風の口調で）そんな馬ば鹿からしくも楽しい会話を……。



　そんな馬鹿らしくも楽しい会話を繰くり返し、四人の旅はここに始まる。

　神しん殿でん、ダイナストカバル、そして帝てい国こく───。



　敵てき対たいする、その複ふく雑ざつな関係をつなぐ少女の名は、ノエルと言った。



ノエル：‥おー、なんかあたしえらそうですよ！（笑）

クリス：‥主人公ですし（笑）。



　ノエルを中心にはじける人間関係。



クリス：‥はじけてどーするっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：‥は、はじけたらダメですよっ!?

ＧＭ：‥すまん、まちがえた。



　ノエルを中心にはじまる、この旅が、

　敵対しつつも、楽しさと共に始まったこの旅が、



トラン：‥（ナレーション風に）まさか、あんなことになろうとは───（一同大爆笑）。

ＧＭ：‥へんなツッコミいれるなよ！（笑）えー……。



　やがて───大いなる運命につながることを、彼らはまだ知らない。



クリス：‥やっぱなんか大だい事じ件けんに巻まき込こまれそうだ。

ノエル：‥まあ、薔ば薇らの小箱とかアザとか……秘ひ密みつはありますしねえ。

エイプリル：‥なにを他人事のように。



　……だがそれは、もう少しだけ先の物語。



　だから今は、旅立つ四人に視福と希望と幸せを。

　そう……。



　旅は、ノエルの笑顔と共に───。



　　　＊　　＊　　＊



ノエル：‥おー、なんか感動的な……。

ＧＭ：‥と、そんな意味があるんだか、ないんだかわからんナレーションと共に……。

トラン：‥意味ないのかよ！（笑）

ＧＭ：‥キミたち四人の姿すがたが、街かい道どうの向こうに消えていき、今回の物語は幕まくを閉とじる。

ノエル：‥おー。

ＧＭ：‥だが、キミたちは気づいていなかった。四人の背せ中なかを見送る、その人ひと影かげに。

トラン：‥ひ、人影？　誰？

ＧＭ：‥えー、つまり……（シリアスな口調で）四人の姿が見えなくなると同時に───占うらない師しのばーさんが、最後にポツリつぶやく。

一同：‥占いババアかよっ!!（一同大爆笑）

ノエル：‥も、もしやレギュラーキャラ……？（笑）



「カラドボルグ、アガートラーム……ふたつまでが封ふう印いんを解とかれたか。

　……薔薇の継けい承しよう者しやよ。

　お前たちの旅の終着点が、どうか幸せなものでありますように」



　それだけつぶやき、老ろう婆ばの姿は、ふいにかき消えた。



アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

みっしょん02「銀の籠手の呼び声　───Airgetlamh」

─Fin─



    

  
    
      　　超あとがき




　春の終わり頃、99レベルになりました。

　秋、友人が99レベルになるのを待って“〝転生”〟しました。

　レベルが１に戻ったところで、仕事の嵐が襲来しました。

　去年の夏以上の暴風雨です。

　カトリーヌもびっくりです。

　今年もそろそろ終わりが見えてきたこの冬───



　一緒に転生した友人は、遙か高みに登っていきました。

　未だ、私のレベルは（ピー）のままです。



　　　＊　　＊　　＊



　と、『死者の花嫁』の後日談を書いたところで……



　半年ぶりの『アリアンロッド』リプレイ、お届けします！

　しかも新シリーズです！

　プレイヤーに新たなメンツが加わり、キャラクターも一新となっての本作、いかがでしたでしょーか。

　特に、ＴＲＰＧ初めてという力丸さん。

　彼女の参戦で、セッションは妙に盛り上がりました。

　どれくらい盛り上がったかと言いますと───セッションで愉快な出来事が多すぎて、それを全部文章に起こしたら、予定を軽く50ページオーバー。

　……泣く泣く削りました。

　うううっ、ほんとはセッション中のあれやこれやが……なんともったいないことかっ、ああああああっ!?

　……コホン。すいません、取り乱しました。

　まあ、それほど面白かったということでひとつ、よろしくお願いします。

　ちなみに、本リプレイを読んで、担当編集さんのＫ４氏は力丸さんのファンになったそうです（実話）。

　力丸さんにそのことをお伝えしたところ、「きっときくたけさんの演出が入ってるからですよ～」と言っておりましたが……天地神明に誓って断言しましょう。

　彼女は、文章あのまんまの人です。



　───さて。

　ではここで、本編の内容について自己ツッコミと解説をしていきましょう。

　今回は、シナリオそのものにあまり言うべきことがないので、二本まとめてつついていきます（笑）。



●レベル差のあるパーティのこと

　さて、本編を読んだ方はもうご存じだと思いますが、みっしょん01のパーティは三人が４レベル、ひとり１レベルという変則な構成になっています。

　終わった今になって言うのもなんですが……あまりお勧めしません（笑）。

　と、いうのも、ＰＣ間で戦闘力に大きな格差が生まれるからです。それすなわち、レベルの低いキャラクターが活躍できなくなる可能性があり、不満が生じるかもしれません。

　では、なぜそれに踏み切ったかというと……確信があったからです。



「絶対に面白くなる」、と。



　もちろん、彼女がＴＲＰＧ初めてだったので扱うデータ数が少ない方がいいと判断したとか……理由は他にもあります。

　ですが、最大の理由は「面白くなる」と確信したからです。

　ひとりレベルの低いキャラクターにベテランがあれこれ教え、そして学びながらノエル自身も成長していくこと。

　ノエルが起こすトラブルに周囲が巻き込まれたり、逆にノエルが巻き込まれたり。

　シナリオ作る段階から、楽しい風景がいろいろ浮かんできたのです。

　もちろん、いろいろ予想が外れてもセッションがつまらなくならないように、いくつかの仕掛けはしてあります。

　例えば……全体の物語が、あくまでノエル中心に動くこと。

　シナリオ上で、絶えず周囲のＰＣやＮＰＣが彼女に話し掛けるシチュエーションを作り、プレイが退屈にならないよう心がけました。

　さらには、そのダンジョンの構造……主にエネミーの配置にも注意してます。

　ダンジョンの序盤は回避能力の高い敵を出して「レベル１、弱い！　攻撃が当たらない！」とストレスをかけ、奥に進むと“〝強いけど攻撃が命中しやすいエネミー”〟を出してカタルシスを与え、そしてラストでは自分ひとりで戦わなきゃいけない（支援はされますが）ことになる───という三段ステップ方式です。

　とまあ、このようにいろいろ考えた結果、「いける！」と踏んだので実行したわけです。

　もちろん、周囲のベテランプレイヤーがいろいろ助けてくれたし、なによりも一緒に楽しんでくれたおかげで、セッションは楽しい雰囲気のまま終わりました。

　もし、あなたの周囲に初心者プレイヤーがいて、その人を『アリアンロッド』に引き込んでみよう、と思った人に言っておきます。

　これは少し加減をまちがえると、セッションの雰囲気を悪くする可能性を持っています。

　でも、あなたがそのセッションに成功イメージを持てるなら、必ずやうまくいくはずです。



●ドロップ品

　本文では記述を割愛していますが、ちゃんとドロップ品については判定しております（笑）。

　記述がないのは、主にページの都合だったりします。

　ここでも力丸さんのダイス目は、素敵なまでに悪く───彼女曰く、



「ぃあぁあああぁ……ダメなあたしでごめんなさいです～……だ、誰か代わりに振ってくださるのがいいかと～」



　……だ、そうです（笑）。



　　　＊　　＊　　＊



　さて、そろそろ紙面が少なくなってきました。

　最後に、もだえ苦しみながらイラストを描いてくれたあかねちんにお礼を（笑）。

　どのキャラもイメージぴったりです……というかキミのキャラ絵があったおかげで、イメージが固まりました（笑）。

　それと、セッションにつきあってくれたメンバーに。

　この本の製作に関わってくれたすべての人に。

　なによりも、本書を読んでくださった方に最大限の感謝を込めて───。



二〇〇五年十一某日　菊池たけし



P.S.

　『アリアンロッド』や力丸さんに興味を持たれた方は、ぜひともアクセスを♪

力丸乃りこオフィシャルサイト　http://bleu-cie1.first.mepage.jp/

『アリアンロッド』公式サイト　http://www.fear.co.jp/ari/



    

  
    
      アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

ノエルと薔薇の小箱



著者＝菊池たけし／Ｆ.Ｅ.Ａ.Ｒ.
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